EPSON 


Endeavor 

Na02mini 



Windows XP 



II 本機ででまること 

本機は1 0. 1型の液品ディスプレーを搭載したノート型コンピューターです。 



本機では、主に次のようなことができます。 


ネットワークに接続する 


とす' P . 己8 


無線 LAN を使う 


とち = p .73 


インターネットやメールを利用する 

が P .88 

音声の入力-出力をする 


f インターネット使用時の 


セキュリティー巧策 

V 

，が’ p.91 


と吾3 P . 已3 


画面表示を調節する 


i と f^P.53 


か付けデイスフレーに表示ずる 

に PP .5 フ 


US 巳機器を接続して使ラ 


とち = p .4 己 


メモリーカードを使ラ 


が P .48 


省電力機能を使ラ 


ご尹 P . 日8 


インフオメーシヨンメニューを使う 

とす" P .23 


システム診断ツールを使う 


とす^ P . 1已3 
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ご巧用の前に 

本機を使い始める前に知っておいていたださたい事項について説明し 
ます。 


r 製品保護上の注意」 .... . 6 

r 無線 LAN 使用時におけるセキュリティーに関する注意」 . 日 

r マニュアル 中の表記」 ....... 10 

r 各部の名称と働さ」 . 13 

r 添付されているソフトウエア」 ..... 16 











I 製品な護上のま意 


►巧用-保管時のを意 


コンピューター（本機）は精密な機械です。次の注意事項を確認して正しく取り扳ってください。取り 
あいを誤ると、故障や誤動作の原因となります。 

特に指定のない限り、注意事項は、本体および AC アダプターやバッテリーパックなどの同相品に適用 
されます。 



温度が商すぎるがや、低すぎるがには 

\\ 

雜1 肌 

置かないでください。また、急激な温 



を変化も避けてください。 

故障、誤動作の原因となります。適切 



な温をの目安は10で〜35でです。 


不安をな巧には設置しないでください。 
落下したり、振動したり、倒れたりす 
ると、本機が壊れ、故障することがあ 
ります。 


LU 


LCD 画面の表面を先の尖ったもので 
引っかいたり、無理な力を加えたりし 
ないでください。 

LCD 画面の表面はアクリル製ですの 
で、キズが付いたり、割れたりするこ 
とがあります。 



直射日光の当たる巧や、発熱器具（暖 
房器具や調巧用器具など）の近くな 
ど、高温-多湿となる巧には置かない 
でください。 

ホ障、誤動作の原因となります。 

また、直射日光などの紫外線は、変色 
の原因となります。 


-^本機の巧れを取るときは、ベンジン、 

シンナーなどの渡剤を巧わないでくだ 
グ さい。を色やを形の可能性がありま 

す。柔らかいホに中性洗剤を適廚こ染 
み込ませて、輕く拭き取ってくださ 

い。 


_ テレビやラジオ、磁石など、磁界を発 
m 生するものの近くに置かないでくださ 
n 0 い。誤動作やデータ破損の原:医!とな<9 
パ》1 ます。逆に、本機の影響でテレビやラ 

ジオに雑をが入ることもあります。 


M 


本機を捆包しないが態で、遠隔地への 
輸送や保管をしないでください。衝撃 
や振動、ホコリなどから本機を守るた 
め、専用の捆包箱に入れてください。 


团 


電源コードが抜けやすい所（コードに 
足が引つかかりやすい所や、コードの 
長さがぎりぎりの所など）に本機を置か 
ないでください。バッテリーパックの 
が態により、電源コードが抜けると、 
それまでの作業データがメモリー上か 
ら消えることがあります。 


ぶ 


本機を長/胡間使わないときは、バッテ 
リ ー パックを本機に装着したままにし 
ないでください。 

液漏れを起こすことがあります。 



ホコリの多い巧には置かないでくださ 
い。 

故障、誤動作の原因となります。 




本機の上に重い物を載せたり、強く押 
さえ付けたりしないでください。 

LCD やバックライトが破損したり、表 
示異常となることがあります。 


-^アクセスランプ点灯.点;滅中は、本機 

® の電源を切ったり、再起動したりしな 
いでください。 
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ご使用の前に 


裕 

ほかの機械の振動が fa わるがなど、振 
動しやすい場所には置かないでくださ 
い。故障、誤動作の原因となります。 



AC アダプターはコードを持って抜き 
差ししないでください。 

コードの断線や接触不良の原因となり 
ます。 

分 

貧 


本機の LCD ユニット （液晶デ イス プ 
レー 部）を開けたが態で 、 LCD ユニッ 
卜を持って移動しないでください。 


夕 



本機を落としたり、ぶつけたりして、 
衝撃を与えないでください。持ち運ぶ 
ときは、電源を切り、バッグに入れる 
などして衝撃から守るようにしてくだ 
さい。 

AC アダプターの上に乗ったり、踏み 
つけたり、重い物を載せるなどして、 
ケースを破損しないでください。 


キーボードの上などに、物（ボールぺ 
ンなど）をはさんだまま、 LCD ユニッ 
卜（液晶ディスプレー部）を閉じない 
でください。 


►記録メディア 


記録メディアは、かの注意事項を確認して正しく取りなってください。取りないを誤ると、記録メディ 
アに収録されているデータが破損するおそれがあります。 


<記録メディアの種類> 


laa … 


laa 光ディスクメディア 
ima メモ U - 力ード 


記録メディアの種類を指定していない注意事項は、すべての記録メディアに適用されます。 


，，湯…, 

含"吃_國 

側 

直射日光が当たる巧、発熱器具の近く 
など、高温-多湿となる場所には置か 
ないでください。 

レ J 


上に物を載せないでください。 


A 

OFF 

■ 

キズを付けないでください。 


A 

錦 

で。つ 


アクセスラ ンプ点灯-点滅中は、記録 
メディアを取り出したり、本機の電源 
を切ったり、再起動したりしないでく 
ださい。 


使用後は、本機にセットしたままにし 
たり、ケースに入れずに放置したりし 
ないでください。 


ゴミやホコリのをい巧では、使用した 
り保管したりしないでください。 
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製品保護上の注意 


1351 roia 


S 

クリップで挟む、折り曲げるなど、無 
理な力をかけないでください。 

む 


磁性面や金属端子にホコリや水を付け 




ないでください。シンナーやアルコー 
ルなどの溶剤を近づけないでくださ 

レ、。 

。影 


アクセスカバーを 開けたり、磁性面あ 
るいは金属端子に触れたりしないでく 
ださい。 

1351 1^ 

テレビ やラジホ、磁あなど、磁界を発 
生するものに近づけないでください。 

I3H 1^ 



-—•>90ク 1 

何度も読み書きした FD は使わないで 



-クウ- 

ウク-_7つ9-- 

1_：_ 

ください。 


U 

摩耗した FD を使うと、読み書きでエ 


■ 

ラーが生じることがあります。 

^ _ / 


の 


信を面（文字などが巨口刷されていない 
面）に触れないでください。 

应] 



レコー ドやレンズ用のクリーナーなど 
は巧わないでください。 

クリーニングするときは、 CD 専用ク 
リ ーナーを 巧ってください。 


の 



信を面（文字などが巨口刷されていない 
面）に文字などを書き込まないでくだ 
さい。 


BB 1 



光ディスクドライブのデータ読み取り 
レンズをクリーニングする CD は使わ 
ないでください。 


laa 



レコードのように回転させて拭かない 
でください。 

内側から外側に向かって巧いてくださ 



BB 1 



シールを 貼らないでください。 

の 



温を差の激しい場所に置かないでくだ 
さい。結露する可能性があります。 


BB 1 


8 





















體冷側離為意 


おを様の権利（プライバシー保護）に関する重要な事項です。無線 LAN を使用する前に、必ずお読みく 
ださい。 

無線 LAN では、 LAN ケーブルを使用する代わりに、電波を利用してパソコンなどと無線 LAN アクセスポ 
イント間で情報のやり取りを行うため、電波の届く範囲であれば自由に LAN 接続が可能であるという利 
点があります。 

その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁など）を越えてすべての場所に届くため、七キュリ 
ティーに関する設定を行っていない場合、な下のような問題が発生する可能性があります。 

•通信内容を盗み見6れる 
悪意ある第 S 者が、電波を故意に傍受し、 

• ID やパスワードまたはクレジットカード番号などの個人情報 

• メ ■ —ルの内容 

などの通信内容を盗み見られる可能性があります。 

•不正に侵入される 

悪意ある第 S 者が、無断で個人や会社内のネットワークへアクセスし、 

-個人情報や機密情報を取り出す（情報漏ホ） 

-特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし） 

-傍受した通信内容を書き換えて発信する（改ざん） 

. コンピューターウイルスなどを流しデータやシステムを破壊する印巧壊） 

などの行為をされてしまう可能性があります。 

本来、無線 LAN や無線 LAN アクセスポイントは、これらの問題に巧応するためのセキュリティーの仕 
あみを持っていますので、無線 LAN 製品のセキュリティーに関する設をを行って製品を使用すること 
で、その問題が発生する可能性は少なくなります。 

無線 LAN 機器は、購入直後のが態においては、セキュリティーに関する設定が施されていない場合が 
あります。 

したがって、お客様が七キュリティー問題発生の可能性を少なくするためには、無線 LAN や無線 LAN 
アク七スポイントをご使用になる前に、必ず無線 LAN 機器の七キュリティーに関するすべての設をを 
マニュアルに 従って行ってく ださい。 

なお、無線 LAN の仕様上、特殊な方法によりセキュリティー設をが破られることもあり得ますので、 
ご a 解の上、ご使用ください。 

《セキュリティー巧策を施さず、または、無線 LAN の仕様上やむを得ない事情により七キュリティー 
の問題が発生してしまった場合、当社は、これによって生じた損害に巧する責任を負いかねます。 

七キュリティーの設定などに ついて、 お客様ご自身で巧処できない場合には、『サポート.サービス 
のご案内』（別冊）をご覧になり、テクニカルセンターまでお問い合わせください。 

当社では、お客様が七キュリティーの設定を行わないで使用した場合の問題を十分 a 解した上で、おを 
様自身の判断と責任においてセキュリティーに関する設をを行い、製品を使用することをおすすめしま 
す。 


I マニュアル中の表記 

本書では次のような記号を{ま用しています。 

を全に関する記号 


A 

警告 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死 t 
または重傷を負う可能性が想、定される内容を示しています。 


金 


この表示を無視して、誤った取りあいをすると、人が傷害 
を負う可能性が想、定される内をおよび物的損害のみの発生 
が想、をされる内容を示しています。 


一般情報に関する記号 


ft 

制限 


制限事項です。 

機能または操作上の制限事項を記載しています。 



口 

12 


Ctrl 


fctrl 1+r Z 1 


参考事項です。 

覚えておくと便利なことを記載しています。 

本書とは別のマニュアルを示します。 

例）『サポート.サービスのご案内』：本機に添付の『サ 
ポート.サービスのご案内』を示します。 

参照先をおします。 

操作手順です。 

ある目的の作業を行うために、番号に従って操作します。 

C ~~1で 囲んだ マークはキーボー ド上の キーを 表します。 
广*7~1は Enter キーを表します。また、 HH はド^のことで 
す。このように必要な部分のみを記載しているため、キー 
ト ップに目口字された文字とは異なる場合があります。 

+の前のキーを巧したまま+のをのキーを巧します。 

この 例では、 [ Ctrl ) を押したままし Z J を押します。 
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ご使用の前に 


名称の表記 


本書では、本機で使用する製品のを称を次のように表記しています。 


HDD 

FD 


FDD 

光ディスクメディア 
光ディスクドライブ 
メモ IJ ーカード 


八ードディスクドライブ 

フ□ツピーディスク 

フ□ツピーディスクドライブ 

CD メディア、 DV □メディアなど 

光ディスクメディアを使用するためのドライブの総称 

メモ U — スティック、巧げメディアカード、 SD メモ U — 力ード 

の総術 


オペレーテイングシステム (0 S ) に関する記述 

本書では、オペ レーテイングシステム ( OS ) の名称を次のように略して表記し 
ます。 


Windows XP Microsoft ® Windows ® XP Home Edition 


HDD 容量の記述 


本書では、 HDD 容量を IGB (ギガバイト）= 1000 MB として記載しています。 

メモリー容量の記述 

本書では、メモリー容量を 1 GB (ギガバイト） =1024 MB として記載しています。 
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マニュアル中の表記 


Windows の画面表示に関する記載方法 

デスクトップ画面 

本書では、 WindowsXP の画面に表示されるを箇所の名称を次のように記載しまず。 

— デスクトップ 

I テ-マ 1 デなわ： T f スか-ンた-パ-1デザイン，厮 - - -ブゾ 



^WrdonsXP 
g 巧なみ 
&し*くな子 
lid カント y—J\0 ス 
さかス如 


[ ホぉ⑩- ) 


I デスクト，ブ加スタマイズ必- I 


[ 0 K II キ*ンむ^ 


- ボタン 
アイコン 


タスクバー 


i むを* 口。 讀 

通知領域 


ボタン 


ボタンは [] で囲んで記載します。 


例) 


•-- スタート 


[スタート] /[ 0 K 


]： [ OK ] 


画面操作 


本書では 、 Windows XP の画面上で行う操作手順を次のように記載します。 

•記載例 

[スタート]- r すべてのプ□グラム」一 「Internet Explored をクリックします。 
• 実際の操作 

( 1 ) [スタート]をクリックします。 

( 2 ) 表示されたメニューか6「すべてのプ□グラム」をクリックします。 

( 3 ) 横に表示されるサブメニューか6 「Internet Explored をクリックします。 


^ イン9-ネ？卜 y マイドキユタント I 

,_, しも 居 巧 店。 たフ7イルの） >1 

圆 庶?。IIち ullMk I - ’ I - 


xplorer II • Windo-S が□り’ 

I 度!ァ化サリ 

re Media Player J 因 け—し 


WindoTOS XP ウ 7- 
Windows ムーヒーメーカー 


乃イル樹定のお度ウげ -© Windows Media Player 


因 M に toso り Outlook 
* MSN Explorer 
巧 Outlook Express 


(2) ^^^1 
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a : LCD ユニット 

LCD 画面を含めたカバー部分です。 

b : LCD 画面 

入力した文字や、作業内容を表示し 
ます。 

C : 内蔵マイクち> 

音声をコンピューターに取り込み 
ます。 

d: メモリーカードス□ットロ D.MS/PRO 

メモリーカードの 読み込み や 書き 
込みなどを巧います。 


巨： US 巨コネクター 

USB 対■応機器を接続します。 
f ： LAN コネクター^^ 

ネットワークと接続します。 

旨： AC アダプターコネクター些!^ 

付属の ACT ダプターを接続します。 
h : 電源スイッチむ 

本機の電源の入/切を行います。ま 
た、スタンバイや休止が態からの復 
帰にも使用します。 


I 香*部の名频と働を 

►正面-ち側面 
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さ部の名称と働さ 


キーボ 


ド/タッチパッド/ステータス表示ランプ 



a: キーボード 

で字の入力やソフトウュアの操作 
などを行います。 

b: タッチパッド 

指を軽く乗せて操作す る こ とに よ 
り、画面上のポインターを操作しま 
す。 

C： クリックボタン 

ボタ ンの 左端と右端が マウスの 左 
右ボタンに相当します。 
d: バッテリー充電ランプ0 

バッテリーの充電が態を示します。 
オレンジ色点灯：充電中 
消灯：澗充電 


e : 無線 LAN 状態ランプ（が 

無線 LAN の ON / OFF が態を示します。 
た HDD アクセスランプ0 

HDD アクセス中に点;灯.点滅します。 
呂：電源ランプ 

電源状態を示します。 

緑点灯：通常 

緑点滅：スタンバイ 

消灯：電源切断時または休止が態 


(1% アクセスランプが点な•点 ミ 威していると重に本機の電源を切ったり、再起動した 
じぉぶ。しなし、 でく ださし、。デ-夕が破損するおそれがあ。ます n 
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ご使用の前に 


►を側面 




d : 


e : f : 





a : b : 


c : 


a : セキュリティー □ッ クス □ット 

お販の盤難抑止用ケーブル（ワイ 
ヤー）を取り付けます。 

b : VGA コネクター 

外かけディスプレー（アナログタイ 
プ）を接続します。 

C ： USB コネクター 

USB 対応機器を接続します。 


d : 通風孔 

コンピューター 内部で発生する熱 
を逃がします。 

巨：マイク入カコネクタータ> 

マイクを接続します。 

f : ヘッドフォン出カコネクター、〇, 

ス ピーカー やへッドフォンなどを 
接続します。 


制限 


セキュリティー□ックス□ットと VGA コネクターの併用はできません。 


^底面 



a : バッテリーパック 

着脱可能な充電式の電池です。 

b : 通風孔 

コンピューター巧部に外気を取り 
入れます。 


C ： 内蔵ステレオ スピーカー 

警告音（ビープ音）や音声などを鳴 
らします。 


































添付されているソフトウエア 


購入時、本機にインストールされているソフトウエアと、購入後、必要に応じてインストールするソフ 
トウエアは次のとおりです。 

本機にインス I ルされているソフトウエア 

購入時、次のソフトウェアは、本機にインストールされています。 


本機にインストールされているソフトウエア 


ソフトウェアの収録場巧 


I Windows XP 

本機のオペレーティングシステム ( OS ) です。 


Windows XPiJ カノ又' iJCD 


Iチップセットドライバー 

マザーボード上のデバイスを使用するためのドライバーです。 


• ビデオドライバー 

Windows を高解像度.多色で表示するためのドライバーです。 

•サウンドドライバー 

音を鳴らしたり、録音するためのドライバーです。 

•タッチパッドドライバー 

タッチパッドを使用するためのドライバーです。 

•ネットワークドライバー 

ネットワーク機能（有線 LAN ) を使用するためのドライバーです。 

•無線 LAN ドライバー 

無線 LAN を使用するためのドライバーです。 

•メモリーカードドライバー 

メモリーカードスロットを使用するためのドライバーです。 

• インスタントキードライバー 

(Fn ] と組み合わせて巧用する機能キーを{ち用するためのドライバーです。 

• インスタントキーユーティリティー 

インスタントキーを使用するためのューティリティーです。 

• Internet Explorer 8 

インターネットのホームページを閲覧するためのソフトウェアです。 

• ネットワーク切替えツール V2 

ネットワークの設定を切り替えるためのューティリティーです。 

• Java2 Runtime Environment 

Java アプリケーシヨンを実行するためのソフトウェアです。 

• インフオメーシヨンメニュー 

トラブル時の解決方法やサポ'ートページを閲覧するためのュ'ーティリ 
ティーです。 

• Microsoft .NET Framework 

.NET Frame 罰 rk の開発環境で作成されたソフトウェアなどを使用するた 
めのプログラムです。 

• Windows Media Player 11 

動画や音声を再生するためのソフトウェアです。 


ドライバ ーCD 


I Adobe Reader 

PDF (Portable Document Format ) 形式のファイルを表示したり、印刷した 
りするためのソフトウエアです。 




























ご使用の前に 


本機にインスI'―ルされているソフトウエア 

ソフトウ I アの収録場巧 

• システム診断ツール 

コンピューターの調子が悪いときにシステム診断を行うためのツールです。 

の 

ドライバ ーCD 


必要に応じてインス I -ールするソフトウェア 

次のソフトウェアは、購入時、本機にインストールされていません。購入後の Windows セットアップ時 
に表示される「初期設をツール」を利用してインストールできます。「初期設定ツ'—ル」でインスト ■ — 
ルしない場合や Windows の再インスト ■ —ル後は、外付け光ディスクドライブを接続して、 CD からイン 
ストールしてください。 


本機にインス!ルされていないソフトウェア 

ソフトウエアの収録場巧 

• Norton Internet Security 日0日版 

ウイルス駆除機能、不正アクセス防止機能、フィッシング詐欺横出機能 
などを備えたセキュリティーソフトウェアです。 


♦ i — フィルター曰30曰版 

インターネット上の有害な Web ページへのアクセスを防止する Web フィ 
ルタリンダソフトウェアです。 


• マカフィー SiteAdvisor Plus 30日版 

Web サイトの安全性評価を表示し、危険なサイトへのアクセスを防ぐ Web 
セーフティツールです。 

巧 

ドライバ ーCD 

• JWord Plugin 

Internet Explorer のアドレスバーから、日本語でインターネットを横索する 
ためのソフトウェアです。 


• 邑〇〇スティック 

Internet Explorer のツ^ールバ^一に、検索サ^ー ビス「が〇」の検索ボックスを 
追加するためのソフトウェアです。 



そのほかのソフトウェア 

次のソフトウェアは、インストールの必要はありません。外付け光ディスクドライブを接続して 、 CD 
から起動して実行します。 

回 p .163 「システム診断ツールを使う」 


そのほかのソフトウェア 

ソフトウェアの収録場所 

• システム診断ツール 

コンピューターの調子が悪いときにシステム診断を行うためのツールで 
す。 HDD 巧のデータを消ますることもできます。 

の 

ドライバ ーCD 
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お胃 

コンピューターの基本操作 

キーボードやタッチパッド、メモリーカードの使用方法など、本機の 
基本的な操作方法について説明します。 

「電源の入れち-切りち」…… ... 19 

「Windows 使用時の確認事項」 . 22 

「AC アダプター/バッテリーパックを使ラ」 ... 26 

「タッチパッドを使ラ」 . 36 

「キーボードを使ラ」. ... 40 

「HDD を使ラ」 ..... 45 

「USB 機器を使ラ」 . 46 

「メモリーカードを使ラ」 . 48 

「画面表示をする」 . 53 

「外付けディスプレーに表示する」..… ... 57 

「サウンド機能を使ラ」 . 63 

「ネットワーク（有線 LAN ) を使ラ」 . 68 

「無線 LAN を使ラ」 . 73 

「インターネットに接続するには」 . 86 

「インターネットを使用する際のセキュリティー対策」 . 91 

r 省電力機能を使ラ」 . 98 

「そのほかの機能」 .. 104 

「外付け可能な周辺機器」 . 105 
























I 電源の入れ方 • 切り方 


ここでは、電源の入れ方や切り方について説明します。 

► 電源の入れ方と Wi ndo WS の起動 


本機の電源の入れホは、次のとおりです。 

1 電源スイッチ（の）を巧して、本機の電源を入れまず。 

電源ランプが点灯します。 

点灯しない場合は、 AC アダプターやバ ッ テリ ーパッ クが正しく接続されて 
いるか確認してください。 



動しまず。 


電源を入れる際のを意 

本機の電源を入れる陈は、次の点に注意してください。 

• 電源が切れていることを電源ランプで巧認してか6電源を入れる 

Windows が省電力状態に移行すると、本機が動作中でも画面の表示が消えて 
いることがあります。電源を入れるつもりで切ってしまわないように注意し 
てください。 

rap .98 「省電力機能を巧う」 

• 電源を入れなおすとをは、20秒程度の間隔を空けてか S 電源を入れる 

電気回路に与える電気的な負荷を減らして、 HDD などの動作を安定させま 
す。 


• 周辺機器の電源をいつ入れるか確認する 

本機よりも先に電源を入れるか後に入れるかは、周巧機器によって異なりま 
す。周巧機器に添付のマニュアルで確認してください。 
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電源の入れ方•切り方 


制限 


• US 巨フラッシュメモリーや USB HDD などの US 日記憶装置を接続した状態 
で電源を入れると、 Windows が起動しないことがあ0ます。電源を入れる際 
は、 USB 記憶装置を取り外した状態で行い、 Windows 起動後に接続してく 
ださい。 

• US 日記憶装置を接続した状態で Windows を起動したい場合は 、 「BIOS Setup 
ユーティリティー」で起動するデバイスの順番を変更してください。 

乙 手^ P .117 「起動 ( Boot ) デバイスの順番を変更する」 


► Windows の終了と電源の切り方 


i!^ 

制限 


•電源を切って、ちラー度入れる場合には、電源を入れると去に電気回路に与 
える電気的な負荷を減6し、 HDD などの動作を安定させるために、20秒程 
度の間隔を空けてください。 

• アクセスランプ点な-点ミ威中に本機の電源を切ると、収録されているデータ 
が破損するおそれがあります。 

•本機は、電源を切っていてち、バッテリーパックが装着されていた0、電源 
プラグがコンセントに接続されていると、微少な電流が流れています。本機 
の電源を完全に切るには、電源プラグをコンセントか6抜いて、バッテリー 
パックを取り外してください。 


電源を切るときは、必ず Windows を終了させます。 

1[スター ト]- [終了オプション]をクリックしまず。 

Z 「コンピユータの電源を切る」画面で[電源を切る]をクリックしまず。 

Windows が終了し、自動的に電源が切れます。 

3 接続している周辺機器の電源を切ります。 

Windows 終了時のを意 

Windows XP を複数のューザーが{ま用しているが態で Windows を終了しようと 
すると、「ほかの人がこのコンピュータにログオンしています。…」と画面に 
表示されます。この場合は、ログホンしているすべてのユーザーをログホフし 
てから、 Windows を終了してください。 
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第 1 章コンピューターの基本操作 


►再起動 


電源が入っているが態で、コンピューターを起動しなおすことを「再起動」と 
言います。 

Windows の再起動ち法 

Windows の再起動方法は次のとおりです。 


1[スタート]-「終了オプション」一「再起動」をクリックしまず。 

次のような場合には、 Windows を再起動する必要がありまず。 

•使用しているソフトウェアで指示があった場合 
• Windows の動作が不安定になった場合 

再起動してもが態が改善されない場合は、本機の電源を切り、しばらくしてか 
ら電^^を入れなおしてみてください。 

►八ングアップしたときは 


ソフ トウェアや Windows がキーボードやタッチパッドからの入力を受け付け 
ず、何も反応しなくなった状態をハングアップと言います。 

ハングアップした場合は、ソフトウェアの強制終了を行います。ソフトウェア 
の強制終了をしても状態が改善されない場合は、強制的に本機の電源を切りま 
す。 

ソフトウェアの強制終了 

ソフトウェアの強制終了ホをは、次のとおりです。 

1 向口 + 。の + 阮品) を巧し、 [ Windows タスクマネージャ」を起動しまず。 

2 「アプリケーシヨン」タブか 5 A ングアップしているソフトウェアを 還 巧し 
て[タスクの終了]をクリックしまず。 

3 「プ□グラムの終了」画面び表示された5、[ずぐに終了]をクリックしまず。 
強制のに電源を切る 

[Ctrl 1+[ All 1+ [ Delete ] を押しても反応がない場合は、強制的に本機の電源を切り 
ます。 

強制的に本機の電源を切る方掛王、次のとおりです。 

1 本機の 電源 スイッチ （の） を已砂!•ソ上巧し続けまず。 

本機の電源が切れます。 
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I Windows ほ用時の巧認事頃 


Windows ご使用の前に次の事項を確認してください。 

►Windows XP の使用方法 


Windows XP の使用方■法は、次をご覧ください。 

• Windows のヘルプ 

「ヘルプとサポート」は次の場所から開きます。 


[スタート] 一 r ヘルプとサポート」 



• PC お役立ち情報 

「PC お役立ち情報」 は「インフォメーションメニュー」 から開きます。 
P ^ p .23 「インフォメーションメニューを使う」 









































第 1 章コンピューターの基本操作 


►セキュリティー巧策を巧う 


本機には、コンピューターを外部と接続することで高まる危険から、本機を守 
るためのセキュリティー機能が搭載されています。 

インターネットに接続する場合は、セキュリティー対策を行ってください。 
rs p '9 i 「インターネットをイま用する隐の七キュリテイー巧策」 

►インフ オメーシヨ ンメニ ューを 巧う 


本機には、トラブル時の情報を見たり、サポートページに簡単にリンクしたり 
することができる「インフォメーションメニュー」が搭載されています。 


起動方法 


「インフォ メーシヨ ン メニュー」 の起動方をは次のとおりです。 


• デスクトツプ上の r インフオメーシヨンメニュー」アイコンをダブルクリックする 




インフォ;*ーシヨ 
ンメニュー 


• 1 Fn 1 + 广 F 4 ) (固）を巧す 
• スタートメ ニュー か6起動する 

「インフォメーションメニュー」が起動すると次の画面が表示されます。 


JP インフォター シヨン 4 こ ユー 

脚 因 

インフオメーシヨンメ ニユー 



ユーザーサボートページ 
( web ) 

1 ヴボート情巧検索 

1 ( web ) ,一 

1 が 

トラブルび解巧しなかった5 

1 <D 

ユーヴーウポートべーソをを示しま 
す。巧註ウービスやドライバダウン 
口ード’などについてもごち巧してし、 
ます。 

居巧のヴポート’情報を巧おしていま 
す。「とらぶるなみナピ J でトラブ 
ルが解ホできな L 唱合などにご芭く 
だすい。 

トラブルが解ホしなかったときにご 
貴ください。转巧のをち P 。 うい合わせ 
巧□をご累巧しています。 

PC お役立ち巧巧 

句 

とらぶる巧ミ夫ナビ 


巧っていると巧利な、コンビュータ 
こ関する巧巧を巧おしています。 

コン ビュータ1こ巧するが術的な巧が 
りトラカレの解み方ぶをビックアッ 
ブして巧おしています。 
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Windows 使用時の確認事項 


インフオメーシヨンメニユーの項目 

インフオメーションメニューのを項目の内容は次のとおりです。 

■ユーザーサポートページ （ Web ) 

技術的な情報、トラブルの解みホをや保証サービスのご案内などを掲載して 
います。マニュアルやドライバー、 BIOS の最新バージョンもダウンロード 
できます。 

「ュ ー ザ'—サポ ー トぺ I — ジ」 を閲覧するには、インタ ー ネットへの接続が必 
要です。 

■サポート情報検索 （ Web ) 

「とらぶる解みナビ」に収録されていない最新のサポート情*を掲載してい 
ます。「とらぶる解みナビ」で本機の不具合が解みできなかった場合にご覧 
ください。 

「サポート情報検索」を閲覧するには、インターネットへの接続が必要です。 

• トラブルが解ずしなかった5 

技術的なご質問や修理依頼などの問レ、合わせ先を掲載しています。マニュア 
ルや当社の ューザー サポートページを参照しても、トラブルが解ホしない場 
合にご覧ください。 

• PC お役立ち情報 

コンピューターに関する便利で役立っ情報や用語集を掲載しています。マ 
ニュアルとあわせてご覧になり、コンピューターを巧用する際の参考にして 
ください。 

■と6ぶる辭まナビ 

技術的な情報やトラブルの解みホをを収録しています。本機の調子が悪い場 
合に、本書の「困ったときに」とあわせてご覧ください。 
rap .144 「トラブルが発生したら」 

►復元ポイントを作ぶずる 


Windows の「システムの復元」機能で「復元ポイント」を作成しておくと、本 
機の動作が不安定になった場合、システムの復元機能を巧用して、作成してお 
いた「復元ポイント」までシステムのが態を戻すことができます。 

通常、「復元ポイント」はソフトウェアのインストールなどを行った陵に自動 
的に作成されますが、手動で作成しておくこともできます。 

ITTM P -166 「復元ポイントを手動で作成する」 
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第 1 章コンピューターの基本操作 


►画面表示が消えたとまは（省電力機能) 


本機は、一定時間タッチパッドやキーボードの操作をしないと、省電力機能が 
働いて画面表示が消えるように設定されています。画面表示が消えて、本機の 
電源ランプが点滅している場合は、スタンバイになっています（購入時の設 
定)。この場合は、電源スイッチを押すと元に戻ります。 

P ^ p .103 「省電力状態から復帰する」 


►コント□ールパネルの表示 


コントロール パネルの表示には、次の2種類があります。 


• 「カテゴリーの表示」：項目をカテゴリーごとにまとめて表示します（初期設定)。 
• 「クラシック表示」：項目をすべて表示します。 


表示の切り替えは、画面左側にある、「クラシック表示に切り替える」、「カテ 
ゴリの表示に切り替える」をクリックして行いまず。 

本書では、「カテゴリーの表示」形式を前提に記載しています。 


くクラシック表示> 



<カテゴリーの表示> 
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I AC アダプター/ルッテリーパックを巧う 


本機は、 AC アダプターまたはバッテリーパックを取り付けて巧用します。 
バッテリーパック（な降、バッテリー）は、着脱可能な充電式のリチウム 
イオン （ Li-ion) 電化です。 

AC アダプターとバッテリーの型番 

本機の AC アダプターとバッテリーの型番は、次のとおりです。 

• AC アダプター ： ADP-40PH 

•標準バッテリー： BT3102-BW 

(今後、新しい AC アダプターやバッ テリ ーを 追加する場合があります。） 

ご 購入の際は、当社 ホームページの「オプション」 から本機の AC アダプター 
またはバッテリーを選択してください。 

当社ホームページのアドレスは、次のとおりです。 

http://shop.epson.jp/ 

バッテリーの交換が去は、 rap.32 レくッテリーの交換 J をご覧ください。 

►巧用時のを意 
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A 

警告 


• バッテリーを、指定外の方法で充電しないでください。 

発熱や発火、液漏れによる被害の原因となります。 

•本体や付属のバッテリーなどを火中に入れたり、乂気に近づけたり、加熱し 
たじ、 高温状態で放置したりしないで<ださい。破 S などで乂傷の原因とな 
0ます。 

•バッテリーの金属端テをショートさせたり、水、コーヒー、ジュースなどの 
液体でめらさないでください。感電•火災-火傷の原因となります。 

•付属の AC アダプターやバッテリーを、分解-改造しないでください。 

また、本機には、指定拟外の AC アダプターやバッテリーを使用しないでくだ 
さい。感電や火傷、化学物寶による被害の原因となります。 

当社指定拟がの AC アダプターやバッテ IJ 一、 または分解-改造した AC アダ 
プターやバッテ IJ 一（当社での修理対応は除 <) での本機の使用は、安全性 
や製品に関する保証ができません。 

•ルさなお子様の手の届く所にバッテリーを保管しないでください。 

なめたりすると火傷や、化学物質による被害の原因となります。 
•バッテリーには、落下させる、ぶつける、先の尖ったちので力を加える、強 
い圧力を加えるなど、強い衝撃を与えないでください。 

破 S や液漏れによ0、火傷や化学物質による被害の原因とな0ます。 
•バッテリー駆動時間が極端に短<なった場合は、当社指定の新しいバッテ 
リーと交換してください。 

駆動時間が短くなったバッテリーは、内部に使用されている電池の消耗度合 
いにば5つさが発生している可能性があります。電池の消耗度合いにば6つ 
さがあるバッテリーをそのまま使用し続けると、発熱■発火-破 S の原因と 
な0ます。 











第 1 章コンピューターの基本操作 


A 

ま意 


•付属の AC アダプターやバッテリーは本機政外には使用しないでくださし>。火 
傷■乂災の危険があ0ます。 

• AC アダプターを毛巧や巧団で覆わないでください。火傷-火災の危険があり 
ます。 

•破損した AC アダプターやバッテリーを使用しないでください。 

乂傷-火災の危険があります。 

万一、本機の落下などで強い振動や衝撃が加わ0、バッテリーが破損した0、 
変形したりした場合は、本機の電源を切り、電源プラグをコンセントか6抜 
いて、本機か!5バッテリーを取り外してください。 

そのまま使用を続けると、発熱•発乂-破 S のおそれがあります。 

• ひざの上で長時間使用しないで<ださい。バッテリーの熱で本機底面が熱< 
なり、低温乂傷の原因となります。 

• AC アダプターの温度の高い部分に、長時間触れないで<ださい。低温火傷の 
原因となります。 


AC アダプターやバッテリーは、次の注意事項を確認して正しくお使いくださ 

い。 


• AC アダプターを使用するとき 

-停電などで AC アダプターからの電源供給が途切れた場合に作業中のデー 
夕が消えるのを防ぐため、 AC アダプターを接続して使用するときも、バッ 
テリーを装着することをおすすめします。 

- AC アダプターを長時間接続して使用すると、 AC アダプター本体が少し熱 
を持ちますが、故障ではありません。 

• AC アダプターは頻繁に抜き差ししないでください。 

•バッテリーを取り付けて使用するとき 

-省電力状態のまま長時間使用しない場合は、完全放電しないように気を 
付けてください。省電力状態でも電力が消費されています。 

Oip .98 「省電力機能を使う」 

. バッテリー だけで使用しているときに、動画再生時にコマ落ちしたり、 ソ 
フトウてアの動作が遅くなったりする可能性があります。このような場 
合には、省電力が態に移行しないように設定してください。 
rs P . 101「時間経過で移行させない」 

•バッテリーを長期間使用しないとき 

-長期間使用していない場合は、バッテリーが完全放電している可能性が 
あります。バッテリーだけで本機を使用するときは必ず充電してから使 
用してください。 

. バッテリーを長期間充電しないと、過放電になる可能性があります。予 
防のために定期的に充電をしてください。 

厂4 P .34 「バッテリー保管上の注意」 
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AC アダプター/バッテ U —パックを使ラ 



1岳温環境でのバッテ IJ 一性能 

低温の環境では、バッテリーの性能が低下します。これは一時的なものであり、 
常温の環境に戻すと性能が回復します。 


►バッテリーの使用可能時聞 


バッテリーだけで本機を使用できる時間は次のとおりです。ただし本機の使用 
環境や状態などによって蛮化します。 


バッテリーの種類 

使用可能時間(満充電の場合） 

標準バッテリー 

連続約 3.0 時間 


*JEITA (電子情報技術産業協会）の測定方法 Verl . O に基づいています。 

本機をバッテリーだけで使用している場合は、使用可能時間が制限されます。 
省電力の設定を行うと使用可能時間を延ばすことができます。 
rs P .98 「省電力機能を使う」 

►バッテリーの巧電 


バッテリーの充電は、 AC アダプターが接続されているときは、本機の電源が入 
/切どららの状態でも自動的に行われます。 


制限 

バッテリー充電ランプの表示 

AC アダプター接続時のバッテリー充電ランプ（区>)の表示は、次のとおりです。 


充電状態 

ランプの表示 

充電中 

点灯（ホレンジ色） 

満ホ電 

消灯 

残量少 

点滅（オレンジ色） 


バッテリーの充電は、必ず動作環境 （10 〜3己で）で行ってください。動作環 
境 （10 〜3己で）拟外では、正常に充電されません。 


28 























第 1 章コンピューターの基本操作 


充電時間 

低;バッテリーが態からバッテリーのホ電完了までの時間は、次のとおりです。 


バッテ U —の充電時間* 
約 2.6 時間 


* 電源が入っている状態では、コンピューターの使用状況により差があります。 

►バツテリー巧■のお認 


本機をバッテリーだけで使用している場合、次のホをでバッテリー残量を確認 
することができます。 


I ほ知領域の「バッテリー」アイコンの上にマウスポインターをあわせる 


巧り: 2:34時間柳の 

巧な ]’ rJI. 


—Ik 



バッテ u - アイコン 
I 画面で確認する 



バッテ U — の残 量 
が表示されまず。 


画面は次の場巧から開きます。 


[スタート]-「コント□-ルパネル」一「パフォーマンスとメンテナンス」 
-「電源オプション」一「電源メーター」タブ 
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AC アダプター/バッテ U —パックを使ラ 


►バッテリー巧量び少な < なった6 


バッテリー残量ほ下の通知 


バッテリー残量が少なくなると、本機は次のように通な懼告）します。 


A "9 テリ沒量あ下 IX ' 

めじ、今ホロわテリ奴換おか、を 


画'* 


あ般をド 


バッ テリー残量低下を通知する設定は、 1^0 P.31 レく ッ テリーアラームの設 
定」で変更することができます。 

バッテリー残量がさらにほ下すると、バッテリーホ電ランプが点滅します。 


対処方法 

バッテリー残量ほ下が通知されたら、直ちに次のどちらかの処置を行ってくだ 
さい。完全放電してシャットダウン（電源切断）してしまうと、保存していな 
レ、データはすべて失われます。 

■ AC アダプターを接続する 

電源を入れたまま AC アダプターを接続します。 

• 電源を切る 

作業中のデータを HDD などに保存して、実行中のソフトウエアを終了させた 
あと、本機の電源を切ります。 

バッテリーを交換するときも、必ず電源を切つてから行ってください。 


制限 


AC アダプターを接続しない場合は、直ちに作業中のデータを保存してください。 
コンピューターがシャツトダウンしてしまラと、保存していないデータはすべて 
失われます。 
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第 1 章コンピューターの基本操作 


バッテリーアラームの 設定 

バッテリー残量が低下したときの通知方法は、次の画面から変更できます。 

[スタート]-「コント□—ルパネル」一「パフオーマンスとメンテナンス」 
-「電源オプション」一「アラーム」タブ 



アラームを 表示ずる 
バッテ U —残量を設 
定します。 


レくッテリ低下アラーム」やレくッテリ切れアラーム」項目の[アラームの動 
作]をクリックすると、下記の画面が表示されます。を項目のアラームの動作 
を設定できまず。 



警告後のコンピューター 
動作を選択しまず。 
rap -99 「省電力状 
態の種類」 
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AC アダプター/バッテ U —パックを使ラ 


バッテリーの容量がずぐにほ下するとをは 

バッテリーは、消耗品です。満ホ電にしても、バッテリー容量がすぐに低下す 
る場合は、バッテリーの寿命が考えられます。また、バッテリーの駆動時間が 
極端に短くなった場合は、内部に{ま用されている電池の消耗度合いにばらつき 
が発生している可能性があります。電池の消耗度合し、にばらつきがあるバッテ 
リーをそのまま使用し続けると、発熱、発火、破裂の原因となります。本機専 
用の新しいバッテリーに交換してください。 

►バッテリーの交換 


複数のバッテリーを交互に使用する場合や、バッテリーが寿命に達した場合は、 
バッテリーを交換します。 

交換用のバッテリーについては、当社ホームページの「オプション」をご覧く 
ださい。 

ホームページのアドレスは、 次のとおりです。 

http://shop.epson.jp/ 

バッテリーの交換ち法 

標準バッテリーの交換ホをは次のとおりです。 

1 本機の電源を切りまず。 AC アダプターび接続されている場合は外しまず。 

2 本機の底面部を上にして置をます。 

3 バッテリーち側のラッチを□ック解除位置 （'） までスライドさせまず。 
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第 1 章コンピューターの基本操作 


4 バッテリーを取りがしまず。 

(1) バッテリー左側のラッチを□ック解除位置 （ rf ) までスライドさせ、指で 
押さえて□ック解除位置で固定します。 

(2) バッテリーを矢印の方向に押し出して取り外します。 



5 新しいバッテリーを本機に取り付けまず。 

(1) 下図のとおりバッテリーを本機にあわせます。 

(2) バッテリーを矢印の方向に「カチッ」と音がするまで押し込みます。 

(3) バッテリーち側のラッチを□ック位置 （ a ) までスライドさせます。 
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AC アダプター/バッテ U —パックを使ラ 


►バッテリーの寿命を延ばずには 


バッテリーは消耗品です。バッテリーの寿命は、 f まい方や使用環境によって大 
きくをわります。 

バッテリーの劣化を抑え、使用可能時間や寿命を延ばすため、次の事項に注意 
してください。 

•高温の環境では、バッテリーの劣化が早まります。本機やバッテリーを、あ 
天下の自動車の中や暖房機の近くなどで巧用したり、放置したりしないでく 
ださい。 

•本機を使用する、巧用しないにかかわらず、常時 AC アダプターを接続して 
いると、バッテリーの劣化が早まります。1ヶ月に1回程度は本機から AC ア 
ダプターを外して、バッテリーの残量が10%程をになるまで使用することを 
おすすめします。 

• 1ヶ月な上本機を使用しないときは、本機からバッテリーを取り外して保管 
してください。 

rap '34 レくッテリー保管上の注意」 

►バッテリー保管上のを意 


/ i \ ルさなお子様の手の届く巧にバッテリーを保管しないでください。 
4^なめたりすると、义傷や化学物質による被害の原因となります。 


バッテリーを保管するときは、次の事項を守ってください。 

• 液漏れや端子部の腐食を防ぐため、必ずコンピューター本体から取り外して 
ください。 

•端子部のショートを防ぐため、ホやビニールなどの絶縁物に包んでくださ 

い。 

•高温環境での保管は劣化を早めます。乾燥した冷暗巧で保管してください。 
• 満充電が態での保管は劣化を早めます。バッテリー残量は50%程度にして保 
管してください。 

•バッテリーは、使用していなくても、自己放電により蓄えられた電気は徐々 
になくなります。バッテリーの残量がなくなり過放電状態になると、コン 
ピューターに装着してもホ電できなくなることがあります。 

自己放電による過放電を防ぐため、定期的（半年に1回程を）にバッテリー 
残量を50%程ままで巧電することをおすすめします。 
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第 1 章コンピューターの基本操作 


► 巧用済みパッテリーの取り扱い 



Li-ion 


使用済みのリチウムイオン （ Li - ion ) バッテリーは、再利用可能な貴重 
な資源です。有効資源のリサイクルにご協力ください。 


バッテリーリサイクル時のま意 

使用済みのバッテリーは、ショートしないように、端子部にテープを貼るかポ 
リ袋などに入れて、リサイクル協力店にある充電式電池回収ボックスに入れて 
ください。 

バッテリーは、燃やしたり埋めたり一般ゴミに混ぜて捨てたりしないでくださ 
い。環境破壊の原因となります。 
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I タッチパッドを使ラ 


本機には、タッチパッドが搭載されています。タッチパッドは、マウスと同じ 
ようにポインターなどを操作したりタリックしたりするための装置です。 

►タッチパツドの操作 


タッチパッド使用時のを意 

タッチパッドは、次の注意事項を確認して正しくお使いください。 

•パッド面には指で触れてください。ペンなどで触れると、ポインターの操作 
ができないだけでなく、パッド面が破損するおそれがあります。 

•パッド面は、1本の指で操作してください。一度に2本な上の指で操作する 
と、ポインターが正常に動作しません。 

•手がぬれていたり、汗ばんでいると、ポインターの操作が正しくできないこ 
とがあります。 

• キーボードを操作しているときにパッド面に手が触れると、ポインターが移 
動してしまうことがあります。 

■起動時の温をや湿度により、正常に動作しない場合があります。この場合は 
電源を一度切って入れなおすことにより正常に動作することがあります。 

•電源を入れたまま LCD ユニットを閉じていたり、使用中に本機の温度が上 
がってくると、正常に動作しない場合があります。この場合は、電源を一を 
切って入れなおすことにより正常に動作することがあります。 


ポインターの移動 


タッチパッドは、パッド面とクリックボタンから構成されています。人差し指 
をパッド面の上で前後左右に動かすと、動かした方向に画面上のポインターが 
移動します。 


ポインター バッド面 
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第 1 章コンピューターの基本操作 


ク U ック 



ポインターを画面上の対象にあわせて、パッド面を軽く1回たたきます。 
クリックボタンの左端部分を「カチッ」と押すのと同じ操作です。 


ダブルクリック 



ポインターを画面上の巧象にあわせて、パッド面を軽く 2回たたきます。 
クリックボタンの左端部分を「カチカチッ」と2回押すのと同じ操作です。 


ドラッグアンドド□ップ 



ポインターを画面上の巧象にあわせて、ダブルクリックの2回目のクリッ 
ク時に、指をパッド面に触れたまま移動させます。 

クリックボタンの左端部分を押したままのが態でポインターを移動し、離 
すのと同じ操作です。 


スク□ール 



上下の スクロールは、 パッド右端の上ちまたは下ちに指で触れます。左右 
のスクロール* は、パッド下部の左ちまたは右巧より少し中央よりに指で 
触れます。 

スクロール するホ向の パッ ド面に触れるだけで、指を動かす必要はありま 
せん。 

* 左右の スクロールを 有効にするには、設をが必要です。 

P.38 「タッチパッドの設定変更」 


►タッチパッド機能を OFF にずる 


本機では、タッチパッドの機能を OFF にすることができます。 

キーボード入力を行うときに、手がタッチパッドにあたって マウス ポインター 
が動いてしまい、入力がしにくい場合があります。このような場合は、タッチ 
パッド機能を一時的に OFF にすると便利です。 

タッチパッド機能の ON / OFF の切り替えは、次のキー操作で行います。 


〔 Fn I + [ F 9 I ( td / x ) 


























































タッチパッドを使ラ 


►タッチパッドの設定変更 


タッチパッドの設定には、ポインターの動作変更やタッチパッドの機能追加 
(左右のスクロール）などがあります。 

タッチパッドの 設を変更は、 「マウスのプロパティ」 画面で行います。画面の 
表示方法は次のとおりです。 

通知領域の「ポインティングデバイス」アイコンをダブルクリック 


くポインティングデバイスアイコン> 

「マウスのプロパティ」 画面が表示されます。 

水平スク□ールなど、 
ポインターの動作をタッチパッドの機能を 
変更ずる 設定ずる 
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第 1 章コンピューターの基本操作 


左ちのスク□ールを有効にずる 

タッチパッドの機能変更は、「タッチパネル」タブで行います。 

左右の スクロールを 有 劾に設定したい場合は、「入手可能な情報と コンフイ 
ギュ レー シヨン 品目」 で レ^ ッドスクロール」を 選択し、「水平 スクロール 機 
能を 有 劾に する」 にチェックを 付けて [ OK ] をクリックしまず。 



設定したい 
項目を選択 
する 


有効にする場合に、 
チェックを入れる 


► USB マウス（オプション）の接続 


本機右側面またはお側面の USB コネクター（み）に、 USB マウス（オプシヨ 
ン）を接続して巧うことができます。 USB マウスの巧用ホ法は、マウスに添付 
のマニュアルをご覧ください。 
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I キーボー ドをほう 


本機には、日本語対応86キーボードが搭載されています。 

►キーの種類と役割 


各キーには、それぞれ異なった機能が割り当てられています。 


H 因固 HR 巧网同固 1 

F9IIFIOIrPIS 1j|Pause]rPrtSc|flnse け IrDe 材 3 

。か Jl 。啡パ： JL * 項日の akjflsysRq 心就(^| ' S ぴ uj 

劇 lij ly liy 1 鬧 H じ 

E i ： 固 障 j 

T 化こ 1 Q w E ぃ R T Y 

づ J た て い す か ん 

, 〇户 ' f 「 Enter 1 

な 一 ^^ せ@ ，じ ^ 户1 

Caps Lock' A S D F G H t 

ま® ちとし はきく 

J K L + * |い J 

ま の り；れ：け j む 1 ewer 

谷甜《 玄っ乂 C V B N 

つ さそ ひこみ 

M < - > -IIP • - 1 t な 

も ，ね ^. る j |||/ め \ ろ |[ -Pgu こ Shift 

なけ — j S ■，•，さ 'A 化巧在* 1 

巧を諸た/な A 化 加,.卜 ■][ 1 '一 1 

_ _ _ 口 - マ 号 J J 心 PgDn, ； En 。 ， J 


b: C ： d: 

a : 機能キー 

文字を消す、入力位置を変えるな 
ど、特別な役割が割り当てられた 
キーです。機能キーの役割は、ソフ 
トウ エアに よって異なります。 

b: 制御キー 

文字キーや機能キーの働きを変化 
させます。単独では機能しません。 

C ： Fn^— 

し Fn 1 は 制御 キーの 1 つで、キー 
トップ （キーの 上面）に青色で印字 
されている機能キーと組み合わせ 
て使用します。 

rs P.43「 Fn キーと組み合わせて 
使うキー」 


白こ 

d: 文字キー 

英數字、記号の入力や日本語入カシ 
ステムを利用して、漢字やひらがな 
などの日本語を入力します。 

e : 数値キー 

文字 キーの 一部を数値 キーと して 
使用し、数字、演算子などを入力し 
ます 。 [Fn ) + fNumLk ] を押すと数値 
キーと 文字 キーが 切り替わります。 
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I Fn | 、レ可 | 1 の巧期状態 

キーボード左下側の2つの制御キーは、購入時、キー上部に印字されている文 
字 ( r ^ iiTKr ^ ) に設定されています。 

この2つのキーは、機能を入れ替えることができます。 
p.44 「入カキーの機能変更」 





































































































































































































































































































第 1 章コンピューターの基本操作 


►文字を入力ずるには 


文字キーを押すとキートップ（キーの上面）に巨口字されている文字が入力され 
ます。 

入カモードによって、入力される文字は異なります。 


直接入カモード 

キートップのアルフアベットをその 
まま入力します。 

日本語入カモード 

□ーマ字入力 

キートップのアルフアベットで口一 
マ字を入力し、 漢字やひらがなにを 
換します。 

かな入力 

キートップのひらがなをそのまま入 
力し、漢字やカタカナに変換します。 


入カモードの切り替え 

产 5 S 1 を押すと、直接入カモードと日本語入カモードを切り替えることができ 
ます。 

日本語入カモードのローマ字入力とかな入力の設定は日本語入カシステムで 
行います。 

►日本語を入力ずるには 


ひらがなや、漢字などの日本語の入力は、日本語入カシステムを使用します。 
本機には、日本語入カシステム 「 MS - IME 」 が標準で搭載されています。 


MS - IME の使し、ち 

MS - IME パネルの主要なボタンの名称と働きは次のとおりです。 
ボタンをクリックしてを設定を行ったり、ヘルプを参照したりします。 

l ;: a * 曲沁 S 柏が fciU 

a: b: c: 


a: 入カモード 

入カモード（ひらがな、カタカナ、英数字など）を選択します。 

b: ヘルプ 

MS - IME の詳細な説明を見ることができます。 

C： かな キー □ック 

日本語入カモードの切り替えを行います。 

ボタンが押されていない状態： ローマ字 入力 
ボタンが押されている状態：かな入力 


MS - IME な外の日本語入カシステムを使用する攝合は、そのシステムに添付さ 
れている マニュアルを ご覧ください。 
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キーボードを使ラ 


►数値やアルフアベツトの入力 


数値キー入カモード 

〔^ +应^を押すと、文字キーの一部が数値キーとして使用できます。さ 
らに品 n を押しながら数値キーを押すと、矢印キーなどとして使用できます。 


数値キーモード 


〔Shiffl を巧したとき 


細國國國 Q 固 

mil ® 

g 圏國圆脚]圆國 

li 7 8 9 * 

= . & 

-ほ 6 

ち = I 

Home f PgUp * I 

JILJ 山 LiJ W 三 

@ か 

Y I I ' 

ん j [ ^ j I に I I - j [ ~ j l @ 。 

G H 12 3 4 

* G 

I L: _き, 

(H * 

j < End 1 PgDn + 

I 巨 N 0 < ■ . 

aI [ _こ J I _み I [ _ J I ,_ね I [ _ J 

刚 け 

3 |N M < . > 。 

z\ み 1 を J L, ね 1 しる J し M !■、 

カタカナ 

e# ひらがな Alt C 

□ -7 さ 

w * 

1 力，力 t . 

Sm 1 机がに A/t Ctrl < 

1 n- マ； Ho 


アルファベット入カモード 

アルファべ ットの入力を大文字または小文字に固定することができます。固定 
する文字の切り替えは、次のキー操作で行います。 

「Shift 1 + 1 嫌 I 


大文字に固定した状態のまま小文字を入力するには、を押しながら义字 
を入力します。 

固定する文字を切り替える場合は、向品1を押したが態でもう一度を押 
します。 
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第 1 章コンピューターの基本操作 


► Fn キーと組み合わせて巧うキー 


キート ップに青色で目口字されている機能キーはと組み合わせて実行しま 
す。 


キーの 組み合わせ 

機能 

(Fn 1 + 1 F 1 1 ピ 

省電力が態に移行します。購入時の設定では、スタン 
バイに移行します。 

〇 | p .98 「省電力機能を使う」 

( Fn 川 F 2 1をが） 

無線 LAN 機能の ON / OFF を切り替えます。 
rS P .77 「無線 LAN 機能の ON / OFF が:も 

( Fn 川 F 3 ) 网 

Outlook Express (または Outlook ) を起動します。 

(Fn ]+( F 4 ) 回 

インフホメ ■ ーションメニュ ■ 一を起動します。 
rs P .23 「インフォメーションメニューを使う」 

(Fn )+( F 5 1 * 

LCD 画面を暗くします。 
rs P .54「 LCD ユニットの調整」 

(Fn 1 + ( F 6 1 〇 

LCD 画面を明るくします。 

P .54「 LCD ユニットの調整」 

(Fn )+( F 7 1 國 /X 

LCD 画面のバックライトの入/切を切り替えます。 
rw p .54 レくックライトの消な」 

(Fn 1 + ( F 8 ) 网 /□ 

外せけの表示装置に接続している場合に、画面ま示を 
切り替えます。 

ド ad P '58 「画面表示の種類」 

(Fn 1 + ( F 9 ) 曰 /X 

タッチパッドの ON / OFF を切り替えます。 
rw P .37 「タッチパッド機能を OFF にする J 

(Fn )+( F 10 I 啦/づ 

スピーカーのミュート（消を）の入/切を切り替えま 
す。 

rs P '63 「音量の調節 J 

(Fn ] +( F 11 1 ▼邸 

スピーカーのを量を小さくします。 
rs P .63 「音量の調節 J 

(Fn )+( F 12 I ▲⑩ 

スピーカーのを量を大きくします。 
rw p .63 「音量の調節 J 

(Fn )+[ Num 叫 

数値キー入カモードに切り替えます。 

で p .42 「數値キー入カモード」 

(Fn ) 十 [ScrLk ) 

ソフトウェアによって機能が異なります。詳しい 
内容は、ご巧用のソフトウェアのマニュアルをご 
覧ください。 
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キーボードを使ラ 


キーの組み合わせ 

機能 

(Fn 1 + (Home) 

行の最初に移動します。* 

(Fn ) + ( End ] 

巧の最後に移動します。* 

(Fn 1 + (PgUp] 

前のページに移動します。* 

(Fn 1 +(PgDn) 

次のページに移動します。* 


* ソフトウエアによっては、機能が異なる場合があります。 

►入カキーの機能を更 


入カキーの機能を入れ替えたり、変更したりすることができます。 

• キーボード左下にある区^とその隣のの機能を入れ替える。 

• キーボード右下にあるの機能をアプリケーションキーに変更する。 


Caps Lock 
まな 

A 

[ ち 

S 

D 

^ L L 

F 

J 1 13 

G 


H 


J 

a 


+ 

i tL 

:け J 

} J 
] む 

Enter j | 

■0 Shfft ' 

7 つ 

— つ 1 

X 

sj 

C 

そ J 

V 

ひ J 

已 

J 

N 

る 

M 

」 

< , 
し ね 

> 

. ' 

?. 

d レ だ 

J |\ ろ j 

干 ’ 

1 PgUp 

な 

し Shift J 

M 

引 

巧 


触 # 



カタカナ 
ひろがな 
口-マ宇1 

Aft 

Ctrl 

こ 

J- 

1 PgDn] 

—► 

End 


入カキーの機能を変更するには、 「BIOS Setup ユーティリティー」の rAdvancedJ 
メニュー画面にある次の設定を 「En 油 led」 （有劾）に変更してください。 

く Ctrl と Fn の機能入れ替え > 

["Exchange L-Ctrl & Fn key 」 

「Enabled 」 に設定すると、キー下部に印字されている文字に 
設定されます。 

くち 下にある Alt の機能変更 > 

["Exchange R-Alt & Win App key 」 


購入時は、どちらも 「Disabled」 に設定されています。 
FS p.108「BIOS S 別 up ューテイリテイーの 操作」 
p.l20「Advanced メニュー画面」 
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I HDD をほラ 

HDD (ハードディスク ドライブ）は、大容量の データを 高速に記録す る 記憶装 
置でず。 

本機には、シリアル ATA 150 MB / S 対応の HDD が搭載されています。 

• HDD のアクセスランプ点む中に、本機の電源を切ったり、再起動したりしな 
いでください。アクセスランプ点な中は、コンピューターが HDD に対して 
データの読み書きを行っています。この処理を中断すると、 HDD 内部のデー 
夕が破損するおそれがあります。 

• 本機を落とした0、ぶつけたりして衝撃を与えると HDD が故障するおそれが 
あ0ます。衝撃を与えないよラに注意してください。また、持ち運ぶときは 
電源を切った状態で専用バッグに入れるなどして、保護するよラにしてくだ 
さい。 

• HDD が故障した場合、 HDD のデータを修復することはで去ません。 

HDD 領域 


制限 


本機の HDD 領域は、 C ドライブのみです。 

►データのバックアップ 


HDD に記録されている重要なデータは、 USB 記憶装置などにバックアップして 
おくことをおすすめします。万一 HDD のが障などでデータが消失してしまった 
場合でも、バックアップを取ってあれば、被害を最小限にかえることができま 
す。 

バックアップ方法は、 ra P .170 「データのバックアップ」をご覧ください。 

► HDD を分割して使用ずる 


1台の HDD は、いくつかに分割してそれぞれ別々のドライブとして使用するこ 
とができます。 

く1台の HDD を分割する> 

例：1つの HDD 領域 （ C ドライブ）を2つの HDD 領域 （ C ドライブと D ドライブ) 
に分割することができます。 


C ドライブ 


消去禁止領域 



D ドライブ 

消去禁止領域 



C ドライブを分割する場合は Windows の再インストールが必要です。詳しくは、 
rap .174 「 c ドライブを分割.変更する」をご覧ください。 
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I USB 機器をほラ 


本機には USB 2.0 に対応した USB コネクターが右側面に2個、左側面に1個、合計 
3個搭載されています。 

USB コネクターには USB 対応の機器を接続します。3個のコネクターは同じ機能 
ですので、どのコネクターを使用しても構いません。 


fk 

制限 


• USB フラッシュメモリーや USB HDD などの US 日記憶装置を接続していた 
0 、 USB FDD に FD がセットされている状態で本機の電源を入れると、 
Windows が起動しないことがあります。 US 巨記憶装置は、 Windows 起動後 
に接続してください。 

• US 日記憶装置を接続した状態で Windows を起動したい場合は、「团日 S Setup 
ユーティリティー」で起動するデバイスの順番を変更してください。 

^ P.1 17 「起動旧 oot) デバイスの順番を変更する」 


► USB 機器の接続と取りかし 


USB 機器の接続-取り外しは、本機の電源が入っている状態で行うことができ 
ます。 


USB 機器の接続 


USB 機器の接続方法は次のとおりです。 

1 USB 機器の USB コネクターを、本機の USB コネクター(み）に接続しま 
ず。 
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第 1 章コンピューターの基本操作 


2 USB 機器によっては、通知領域に「取り外し」アイコンげ表示されます。 


1 

<取り外しアイコン> 


接続する USB 樵器によっては、専用のデバイスドライバーが必要です。詳しく 
は、 USB 機器に添付のマニュアルをご覧ください。 



接続した USB 機器の確認 

接続した USB 機器を確認するには、「取り外し」アイコンをダブルクリックし、 
「ハードウ卫アのを全な取り外し」画面で[プロパティ]をクリックします。 


USB 機器の取り外し 

USB 機器の取り外しは、コンピューターの状態を確認して、次のどちらかのホ 
をで行います。 

■そのまま取りかす 

「取り外し」アイコンが表示されていない場合や、本機の電源を切った場合 
はそのまま取り外せます。 

• USB 機器の終了処理をして取り外す 

「取り外し」アイコンが表示されている場合は、終了処理を行います。 

USB 機器の終了が巧の方法は次のとおりです。 


1 通知領域の「取りがし」アイコンをクリックします。 

2 表示され たメニューか 5 r (取りが したし、 USB 機器）一..•をま全に取り 
がしまず」を選択しまず。 


■•月.;協え刷減就 flag 湖*，守】 


そミをじ巧りかしま 


複数の機器が表示される場合は、別の機器を選択しないよう注意してくださ 
い。必要に応じて、[スタート]—「マイコンピュータ」でドライブを確認 
してください。 


3 「 A - ドウエアの取り外し」メッセージが表示された5、 USB 機器を本機か 

5取りがします。 
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I メモリーカードをほラ 


本機右側面にはメモリーカードスロットが装備されています。メモリーカード 
は、デジタルカメラなどで巧用するメディアで、コンピューターとのデータ交 
換に使われます。本機では、3種類のメモリーカードを{ま用することができま 
す。 



►本機で巧用でをるメモリーカード 


本機で使用できるメモリーカードは、メモリースティック （ P 民〇刘■応）、マルチ 
メディアカード （ phis 対応）、 SD メモリーカード （ SDHC 対応）の3種類です。イ 
ラストは、各メモリーカード表面のイメージです。 



MULTI 

MEDIA 

CARD 


くメモリースティック> くマルチメディアカード> 



<SD メモリーカード> 


fk 

制限 


• メモリースティック、 SD メモリーカードの著作権保護機能には対応していま 
せん。 

• メモリースティックおよびメモリースティック PRO の高速転送、セキユリ 
ティー機能には対応していません。 
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第 1 章コンピューターの基本操作 


メモリーカード使用時のを意 

メモリーカードは、次の注意事項を確認して正しくお f まいください。 

• メモリーカードにアクセス中は、本機の電源を切ったり、メモリーカードを 
抜いたりしないでください。カードのデータが破損するおそれがあります。 

■ メモリーカードの種類によっては、セットすると、本機からカードの1部が 
1.5迎1〜2.5迎1出た状態になります。 力ー ドの1部が出た状態で本機を持ち運 
ぶときは、メモリーカードを破損しないように注意してください。本機を 
バッグなどに入れる場合には、必ずメモリーカードを取り出してください。 

•記録されているデータによっては、読み込み時に専用のソフトウェアが必要 
になる場合があります。詳しくは、データを作成した周辺機器またはソフト 
ウェアに添付のマニュアルをご覧ください。 

■ メモリーカードは、データの書き込み中に電源の供給が停止すると不具合が 
発生する可能性があります。メモリーカードを巧用するときは、省電力が態 
に移行しないように設定してください。 

ra p . ioi 「時間経過で移行させない」 

•記録されているデータによっては、読み込み時に専用のソフトウェアが必要 
になる場合があります。詳しくは、データを作成した周辺機器またはソフト 
ウェアに添付のマニュアルをご覧ください。 

メモリーカードのフォーマット 

メモリーカードのフォーマットは必ず、メモリーカードを巧用するデジタルカ 
メラなどの周辺機器側で行ってください。本機でフォーマットを行うと、周辺 
機器でメモリーカードが認識されなくなる場合があります。 

フオ ー マッ トの方をは、周辺機器に添付の マニュアルを ご覧ください。 

►メモリーカードのセットと取りかし 


メモリーカードを{ま用する前に、 必ず!! 3 p .49 「メモリーカード f ま用時の注 
意」をお読みください。 

メモリーカードのセット 

メモリーカードのセットホをは、次のとおりです。 

1 メモリーカードス□ットにダミーカードがセツトされている場合は、取りが 
します。 
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メモリーカ—ドを使ラ 


(1) ダミーカードを「カチッ」と音がするまで押します。 



(2) かし出て去たダミーカードをまっすぐに引き抜きます。 

ダミーカードはメモリーカードを使用しないときに、 スロッ トにセット 
しておきます。 



2 メモリーカードの表面を上にしてメモリーカードス□ットに挿入します。 

奥までしっかりと押し込みます。 

メモリーカードの表面は、 [^ gp .48 「本機で使用できるメモリーカード」で 
確認してください。 



正しく七ットしても、 メモリーカー ドの種類によっては スロット から 1.5 cm 
〜 2.5 cm 出た ままになりまず。本機を持ち運ぶ際は、注意してください。本 
機をバッグなどに入れる場合には、必ず メモリーカー ドを取り出しダミー 
カー ドを セッ トしてください。 

3 認識されると、メモリーカードげ使用できまず。 
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第 1 章コンピューターの基本操作 


メモリーカードの取り外し 

メモリーカードの取り外し方法は、次のとおりです。 

1 メモリーカードの終了処理を巧うか、または本機の電源を切りまず。 

メモリーカードの終了処 a は、次の手順で行います。 

(1) [スタート]-「マイコンピュータ」一「リムーバブルディスク（またはメ 
モリーカード名)」アイコンをちクリックします。 

メモリーカードによっては、アイコンタがメモリーカードぶの場合があ 
ります。 USB フラッシュメモリーなどの USB 記憶装置の接続時は複数の 
アイコンが表示されるので、別の機器を選択しないようにを意してくだ 
さい。 

(2) 表示された一覧で「取り出し」をクリックします。 

「取り出し」をク y ックせずにメモリーカードを取り出すと、青い画面 
になったり、メモリーカードのデータが壊れたりすることがあります。 
必ず、「取り出し」をクリックしてください。 


リムー"ブル五巧巧があるデバイス 


A 


巧くり） 

ェウスプ□-ラが 
なまの… 


共ちと t キュリティが… 


フォーマツ K か.. 


巧り化しくぶ 


切り巧りの 
コピ—を） 
目が巧け化） 


ショートカットの化巧を） 
るおのまを ( M ) 


プ□バティあ） 


これで終了処理は完了です。 

メモリーカード名が表示されていた場合は、表示が「リムーバブルデイス 
ク」に変更されます。 

2 メモリーカードを取りがしまず。 

(1) メモリーカードを「カチッ」と音がするまで巧します。 

強く押すと、メモリーカードが飛び出すことがあるので注意してくださ 

い。 



51 












メモリーカ—ドを使ラ 


(2) かし出てきたメモリーカードをまっすぐに引き抜きます。 



取り出したメモリーカードは、専用のケースなどに入れて大切に保管してく 
ださい。メモリーカードをセットしない場合は、ダミーカードをセットして 
おきます。 
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I 画面表巧をする 


ここでは、本機 LCD ュニットの画面表示について説明しまず。 

本機は、 LCD ュニットのほかに外付けの表示装置を接続して画面を表示するこ 
とができます。 

P ^ p .57 「外付けディスプレーに表示する」 

► LCD ユニツトの仕様 


本機では次の LCD (液晶ディスプレー）を搭載しています。 

• 10.1 型 WSVGA 最大解像度 1024 X 600 


制限 


LCD の表示中に、次の現象が起きることがあります。これは、カラー LCD の特 
性で起去るちので故障ではありません。 

• LCD は、高精度な技術を駆使して] 80万政上の画素か6作6れていますが、 
画面の一部に常時点むまたは常時消むする画素が存在することがあ0ます。 

•色の境界線上に筋のよラなちのが現れることがあります。 

• Windows の背景の模様や色、壁紙などによってち6ついて見えることがあり 
ます。この現象は、背景の模様が市松模様や横搞模様といった特殊なパター 
ンで、背景の色が中間色の場合に発生しやす<なります。 



LCD のドット抜け基準値 


本機 LCD のドット"^抜け基準値は、8個が下です。これは、全ドットの0.00043〇/〇 
な下に相当します。 

* 「ドット」は副画素（サブピク七ル）を指します。 LCD では、1個の画素が3 
個の副画素で構成されています。本機の場合は、し843,200個の副画素があり 
ます。本書に記載しているドット抜け基準値は、 ISO 13406-2 に従って、副画 
素単位で計算しています。 
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画面表示をする 


► LCD ユニットの調舊 

画面の明るさの調整は次のキーで行います。 


キー 操作 

状態 

(Fn 1+1 F 5 1来 

暗くなります 

(Fn 1+( F 6 1 〇 

明るくなります 


バックライトの消な 

本機を使用していない間、バックライトを消灯することで消費電力をかえるこ 
とができます。バックライトの消灯は、次の操作で行います。 


キー 操作/ 

LCD ユニットの 操作 

状態 

(Fn 1+( F 7 1 國 /X 

本機が起動している状態で押すとバックライトが消げ 
します。もう一度押すとバックライトが点灯します。 

LCD ユニットを 閉じる 

バックライトが消灯します。* 


本機 

口 


では、 LCD ユニットを閉じたときの動作を変更できます。 
P.55 「 LCD ユニットを閉じたときの動作」 
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第 1 章コンピューターの基本操作 


LCD ユニッ トを閉じたときの動作 

LCD ユニットを閉じたときに、スタンバイや休止状態に移るなどの動作を設を 
できます。 

購入時は「何もしない」レくックライトの消灯のみ）に設定されています。 
設定は次のプロパティー画面から行います。 

[スタート]-「コント□-ルパネル」一「パフォーマンスとメンテナンス」 
-「電源オプション」一「詳細設定」タブ 



L 巳□ユ ニッ トを閉 
じたとさの動作を 
設定します。 


►表示できる解像度と表示を 


本機の LCD ユニットで表示可能な解像度は次のとおりです。 
表示色は中 （16 ビット）と最高 （32 ビット）が選択できます。 


解像度 

10.1型 WSVGA 

800 X 600 

〇 

1024 X 600* 

〇 


* ワイド表示 


rffh 解像度や表示色が高いと、動画再生ソフトで DVD VIDEO を再生するとさなど 
I ? に、正苗に表示でさないことがあります。そのよラな場合は、解像度または表示 
® jpT 色を下げてみてください。 
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画面表示をする 


解像度や表示色の変更方法 

解像度と表示色の'塞更ホをの手順は次のとおりです。 

1[スタート]—「コント□—ル/くネル」一「デスクトップの表示とテーマ」一 
r 画面解像度を変更ずる」をクリックしまず。 

と 「画面の解像度」、「画面の色」などの項目を設定したい内容に変更しまず。 



表示色を 
設定しまず。 


解像度を 
設定しまず。 


3 項目を変更した S 、 [適用]をクリックし、画面のメッセージに従って操作 
しまず。 
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I か付けデイスプレ^に表示ずる 


本機では、外付けディスプレー（アナログ）を接続して、画面を表示すること 
ができます。 


rffh セキュリティー□ックス□ットに盜難抑止ワイヤーを接続しているときは、 
( ^ VGA コネクターに外付けディスプレーなどのケーブルを接続することがでをま 
制限 せん。 


►デイスプレーの接続 


本機に外付けディスプレーを接続すると、自動的に認識され、表示可能になり 
ます。 

ディスプレーの 接続は、次の手順で行います。 

1本機と外付けディスプレーの電源を切りまず。 

2 が付けデイスプレーの接続ケーブルを本機左側面の VGA コネクター(旦） 
に接続しまず。 



3 夕1•付けデイスプレーと本機の電源を入れまず。 

rFr] + 〔百1(画/ □) を押すと、表示装置の切り替えができます。 



外付けディスプレーへの表示を終了する 

外付けディスプレーへの表示が終了したら、 Windows を終了後に必ず接続ケー 
ブルを取り外してください。外付けデイスプレーの電源が入っていなくても、 
ケーブルを接続しているだけで自動認識され、信号が出力されます。 


プ□ジ I クターの接続 

プ ロジェ クターの接続方法などは、プ ロジェ クターに添付のマニュアルをご覧 
ください。 
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外付けデイスプレーにまおする 


►画面表示の種類 

本機でネホ応している画面表示の種類は、次の4つです。 


• LCD 表示 

LCD 画面のみに表示します。 

•外付けディスプレー表示 

外付けデイスプレ ■ —のみに表示します。 


• クローン表71^ 

2 つの デイスプレーに同じ画面を表示します。プレゼンテーションを行う攝 
合などに便利です。 




<LCD 画面> 


<が付けデイ スプレー> 


•拡張デスクトップ表示 

それぞれのデイスプレーに対して、個別に解像度を設定することができま 
す。複数の画面をコンピューター上に表示する場合に便利です。 



58 
































第 1 章コンピューターの基本操作 


►画面表示を切り替えるには 


画面表示の切り替え方をには、次の2つがあります。 

■キーボードで切り替える 
■ユーティリティーで切り替える 

キーボードで切り替える 

。。 +(画/ □) を押すと、画面表示が切り替わります。 
キーボードで切り替えできる表示は、次の3つです。 

• LCD Only ( LC □表示） 

• CRT Only (列■付けディスプレー表示） 

• LCD + CRT (ク□-ン表示） 


J!^ 

制限 


■解像度の異なる2つのディスプレーを接続してク□-ン表示に切り替えると、 
解像度はほいちの解像度で表示されます。 

■拡張デスクトップ表示で表示している場合、キーボードでの表示切0替えは 
でさません。ユーティ U ティーで切り替えてください。 

■動画の再生中やゲームソフトの起動時には、キーボードでの表示切0替え 
がでをないことがあ0ます。 


ユーティリティーで切り替える 


ユーティリティーを操作すると、画面表示の切り替えや解像度の変更などを行 
うことができます。ユーティリティーで切り替えできる表示は、次の4つです。 

<シングルディスプレイ> 

■ ノートブック （ LC □表示） 

■ PC モニタ（か付けディスプレー表示） 


<マルチディスプレイ> 

• Intel ( R ) デュアル.ディスプレイ-ク□-ン（ク□-ン表示） 

• 拡張デスクトップけ広張デスクトップ表示） 

画面表示の切り替え方法は、次のとおりです。 

1 通知領域の 「 Intel(R) Graphics Media Accelerator Driver for Mobile 」 
アイコンをクリックし、「グラフィックプ □ パティ .. 」を選択します。 

喔 

く Intel ( R ) Graphics Media Accelerator Driver for Mobile アイコン > 
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外付けデイスプレーにまおする 


A 「 Intel ® Graphics Media Accelerator Driver for mobile 」 画面が表示さ 
れた S 、 画面表示の種類を選択しまず。 



「シングルディスプレイ」を選択した場合は、手順4へ進みます。 


3 手順2で「マルチディスプレイ」を選択した場 S ホ、巧の設定を行いまず。 
(1) 「プライマリデバイス」または「セカンダリデバイス」でディスプレーの設 
定をします。 

「プライマリデバイス」側のデイスプレーには、[スタート]メニューや 
タスタノく一が表示されます。 


( 1 ) 



<拡張デスクトップ選択時の画面> 


(2) 拡張デスクトップの場合は、必要に応じて2つの画面の表示位置を設定しま 
す。 

画面アイコン1または2をドラッグして位置を変更します。 
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第 1 章コンピューターの基本操作 


(3) デスクトップの設定をします。 

「ディスプレイ設定」をクリックし、「ノートブック」タブまたは 「 PC モ 
ニタ」タブで解像度などを設定します。 



く拡張デスクトップ選択時の画面> 

4 [0K] をクリックします。 

5 「プライマリデバイス」側のディスプレーに「デスクトップの変更を確認」 
画面が表示された5、 [0K] をクリックしまず。 

これで画面表示の切り替えは終了です。 



グラフィックオプションか6切り替える 

画面表示の切り替えは、次の場所からも行えます。 

通知領域の rintel ( R ) Graphics Media Accelerator Driver for Mobile 」 アイコ 
ンをクリックー「グラフィックオプション」一「出力先」 
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外付けディスプレーに表おする 


►か付けデイスプレーで表示でをる解像度と表示を 


外付けディスプレーで表示できる解像度と表示をは、次のとおりです。 

♦解像度ピクセル（横 X 縦） 

800 X 600 
1024 X 768 
1280 X 720 本 
1280 X 768 本 
1280 X 1024 
1360 X 768* 

1400 X 1050 
1440 X 900 本 
1600 XI 200 
1680 X 1050* 

1920 X 1080* 

1920 X 120 日* 

* ワイド表示 


•表示色 

中 （16 ビット）/最高 （32 ビット） 


制限 


• 記載している解像度は、本機に搭載されたビデオコント□ーラーの出力解像 
度です。表示モードや接続する外付けディスプレーの仕様によっては、表示 
できない場合があります。 

■ク□ーンモードの場合、実際に表示でをる最大解像度は、コンピューター側 
の最大解像度と外付けディスプレーの最大解像度のラち、どちらかほい方に 
なります。 

■解像度や表示色が高いと、動画再生ソフトで動画を再生するとをに、正常に 
表示でをないことがあ0ます。そのよラな場合は、解像度または表示色を調 
節してみてください。 
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I サウンド機能を巧ラ 


本機には、次のサウンド機能が搭載されています。 


A 

ま意 


ヘッドフォンやスピーカーは、音量を最ルに調節してか6接続し、接続をに再度 
調節してください。 

ボリュームの調節が大さくなっていると、思わめ大音量が聴覚障害の原因とな0 
ます。 


内蔵ステレオスピーカー 

本機は、内蔵ステレオスピーカーを搭載し、を源からの音声を出力することが 
できます。 



音量の調節 


スピーカーの 音量は次の キーを 押して調節できます。 


キー 操作 

状態 

【 Fn )+( F 10 ) 啦パ 

一度押すとミュート（消を）になり、もう一を 
押すとミュートが解除されます。 

(Fn )+[ F 11 1 ▼な 

音量が小さくなります。 

(Fn 1+( F 12 1 ▲啦 

音量が大きくなります。 
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サウンド機能を使ラ 


内蔵マイク 


本機には、マイク（モノラル）が内蔵されています。この内蔵マイクを巧って、 
音声を録音することができます。 

P .66 「音声の再生.録を」 


内蔵マイクち、 




へツドフォンやマイクの接続 

へッ ドフォンやマイクを接続すると内蔵スピーカーや内蔵マイクの機能は自 
動的に無効になります。 
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第 1 章コンピューターの基本操作 


マイクなどの接続 


本機た側面には、スピーカーやヘッドフォン、マイクなどを接続するためのコ 
ネクターが標準で搭載されています。をコネクターの位置と使いホは、次のと 
おりです。 



a : マイク 入カ コネクター タ 

マイクと接続して、音声を本機に乂 
力します。入力した音声は、本機の 
サウンド機能により録音、再生を行 
うことができます。 



使用できるマイク 

マイク入カコネクターに接続して使用できるマイクは、プラグインパワー対応 
のコンデンサーマイクです。 


b : ヘッドフォン出カコネクター 

へッドフォンやスピーカーと接続 
します（ステレオ）。音声を出力し 
ます。 
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サウンド機能を使ラ 


►音声の巧生 • 録音 


Windows 標準のサウンドユーティリティーを巧うと、音声の再生•録音をする 
ことができます。 


音声の再生 

音声の再生は 「Windows Media Player 」 を使用します 。 Windows Media Player は 
次の場所から起動します。 

[スタート]—「ずべてのプ□グラム」一 「Windows Media Player 」 

音声の録音 

音声の録音は「サウンドレコーダー」を使用します。サウンドレコーダーは次 
の場所から起動します。 

[スタート] 一「ずべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「エンターテイ 
メント」一「サウンドレコーダー」 


fk 

制限 


サウンドレコーダーでは、最長60秒しか録音することがでさません。 
長時間の録音を行ラには、別違ソフトウエアが必要です。 
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第 1 章コンピューターの基本操作 


►サウンドユーテイリテイーを巧う 


サウンドユーティリティーを巧用すると、を響効果などの設をができます。 
サウンドユーティリティーを起動するには、通知領域の「サウンドユーティリ 
テイ ー J アイコンをダブルクリックします。 


m 

くヴウンドユーティリティーアイコン> 

次の画面が表示されまず。 



設定項目を選択しまず。 


67 






























I ネットワーク（有線 LAN ) をほう 


本機には、100 Base - TX / lOBase - T に対•応したネットワーク機能（有線 LAN ) が搭 
載されています。ネットワーク機能を使用すると、ネットワークを構築したり、 
インターネットに接続したりすることができます。 

ネットワーク （有線 LAN ) を f ま用する場合は、本機右側面の LAN コネクターに 
巿販の LAN ケーブルを接続します。 



►ネットワークの構築 


ネットワークを構築するには、ほかのコンピューターと接続するために 、 LAN 
ケーブルやハブ（サーバー）などが必要でず。そのほかに、 Windows 上でネッ 
トワーク接続を行うためには、プロトコルの設定なども必要になります。 

ネットワークの構築方法は、お使いになるネットワーク機器に添付のマニュア 
ルなどをご覧ください。 

•ネットワークに接続している場合に、省電力状態に移行すると、省電力状態 
か S の復帰時にサーバーか5切断されてしまラことがあります。 

このよラな場合は次のいずれかの方法をとってください。 

-再起動する 

-省電力状態に移行しないよラに設定する 
な P .101 「時間経過で移行させない」 

• ネットワーク上のファイルなどを開いたまま省電力状態に移行すると、正常 
に通常の状態へ復帰でさない場合があります。 


fk 

制限 


►インターネツトへのお続 


インターネットへ接続する場合は、 p.86 「インターネットに接続するに 
は」をご覧ください。 
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第 1 章コンピューターの基本操作 


^Wakeup On LAN 


本機では 、 Wakeup On LAN 機能を使用することができます。 WakeupOnLAN と 
は、ネットワークからの信をにより本機を起動させる機能です。 


Jl^ 

制限 


電源切断状態か6の起動は、 Windows を正常に終了した状態でないと行えませ 
Aj 。 


Wakeup Dn LAN 機能を有効にずる 

購入時、本機の Wakeup On LAN 機能は無効に設定されています。 

Wakeup On LAN を行う場合は、次の2つの作業が必要です。 

• BIOS の設定変更 

■ネットワークドライバーの設定変更 

BIOS の設定変更 

「BIOS se 扣 P ユーティリティ ー J の次の項目を有効にしてください。 

rsootj メニユー画面- rWake-Up On LANJ : Enabled (ち効） 

購入時は、 「 DisabledJ に設定されています。 

FS p .108 「BIOS Setup ユーティリティーの 操作」 

\ r ^ W \ p . l 21「 Boot メニュー 画面」 

ネットワークドライバーの設定変更 

ネットワークドライバーの設をを変更するちをは、次のとおりです。 

1 [スタート]-「コント□-ルパネル」一「パフォーマンスとメンテナンス」 
-「システム」をクリックしまず。 

2 「システムのプ□パティ」画面げ表示された S 、「 A - ドウエア」タブをク 
リックし、[デバイスマネージャ]をクリックしまず。 

3 「デバイスマネージャ」画面が表示された S 、 「ネットワークアダプタ」をダ 
ブルクリックし、表示された一 覧か 6 「Atheros AR 8121/ AR 81 13/ 
AR 81 14 PCI-E Ethernet Controller 」 をダブルクリックしまず。 

4 「Atheros AR 8121/ AR 8113/ AR 81 14 PCI-E Ethernet Controlle ..」 
画面が表示された6、巧のとおり作業を続けまず。 

<電源切断状態か6起動させたい場合> 

(1) r 詳細設定」タブをクリックします。 

(2) 「プ□パティ」項目にある「シャットダウンウエークアップ」を選択し、「値」 
項目を「オン」に設定します。 
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ネットワーク（有線 LAN ) を使ラ 


(3) 「プロパティ」項目にある「ウェークアップ機能」を選択し、「値」項目が 
「マジックパケット」になっていることを確認します。 

(4) [0K] をクリックします。 

くスタンバイ、休止状態から起動させたい場合> 

(1) 「詳細設定」タブをクリックしI「ウェークアップ機能」を選択して、「値」項 
目が「マジックパケット」になっていることを確認します。 

(2) 「電源の管理」タブをクリックし、「このデバ'イスで、コンピュータのスタン 
バイ状態を解除できるようにする」にチェックを付けます。 

(3) [0K] をクリックします。 

これでネットワークドライバーの設定変更は完了です。 


► ■ J モー トブート 


リモートブートを使用すると、ネットワークを介して、あらかじめセットアッ 
プされたサーバー上から Windows をインストールすることができます。 
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►ネットワーク切替えツールを巧う 


会社や自宅など、複数のネットワーク環境（有線 LAN •無線 LAN ) で本機をご 
使用の場合、「ネットワーク切替えツール」を巧って、接続するネットワーク 
の設をを簡単に切り替えることができます。 

プ□ファイルの登録 

ネットワーク切替えツールでは、ネットワーク環境の設ををプロファイルとし 
て管理します。複数のネットワーク環境をプロファイルに登録して使用します。 
※複数の無線 LAN 環境設をを登録できますが、アクセスポイントの切り替えを 
行うことはできません。 

プロファイルを登録する手順は、次のとおりです。 

プロファイルの登録は、登録するネットワークに接続した状態で行ってくださ 

い。 

1 登録ずるネットワークに接続しまず。 

2 [スタート]-「すべてのプ□グラム」一 「EPSON DIRECTJ -「ネット 
ワーク切替えツール」をクリックしまず。 

3 「プ□ファイルび登録されていません。 .. .」と表示された5、 [0K] を 
クリックします。 

プロファイルがない場合にのみ表示されます。 

4 「ネットワーク切替えツール」画面び表示された5、 「0S 起動時に自動起動 
ずる（通知領域に格納)」にチェックを付けて、[追加]をクリックしまず。 



チェックを付け 
ると、次回起動時 
か!5通知領域に 
アイコンが常に 
表示されまず 
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ネットワーク（有線 LAN ) を使ラ 


プ□ファイルの切り替え 

必要なプロファイルを登録した後は、ネットワークの接続先に応じて、「ネッ 
トワーク切替えツール」でプロファイルを切り替えます。 

切り替えホをは、次の2つです。 

■アイコンか!5切り替える 

通知領域の「ネットワーク切替えツール」アイコンをクリックし、表示され 
たメニューから接続したネットワークのプロファイルをクリックします。 


くネット ワーク 切曾え ツール アイコン> 

• スター トメ ニューから 切り替える 

[スタート]-「すべてのプロダラム」一 「EPSONDI 民 ECT 」 一「ネットワー 
ク切替えツール」をクリックし、表示された画面で、接続したネットワーク 
のプロファイルをクリックして、[適用]をクリックします。 

プ □ファイルー 括変更 ツール 

ネットワーク切替えツールに登録したプロファイルの情報を一括で変更する 
ことができます。 

使用するときは、[スタート]-「すべてのプログラム」一 「EPSONDIRECTJ 
-「プロファイルー括を更ツール」をクリックします。 


fk 

制限 


通知領域に「ネットワーク切替えツール」アイコンが表示された状態では、プロ 
ファイルー括変更ツールを使用でさません。 

その場合は、表示されている「ネットワーク切替えツール」アイコンをちクリッ 
クし、「アプリケーションの終了」をクリックしてください。 
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I 無線 LAN 碰ぅ 


無線 LAN とは、電波を利用して通信を行うネットワークのことです。 
本機には無線 LAN アダプターが内蔵されています。 


対応規格 

本機に内蔵されている無線 LAN アダプターは、次の規格に巧応しています。 

• IEEE 802.1 Ib/g 

• IEEE 802.1 In ドラフト 2.0 準拠* 


* 「圧 EE 802.11 n ドラフト 2.0 準拠」は、ほかの圧邸802.1 In 対•応製品との接続性 
を保証するものではありません。 

IEEE 802.1 In 対•応の ワイヤレスブロー ドバンド ルーターであっても、 IEEE 802.1 In 
ドラフト 2.0 規格での接続ができない場合があります。 

►無線 LAN の概要 


無線 LAN の概要を図で表すと、次のようになります（図は一例です)。 
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無線 LAN を使ラ 


無線 LAN の用語一覧 

無線 LAN 機器のマニュアルにより、使用している用語が本書と異なる場合があ 
ります。下記の用語一覧を参考にしてください。 


本書での表記 

別名 

無線 LAN 

ワイヤレス LAN 

無線 LAN アクセス 

親機、ワイヤレス LAN ステーション、アクセスポイント、 

ポイント 

各社の製品ぶ称 

無線 LAN ァダプ 

子機、ワイヤレスステーション、無線 LAN 端末、無線 

ター 

LAN クライアント 

SSID 

ESS - ID 、 ESSID 、 ネットワークぶ、サービスセット識別子 

SSID 非通知 

SSID の隠蔽、 SSID を見せない設定、 SSID マスクビーコン、 
SSID ステルス、ステルス AP 、 ステルス機能、 ANY 接続 
拒否 

MAC アドレス 
フイルタリンダ 

MAC アドレスによる制限 


74 




第 1 章コンピューターの基本操作 


►無線 LAN 使用時のを意 

無線 LAN を{ま用する際は、次の注意事項をよくお読みください。 


A 

警告 


•無線 LAN 機能が搭載されている場合、航空機や病院など、電波の使用を禁止 
された区域に本機を持ち込むとさは、本機の電源を切るか電波を停止して< 
ださい。 

電波が電モ機器や医療用電気機器に影響を及ぼす場合があ0ます。 

また、自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してか 
5、本機の電源を切ってください。 

• 無線 LAN 機能が搭載されている場合、医療機関の屋内で本機を使用するとさ 
は、次のことを守ってください。 

-手術室■集中治療室り CU) ■冠状動脈疾患監視室 （CCU ) には、本機を 
持ち込まない。 

-病棟内では、本機の電源を切るか電波を停止する。 

-病棟政外の場所でち、付近に医療用電気機器がある場合は、本機の電源を 
切るか電波を停止する。 

-医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場所を定めている場合は、 
その医療機関の指示に従ラ。 

-自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してか!5、 
本機の電源を切る。 

•植込み型/じ臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器を装着している場合、 
無線 LAN 機能を使用するときは、装着部と本機の間を 22cm 政上離してくだ 
さい。 

電波が、植込み型/じ臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器の作動に影響 
を及ぼす場合があります。 

満員電車など、付近に/じ臓ペースメーカーを装着している人がいる可能性が 
ある場所では、本機の電源を切るか電波を停止してください。 

•無線 LAN 機能は、自動ドア、火災報知器などの自動制御機器の近<で使用し 
ないで < ださい。 

電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となるおそれがあります。 


制限 


•ネットワークに接続している場合に、省電力状態に移行すると、サーバーか 
5切断されてしまラことがあります。 

このよラな場合は次のいずれかのちまをとってください。 

-再起動する 

-省電力状態に移行しないよラに設定する 
な P.101 「時間経過で移行させない」 

• ネットワーク上のファイルなどを開いている状態で省電力状態に移行する 
と、通常の状態に復帰で去ない場合があります。 

•本機の無線 LAN 機能は、 Wake 叩日 n LAN とリモートブートには对応してい 
ません。 
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無線 LAN を使ラ 


電波に関するを意 


無線 LAN は、次の電波に関する注意事項を確認して正しくお使いください。 

• 本機の無線 LAN 機能は、電波をに基づく小電カデータ通信 システムの 無線局 
の無線設備として、技術基準適合証明を受けています。そのため、本機の無 
線 LAN 機能を使用するときに無線局の免許は必要ありません。なお、日本国 
内でのみ使用できます。 

•圧 EE 802.1 In ドラフト 2.0 は、電波法の規定により屋外では{吏用できません。 

•本機の無線 LAN 機能は、技術基準適合証明を受けていますので、次の事項を 
行うとを律で罰せられることがあります。 

-本機を分解/改造する 

-本機底面に貼ってある無線 LAN 注意ラ ベルを はがす 

• IEEE 802.11 b/g を使用して 2.4GHz 付近の電波を通信している無線装置などの 
近くで通信すると、双方の処 a 速度が落ちる場合があります。電子レンジ付 
近の磁場、静電気、電波障害が発生するところでは、使用しないでください 
(環境により電波が届かない場合があります)。 

• 本機の無線 LAN 機能の使用する無線チャンネルが出荷時設定な外の場合は、 
次の機器や無線局と電波干渉するおそれがあります。 

-産業-科学-医療用機器 

-工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の無線局 
1構内無線局（免許を要する無線局） 

2特を小電力無線局（免許を要しない無線局） 

万一、本機の無線 LAN 機能と他の無線局との間に電波干渉が発生した場合に 
は、速やかに本機の使用場所ををえるか、または運用を停止（電波の発信を 
停止）してください。 
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► 無線 LAN 機能の ON/OFF 方法 


無線 LAN 機能の ON / OFF 方をについて説明します。 


A 

茜化 
言口 


無線 LAN 機能が搭載されている場合、航空機や病院など、電波の使用を禁止さ 
れた区域に本機を持ち込むとさは、本機の電源を切るか電波を停止して<ださ 
い。 

電波が電子機器や医用電気機器に影響を及ぼす場合があ0ます。 

また、自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してか!5、 
本機の電源を切つてください。 


制限 


• 有線 LAN を使用する場合は、無線 LAN 機能を OFF にしてください。 

■バッテ U- のみで本機を使用している場合、無線 LAN 機能が ON になっている 
と、バッテ U- 駆動時間が短くなります。無線 LAN を使用しない場合は、無 
線 LAN 機能を OFF にしてください。 


無線 LAN 機能の ON / OFF 切り替えは、 fTT ] + [ F 2 ] ((呼》） で行います。 
キーを押すたびに、 ON と OFF が切り替わります。 

購入時、無線 LAN 機能は OFF になっています。 

無線 LAN ：| 犬態ランプ 

無線 LAN 機能の ON / OFF は、無線 LAN 状態ランプ（が）で確認できます。 


無線 LAN 機能 

無線 LAN 状態ランプ 

ON 

点灯 

OFF 

消灯 
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無線 LAN を使ラ 


►無線 LAN お続の設定をずる 


ここでは無線 LAN アクセスポイント（な降、アクセスポイント）と本機を無線 
でつなげるホ法（無線 LAN 接続ホを）について説明します。 
インターネットへの接続は、無線 LAN 接続完了後に、プロバイダーから提供さ 
れたマニュアルをご覧になり、設定を行つてください。 

無線 LAN 接続の設定の流れは、次のとおりです。 


無線 LAN 接続に必要な機器を用意ずる rg 日.78 


アクセスポイントにセキュリティー設定をする Pqp.7 日 


本機をアクセスポイントに接続ずる P 另 P.81 



無線 LAN び使用できるようになる 



アクセスポイントのマニュアルに従って接続する 

アク七スポイント によっては、 アクセスポイント に添付の マニュアルの 記載に 
従って設定すると、簡単に無線 LAN 接続をすることができます。 

まずは、アクセスポイントに添付のマニュアルをご覧ください。 


無線 LAN 接続に必要な機器を用意する 

無線 LAN 接続に必要な機器を用意します。 

• 無線 LAN アクセスポイント 

本機と無線で通信するための機器です。本機の対応規格に合ったものを購入 
してください。 

アク七スポイントにはルーター付きとル ■ —夕 ■ —無しがあります。接続するブ 
口ードバンドモデムにルーター機能がない場合は、ルーター付きを選択しま 
す。 

• プ□ー ドバンドモデム （ADSL 用や光ファイバー用の通信装置） 

インターネットに接続する場合に必要です。多くの場合、プロバイダーと契 
約すると貸みされます。 

• LAN ケーブル 

ブロー ドバンドモデムとアクセスポイント、アクセスポイントと本機を接続 
するのに巧用します。 















第 1 章コンピューターの基本操作 


アクセスポイントにセキュリティー設定をする 

無線 LAN は電波を使用して通信するため、第 S 者に侵入されたり、通信データ 
を盗み見されたりする可能性があります。また、他人のアクセスポイントに 
誤って本機を接続してしまう可能性もあります。これらのことを防ぐため、セ 
キュリティ ' 一設定を行います。 

七キュリティー設定はアクセスポイントのマニュアルを参照して行います。 

1 本機とアクセスポイントを LAN ケーブルでつなざまず。 

2 ずでにインターネットに接続している場合は、ブ□ー ドバンドモデムに接続 
されている電話線や光ケーブルを一旦抜いておきまず。 

次の手順でファイアウォールを無効にするため、セキュリティーが確保され 
なくなります。インターネット接続している場合は、必ず電話線や光ケーブ 
ルを抜いてください。 

3 本機のファイアウォールを一旦無効に設定しまず。 

ファイアウォールが有効になっていると、お線 LAN の設定が正常に行えない 
ことがあります。 

設定方•をは、 ド q P .94 「ファイアウォール J または七キュリティーソフト 
ウェアのマニュアルをご覧ください。 

4 アクセスポイントの電源を入れます。 

5 アクセスポイントのマニュアルを参照し、本機でアクセスポイントの設定画 
面を開きまず。 


無線 LAN アクセスポイント設定 メニニ 


ステー タス 


アドレス設定 I 


高度な設定 


MAC フィルタ ー I 


メンテナンス 


パスヮード 


設定ウイザード I 


X X X X 

X X X X X X X 

X X X X 

X X X X X X 

XXX 

XXX 

XXX 

XXX 


X X X X 

X X X X 

XXX 

X X X X 

XXX 

XXX 

XXX 

XXX 


<イメージ> 
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無線 LAN を使ラ 


6 アクセスポイントのマニュアルに従って、次のセキュリテイー設定を巧いま 
ず。 

これは最低限行っていただきたい七キュリテイー設をです。 

• SSID の変更 

誤って他人のアクセスポイントに本機を接続しないように、自分のアク 
セスポイントの SSID (名前）を自分だけがわかる名前に変更します。 
SSID は他人にも見えていますので、個人ぶや会社ぶなど、所有者が特定 
できるような名前は避けてください。 

• 暗号化 

アクセス ポイントと本機に同じ暗号化キーを設定すると、同じ暗号化 
キーを設定した機器同±のみが接続できるようになります。また、通信 
データが暗号化され、情報が傍受されにく くなります。 

暗号化にはいくっかの方式があります。 

一般家庭では次の方式を選択することをおすすめします。 

暗号化ち式： WPA-PSK (パーソナル） 

アクセスポイントに 「 WPA 」 の機能がない場合は、 「 WEP 」 を選択して 
ください。 

暗号化の種類 ： AES 

アクセスポイントに 「 AES 」 の機能がない場合は、 「 TKIP 」 を選択して 
ください。 


fk 

制限 


IEEE 802.1 In ドラフト 2.0 は WPA-PSK ( AES ) のみに対応しています。 



暗号化ち式のセキュリティーレベル 

暗号化方式の七キュリティーレベルは次の表を参考にしてください。 


レベル 

暗号化ち式 

高 

WPA 

AES 

T 

低 

TKIP 


WEP 
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7 設定内容を下記の表に記入します。 

設を内容は本機側の設定時に巧用します。 


項目 

設定内容 

SSID 

(ワイヤレスネットワークを） 


暗号化方式 

(セキュリティー設定） 


暗号化の種類 


暗号化キー 

(ワイヤレス七キュリテイ 
パスワード） 


キーインデックス 



本機をアクセスポイントに接続する 

アクセスポイント側に設をした暗を化キーを本機側にも入力し、本機をアクセ 
スポイントに接続しまず。 

この作業は初めて接続するときのほかに暗号化キーを変更したときや、 
Windows の再インストールをした場合にも行いまず。 

1 本機の無線 LAN 機能を ON にしまず。 

ra P.77 「無線 LAN 機能の ON / OFF が去」 

2 [スタート] - r 接続」一「ワイヤレスネットワーク接続」をクリックします。 

3 「ワイヤレスネットワーク接続」画面び表示された S 、 接続ずるアクセスポ 
イント（設定した SSID ) を還択し、[接続]をクリックしまず。 
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無線 LAN を使ラ 


4 「ワィヤレスセキュリティパスワード（暗号化キー)」と表示された5、アク 
セスポィントに設定した暗号化キーを入力し、 [0K] をクリックします。 

5 「ワィヤレスネットワーク接続」画面の接続ずるアクセスポィントに「接続」 
と表示された S、 画面ち上の 0 をクリックして画面を閉じまず。 

6 本機のファィアウォールを有効に戻しまず。 

rs P .94 「ファイアウォール」 または七 キュ リ ティー ソフ トウェアのマ 
ニュアル 

/ ブ□ー ドバンドモデムに接続されている電話線や光ケーブルを巧いていた 
場合は、元に戻します。 

8 本機とアクセスポィントをつないでいる LAN ケーブルをがしまず。 

これで接続作業は完了です。 

ワイヤレスプ□ファイル 

ここで 設をした無線 LAN は、 「ワイヤレス プロ ファイル」 として自動的に保存 
されます。 ワイヤレス プロ ファイルが 作成されていると、次回からは設をを行 
わずに簡単に無線 LAN に接続することができます。 

►強固なセキュリテイー設定をずる 


無線 LAN のセキュリティー機能には、ほかにも次のようなものがあります。 


• MAC アドレスフィルタリング 


• SSI □非通知 


セキュリティーをさらに強固にしたい場合は、必要に応じて設定を行ってくだ 
さい。 

アクセスポイントによっては上記の機能に巧応していないものもあります。詳 
しくはアクセスポイントの マニュアルを ご覧ください。 

MAC アドレスフィルタリング 

MAC アドレスとは、ネットワーク機器に割り当てられている固有の番号•のこと 
です。 MAC アドレスフィルタリングをすると、接続を許可した MAC アドレス 
を持つコンピューターな外はアクセスポイントに接続できないようになりま 
す。 

MAC アドレスフイルタリングのホをは、次のとおりです。 
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MAC アドレスの巧詔 

本機の MAC アドレスを確認します。 

1 [スタート]-「ずべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「コマンドプロ 
ンプト」を選択します。 

2 コマンドプ□ンプトが表示された5、「じ¥ • • •>」のあとに次のとおり 
入力し、 厂^ を巧しまず。 

ipconfigD/all (□はスぺースを意味します） 

3 本機の無線 LAN アダプターの MAC アドレス （Physical Address ) び表示 
されまず。 



MA 巳アドレス 


MAC アドレスの英数値を下記の表に記入しておきましよう。 

MAC アドレスフィルタリングの設定時に巧用します。 

MAG アドレス 

4 ぶ J をクリックして、コマンドプ□ンプトを閉じまず。 

MAC アドレスフィルタリングの設定 

アクセスポイントで MAC アドレスフィルタリングの設定をします。 

1 アクセスポイントのマニュアルに従って、 MAC アドレスフィルタリングの 
設定をしまず。 

Z P.81 「本機をアクセスポイントに接続ずる」で一度接続びできていれば、 
ずぐに無線 LAN 接続をずることびできまず。 
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無線 LAN を使ラ 


SSID 非通知 


SSID 非通かの設定を行うと、コンピューター側に SSID が表示されなくなりま 
す。化人にアクセスポイント ( SSID ) が見えなくなるため、無断接続を防ぐこ 
とができます。 

SSID 非通知の設を方法は、次のとおりです。 

1 アクセスポイントのマニュアルに従って、 SSID 非通知の設定をします。 

Z P.81 「本機をアクセスポイントに接続ずる」で一度接続げできていれば、 
ずぐに無線 LAN 接続をずることげできまず。 

まだ接続ができていない場合は、次の手順で接続してください。 

ワイヤレスネットワークを手動作成して接続する 

初めて本機をアクセスポイントに接続するときに SSID 非通知の設定がされて 
いると、本機にアクセスポイント ( SSID ) が表示されないため、 ド P.81 「本 
機をアクセスポイントに接続する」のち法では接続ができません。次の方法で 
設ををすべて手動で入力して、ワイヤレスネットワークを作成してください。 

1 本機の無線 LAN 機能を ON にしまず。 

Oip .77 「無線 LAN 機能の ON / OFF が去」 

2 [スタート]-「接続」一「ワイヤレスネットワーク接続」をクリックしまず。 

ゴ「ワイヤレスネットワーク接続」画面び表示された5、画面左側の r 詳細設 
定の変更」をクリックしまず。 

4 「ネットワーク接続のプ□パティ」画面が表示された5、「ワイヤレスネッ 
トワーク」タブをクリックしまず。 

5 「優先ネットワーク」項目で[追加]をクリックします。 
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6 「ワイヤレスネットワークのプ□パティ」画面の「アソシエーシヨン」タブ 
で、巧の設定を巧いまず。 



(1) 「ネットワーク名 （ SSI □りにアクセスポイントの SSI □を入力します。 

(2) ぶ、要に応じてワイヤレスネットワークキーの項目ち入力します。 

(3) 「これはコンピュータ相互 (ad hoc ) の ■ ■ ■」にチェックを付けます。 

(4) [0 K ] をクリックします。 

「ネットワーク接続」画面の「ワイヤレスネットワーク接続」が接続状 
態になったら設定は完了です。 

►複数の無線 LAN 摄境を登録ずる 


複数の無線 LAN 環境（職場やホットスポットなど）の設をを事前に登録してお 
きたいときは、手動入力でワイヤレスプロファイルを作成します。 

手動入力でワイヤレスプロファイルを作成するホをは、 ド a 13.84 「ワイヤレス 
ネットワークを手動作成して接続する」をご覧ください。 



複数のネットワーク環境の設定を切0替えたい場合 


会社や自宅など、複数のネットワーク環境（有線 LAN •無線 LAN ) で本機をご 
使用の場合、接続するネットワークの設をを簡単に切り替えることができま 
す。設定方•をは、 rap .7 i 「ネットワーク切替えツールを巧う」をご覧くださ 

レ、。 


85 










































I インターネットに擦院ずるには 


ホームページを見たり、電子メールをやり取りしたりするためには、インター 
ネットへの接続が必要です。ここではインターネットへの接続の概要や、イン 
ターネットを利用するためのソフトウエアなどについて説明します。 

接続ずるまでの流れ 

インターネット接続までの流れは次のとおりです。 


接続方法の選択 



プ□バイダーとの契約 



インターネットに接続 


►接続方法の選択とプロバイダーとの契約 


インターネットに接続するには、接続方法をみめ、その接続方をでサービスを 
提供しているプロバイダー（インターネットサービスプロバイダー、 ISP ) と契 
拘します。 

接続方法は、目的や巧いホに合わせて選択しましょう。また、同じ接続ホ法で 
も、通信速度や料金、サポート内容はプロバイダーによって異なります。詳し 
い内容はプロバイダーにお問 V 、合わせください。 


接続ち法の種類 

高速なインターネット接続をブロードバンドと言い、光ファイバー、 ADSL 、 
CATV などを利用した接続がそれにあたります。また、アナログ電話回線 、 ISDN 
などでのほ速な接続をナローバンドと言います。 


接続ちま 

接続環境 

インターネットでの通信速度イメージ 

光ファイバー 

ブロードバンド 


}^= 



ADSL 

1 

CATV 

1 

に DN 

PHS 

携帯 

アナログ 

ナローバンド 

コ 

つ 

] 

] 


遅い をい 
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インターネット接続の方をには、主に次のようなものがあります。 

■光ファイバー ( FTTH ) 

ほかのブロードバンド接続と比べても、数段に速く安をしているため、映像 
などの大量のデータ転送も無巧なくできます。また、インターネットと合わ 
せてテレビや電話も利用することができます。 

ただし、接続料金が高く、非対応の地域があります。 

• ADSL 

電話回線を利用します。インターネットをストレスなく使えます。通信速度 
は、プロバイダーのプランから使いホに合わせて選ぶことができます。 

利用電話局からの距離が遠くなるにつれ速度が遅くなってしまうので、事前 
に速さの確認をする必要があります。 

• CATV 

ケーブルテレビのケーブルを利用します。インターネットをストレスなく使 
えます。 

■そのほかの接続ち法（ナ□ーバンド） 

アナログ電話回線や ISDN 回線などを使った低速な接続ホをがあります。 



ダイヤルアップ接続 

ブロードバンドは 常時接続が一般的ですが、 ナローバンドでは、 必要時に電話 
回線を通じてインターネットに接続します。この作業をダイヤルアップ接続と 
言います。 


必要な機器 

インターネット據続に必要な機器は接続方法によって異なります。詳しくはを 
プロ バイ ダー にお問し、合わせください。 

►インターネットにち続ずる 


プロバイダーと 契約す ると、 メール アドレスやパスワ ー ドなど インターネット 
への 接続に必要な情報と、接続手順が記載された説明書が プロバイダーより 提 
供されます。説明書に従って接続作業を行ってください。 



再インス!-ール後のインターネット接続 

Windows を再インストールした攝合は、インターネットに接続するための設定 
作業が再度必要になります。プロバイダーからの説明書は失くさないように大 
切に保管してください。 
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インターネットに接続するには 


►インターネットを巧ラ上でのミち意 


インターネットを{ま用すると、簡単に情報を得ることができたり、手軽にメッ 
セージを送ったりすることができますが、その反面注意しなければならないこ 
とがあります。次の点に気を付けてインターネットを巧用してください。 

•電子メールは途中経路の障害などにより、届かない場合もあります。 
•電子メールは世界中の多くのコンピューターを経由して届けられるため、第 
S をに内容を見られる可能性があります。 

•インターネット上の情報は、必ずしも正しいとは限りません。正しい情報で 
あるかどうかを十分に見極めて、有効に活用する必要があります。 

•安易に個人情報をホームページに掲載したり、電子メールで送ったりする 
と、悪用されることがあります。また、化人の個人情報を断りなくホーム 
ページに掲載したり、電子メールで送ったりするとを律で罰せられます。 
•ホームページからダウンロー ドするデータによっては、本機が障害を被るこ 
とがあります。 

•コンピューターウイルスに感染すると、本機が障害を被る可能性がありま 
す。また、無許可のユーザーにインターネットを介して本機にアク七スされ 
る可能性もあります。 

ウイルスに感染する主な原因は次のとおりです。 

• ウイルスが添付されたメールを受信する 
• 悪質なプログラムが起動するホームページを閲覧する 
これらの危険から本機を守るホをについては、 P ^ p .91 「インターネット 
を巧用する際の七キュリティー巧策」をご覧ください。 

►イジターネットや電子メールを利用ずる 


本機では、次のソフトウェアを使用してインターネットや、電子メールを利用 
します。 

• ホームぺージの閲覧 ： Internet Explorer (インターネットエクスプ□—ラ） 

• 電子メールの利用： Outlook Express (アウトルックエクスプレス） 

各ソフトウェアの使用方法は、次をご覧ください。 

「インフオメーシヨンメニュー」一 「 PC お役立ち情報」 
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Outlook Express の初期設定 

Outlook Express をはじめて起動した際に「インターネット接続ウイザード」画 

面が表示された場合は、初期設定を行います。 

初巧設定では、メールアドレスなどの接続に必要な情報を入力します。これら 

の情報は、プロバイダーから提供された説明書をご覧ください。 

初期設を方法は次のとおりです。 

1 次のどち6かの方法で Outlook Express を起動しまず。 

• [スタート]_「すべてのプログラム」一 「〇山100 k Express 」 

• [ Fn 1 + [ F 3 ] ( 区!)を押す 

ム 「インターネット接続ウイザード」画面で「名前」と表示された S 、 名前を 
入力して[なへ]をクリックしまず。 

3 「インターネット電子メールアドレス」と表示された5、プ□バイダーか5 
取得したメールアドレスを入力して[巧へ]をクリックしまず。 

4 「電モメールサーバー名」と表示された5、プ□バイダーか5指定されてい 
る受信 メー ルサーバーと送信 メー ルサーバーを入力して[次へ]をクリック 
しまず。 

5 「インターネットメール□グオン」と表示された5、プ□バイダーか6指定 
されているメールアカウントとメールパスワードを入力して[次へ]をク 
リックしまず。 

〇 r 設定完了」と表示された S 、 [完了]をクリックしまず。 



巧期設定をあとから行ラ 

「 OutlookExpress 」 の次の攝所から設定を行うことができます。 

「ツール」メニューー「アカウント」一[追加]-「メール」 
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インターネットに接続するには 


Internet Explorer で情報パ’一が表示された！5 

購入時の Internet Explorer は、セキュリティー強化のために、意図しないプログ 
ラムや実行ファイルのダウンロー ドについて警告するよう設定されています。 
Internet Explorer 使用時、情報バーに警告が表示されたら、情報バーをクリック 
して表示された項目から、適切な対処をしてください。 



情報バー 


< イメージ > 


Internet Explorer の便利な追加機能 

本機には Internet Explorer の便利な機能として、次のソフトウエアが添付されて 
います。購入時にはインストールされていませんので、必要に応じてインス 
トールしてください。 


• JWord 

「 JWord 」 を使うと 、 Internet Explorer のアドレスバーを利用して、日本語で簡 
単にインターネットを検索できます。 

♦ 邑 00 スティック 

「 goo スティック」を使うと、検索機能や辞書機能をいつでも利用することが 
できます。 インストール すると 、 Internet Explorer の ツール ノく 一に 検索 サービ 
ス 「 goo 」 の検索ボックスが設定されます。 


• マカフイー SiteAdvisor Plus 30 曰版 

Internet Explorer のツ^ールノく^—に 、 「McAfee SiteAdvisor 」 ボタンが設定され、 
Web サイトの安全性評価を確認できます。マカフイー SiteAdvisor Plus 30日版 
の詳しい使い方は、ボタンから「ヘルプ」をご覧ください。 
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I インタ-ネットを使用ずる獻)セキ； I リティ-巧策 1 


本機には、インターネットに接続した障に起こりうるコンピューターウイルス感 
染や不正アクセスなどの危険に巧するセキュリティー機能が備えられています。 
ここでは、このセキュリティー機能について説明します。インターネットに接 
続する場合は、コンピューターの安全を守るため、必ずセキュリティー巧策を 
行ってください。 

^Windows Update 


「Windows Update 」 は、本機の Windows の状態を診断し、 Windows の更新プロダ 
ラムをインターネットからダウンロー ドしてインストールする機能です。 
Windows を最新の状態にするため 、 Windows Update を行ってください。 

はじめてインターネットに接続したときは 

はじめてインターネットに接続したときや、 Windows の再インストールをした 
場合は、手動で Windows Update を行ってください。 

手動で Windows Update を行う方*法は、次のとおりです。 

1[スタート]—「ずべてのプ□グラム」一 「Windows Update 」 をクリッ 
クしまず。 

ム Windows Update のホームぺージび表示された5、ホームぺージの記載に 
従って更新プ□グラムをダウン□-ド、インス I ルしまず。 

自動更新の設定 


本機は、自動的に Windows Update が行われるよう、自動更新の設定がされてい 
ます。そのままお使いください。 

自動更巧の設定がされていると、インターネットに接続時、更新プログラムが 
自動的にダウンロードされ、設定時刻に自動でインストールされます。 

設定時刻に本機が起動していない場合は、次回起動時に自動でインストールさ 
れます。 
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インターネットを使用する際のセキュ U テイー巧策 


自動更新は次の場巧で設定されています。 


[スター ト] - 「コン ト □-ル/ ネル」一 r セキユリテイセンター」一 r 自動更新」 



r 更新の準備びでさました。」と表示された5 

インターネットに接続時、更新プログラムが自動的にダウンロードされると、 
画面右下に「更新の準備ができました。」と表示されます。インストールの設 
定時刻になる前に更新プログラムをインストールしたい場合は、通知アイコン 
をクリックし、インストールをしてください。 


9 更新のホとびでさました。 

これらのを?化インスト-ルする(こは、, 


面 

こを饥ツルてください。 




r 自動更新」画面び表示された5 

インストールの設定時刻（または次回起動時）に更巧プログラムの自動インス 
トールが行われると、「自動更巧」画面が表示されます。作業中の場合はデー 
夕を保存してください。本機が再起動したら、インストールは完了です。 


自巧更新 


ュ知;するじは、 ] ンピパを再起めして做い。側み内 


] ンピュ-夕を今すぐ再起巧しま寸か？ 

I 今すぐ再おか 則 I 巧で再起勤 (U J 
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►セキユ IJ テイーソフトウェア 


コンピューターウイルスは、インターネット上やメールの添付ファイルなどか 
ら感染する悪意のあるプログラムです。 

コンピューターウイルスに感染すると、本機の動作が不を定になったり、保存 
してあるファイルが破壊されるなどの被害が発生します。 

ウイルス感染を防ぐために、必ずウイルス対策を行ってください。 

Norton Internet Security 90日版を使う 

本機には、ファイアウォールやウイルス巧策機能、フィッシング詐欺検出機能 
を備えた 「Norton Internet Security 90日版」が添付されています。購入時に Norton 
Internet Security 90日版はインスト ' —ルされていませんので、必要に応じてイン 
ストールを行ってください。詳しくは、デスクトップに添付の『セキュリティ 
ソフトウェアをご巧用の前に』 （ PDF ) をご覧ください。 



更新 サービスの 有効期限 

本機に添付の 「Norton Internet Security 90日版」は、製品版ではありません。更 
巧サービスの有効期限は、インストール後90日間です。90日経過後は、更巧 
サービスの延長キー（有償）を購入すると、1年間使用可能です。更新サービ 
スの詳細は、『セキュリティソフトウェアをご f ま用の前に』 （ PDF ) をご覧くだ 
さい。 

市販のセキュリティーソフトウェアを使う 

ホ販のセキュリティーソフトウェアを巧用する場合は、ソフトウェア同±の競 
合を防ぐため 、 Norton Internet Security 90日版はインスト ' —ルしないでくださ 

い。 

インストールしていた場合は、アンインストール（削除）してください。アン 
インストールホ法は、『セキュリティソフトウェアをご使用の前に』 （ PDF ) を 
ご覧ください。 
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インターネットを使用する際のセキュ U テイー対策 


►フ アイアウ オール 


インターネットに接続していると、不正なアクセスにより、本機のデータやプロ 
グラムを勝手に見られたり、改ざんされたり、破壊されたりする可能性がありま 
す。「ファイアウォール」は、これらの不正アクセスを検出し、遮断する機能です。 
不正アクセスを遮断するため、必ずファイアウォール機能を巧用してください。 

Norton Internet Security 90日版のファイアウォール機能 

本機に添付の 「Norton Internet Security 90日版」には、ファイアウォール機能が備 
えられています 。 「Norton Internet Security 90日版」のインストールを行うと、自 
動的にファイアウォール機能が有効になりますので、そのままお使いください。 

Windows ファイアウォールの設定 

本機には、 Windows のファイアウォール機能が備えられています。 

本機の状態によって、 Windows ファイアウォールを次のように設定してください。 

<ファイアウォール機能を持つソフトウェアを使用している場合> 

ファイアウォール同±の競合を防ぐため、 Windows ファイアウォールを「無効」 
に設定してください。ソフトウェアによっては、 Windows ファイアウォールが 
自動で「無効」に設定される場合があります。 

<ファイアウォール機能を持つソフトウェアを使用しない場合> 

Windows ファイアウォールを「有効」に設定してください。 

Windows ファイアウォールの有効/無効の設定は、次の場所から行います。 

[スタート]—「コント□—ルバネル」一「セキュリティセンター」一 
「 Windows ファイアウオール」 



フアイ アウ ォール - 
ソフトを使用しない 
場合に還択 


フアイ アウ ォール 
ソフ トを使用ずる 
場合に選択 


























第 1 章コンピューターの基本操作 


► Web フイルタリングソフトウエア 


Web フィルタリングとは、インターネット上の有害なサイトを見せないように 
するための技術です。 Web フィルタリングは万全ではありません。ただし、有 
害サイトへのアクセスを自動的に制限することができます。 

i - フィルター30曰版を使う 

本機には、 「 Web フィルタリング」機能を持つ 「 i ー フィルター30日版」が添付 
されています。家庭内でお子様がコンピューターを巧用する際に、有害なサイ 
卜へのアクセスを制限したいときなどは、 i _ フィルター30日版を巧用するこ 
とをおすすめします。 

i - フィルター 30曰版のインス!ル 

購入時、本機にはトフィルター30日版はインストールされていません。 
インストール方法は、 I こ 3 p .137 「 i - フイルター30日版のインストール」をご 
覧ください。 

ホ版の Web フィルタリングソフトウエアをイ吏用する場合は、ソフトウエア同± 
の競合を防ぐため、 i ーフィルター30日版はインストールしないでください。 

i - フィルター 30曰版の使用方法 

i _ フィルター30日版をインストールすると、フィルター設をが有効になり、有 
害サイトにアク七スしようとすると、自動的にブロックされます。 

初巧設定では、フィルター強をは中学生向けです。フィルター強度は、使用者 
別に設定できます。必要に応じて、「フィルタリング設定」画面で設定をを更 
してください。 

「フィルタリング設定」画面の表示ホをは、次のとおりです。 

1 デスクトップ上の n - フイルター」アイコンをダブルクリックしまず。 


困 I 

i - フィ 
5.0 

く i - フィルターアイコン> 

「i ーフィルター…」画面が表示された場合は、ユーザー登録が完了していま 
せん。 

ユーザー 登録完了後に、設定を行ってください。 
r ^ p .137 「 i _ フイルター30 日版の ユーザー 登録」 
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インターネットを使用する際のセキュ U テイー巧策 


2 「管理パスワードの入力」画面げ表示された5、管理パスワードを入力して 
[0K] をクリックしまず。 

3 n -フィルター」の「トップぺージ」が表示された5、「フィルタリング設 
定」をクリックします。 

「フィルタリング設定」画面が表示されます。 

i _ フィルター30日版の詳しい使用方法は、ヘルプをご覧ください。 



•ヘルプ 


- 

ファイアゥォール機能による警告画面が表示された場合は 

セキュリティーソフトウエアのファイアウォール機能を有劾にしている場合、 
インターネット閲覧時に 「 i _ フイルター30日版」でのインターネットアクセ 
スに関する警告が表示されることがあります。 

この場合は 、 「i ー フイ ルター30日版」の使用を許可してください。 


i ーフィルター30曰版の利用期限 

i ーフィルター30日版の利用期限は、七ットアップ後30日間でず。利用期限が 
過ぎると、フィルター機能が停止します。 

く継続して利用する場合> 

継続利用（有償）の手続きをホンラインで行ってください。 
r ^ P .97 「 i _ フイルター 30 日 版の サポート」 


(fHL 本機に添付の i - フィルタ ー30 日版は、。 ー フィルター更新パック」で継続利 

じぉぶ解続きを行うことはできません。 
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第 1 章コンピューターの基本操作 


<継続して利用しない場合> 

i _ フイルター 30日版の アン イ ンス トールを行ってください。 

i _ フイルター 30日版の アンインストール ホをは、デジタル アーツ 社の ホーム 

ページの「よくある質問 J をご覧ください。 

rSp .97 「 i _ フイルター30日版のサポート」 

i — フイルター 30曰版のヴポート 

i _ フイルター 30日版のサ ポー トは、デジタル アーツ 社で行います。 

よくあるご質問と回答. サポー トを 口. 継続利用手続き. サービスページな ど 
については、 デジタル アーツ 社の次の ホームページを ご覧ください。 

なお、このサポート情報は、予告なく変更される場合があります。 

http :// www . daj . jp / cs / support.htm 
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I 省電力機能をほラ 


省電力機能を利用すると、本機を使用していない間、省電力状態に移行して消 
費電力を抑えることができます。特にバッテリーだけで使用する場合は、省電 
力機能を使うことで本機の使用可能時間を延ばすことができます。 

►省電力機能使用時のを意 


省電力機能を使用する際には、次のような注意事項があります。使用する前に 
確認して正しくお化し、ください。 

•省電力が態に移行する場合は、万一正常に復帰しない場合に備え、使用中の 
データ（作成中の文書やデータなど）は保存しておいてください。 

•次のような場合は、省電力状態に移行しないことがあります。 

• 周辺機器を接続している 
• ソフトウェアを起動している 

■次のような場合に省電力状態に移行すると、不具合が発生する可能性があり 
ます。省電力状態に移行しないように設をしてください。 
rs p . ioi 「時間経過で移行させない」 

-サウンド機能で録音、再生時：録音や再生が途中で切断される可能性 
• メモリーカードや外部接続記憶装置 （USB FDD や外付け光ディスクドラ 
イブなど）へのデータ書き込み 時： データ破壌の可能性 
. ネットワーク機能などを 巧っての 通信時：通信が切断される可能性 
. 動画再生時：コマ落ちしたり ソフ トウ ェアの 動作が遅くなるなどの現象 
が発生する可能性 

• 次のような場合は、省電力状態から正常に復帰できないことがあります。 

-省電力状態で、周巧機器などの抜き差しを行った場合 
. ネットワー ク 上の ファイル などを開いたまま、省電力が態に移行した場合 
■ネットワークに接続している場合に、省電力が態に移行すると、省電力状態 
からの復帰時にサーバーから切断されてしまうことがあります。 
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第 1 章コンピューターの基本操作 


►省電力が態の種類 


省電力状態には、主に次のようなものがあります。 

• HDD / ディスフレーの電源を切る 

HDD や ディスプレーの 電源を切ります。省電力の効果は、 スタンバイ より低 
いですが、通常のが態にすぐに復帰できます。 

■スタンバイ 

作業内容をメモリーに保持した状態で本機の動作を中断します。ディスプ 
レーの電源が切れ、電源ランプと電源スイッチが点滅します。通常の状態へ 
は、十数秒で復帰できます（使用環境により復帰時間は異なります)。 

• 休止状態 

作業内容を HDD に保存して電源を切ります。本機の電源を切った状態と同様 
に電力を消費しません。通常の状態への復帰には多少時間がかかります。 
休止状態を有効にするためには設定が必要です。 
ra p . ioo 「休止状態を有効にする」 


電源ランプの表示 


省電力状態は、電源ランプの点げ-点滅により確認できます。 


動作状態 

電源ランプの表示 

通常のが態 

点灯 

HDD / デ ィスプレーの 電源切断時 

点灯 

スタンバイ 

点滅 

休止状態 

消な 

電源切断時 

消な 
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省電力機能を使ラ 


休止げ態を有効にずる 

「休止状態」を有勁にずると、本機の電源を切った状態と同様に、電力の消費 
を抑えることができます。 

休止状態の設定は次の場所から行います。 

[スタート] 一「コント□ールパネル」一 r 八 n フオーマンスとメンテナンス」 
-「電源オプション」一 r 休止状態」タブ 



r 休止が態を有効に 
ずる」にチェック 


くイメージ> 

►省電力が態に巧巧ずる 


省電力状態に移行するには、次の方法があります。 

• 時間経過で移行する 

設定した時間を超えて本機を使用しないと省電力状態に移行しまず。 

•直ちに移行する 

席を外すときなどに、手動で省電力状態に移行します。 

♦バッテリー残量低下時に移行する 
バッテリー残量が少なくなると、省電力状態に移行しまず。 

省電力に関するを種設定は、次の画面のをタブで行います。 

[スタート] 一「コント□ールパネル」一りくフオーマンスとメンテナンス」 
-「電源オプション」 
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第 1 章コンピューターの基本操作 


時間経過で移行ずる 

省電力状態に移行する時間の設定は、「電源設定」タブで行います。 



設定した時間を超えて何 
ち操作しないと、各状態 
に移行します。 


時間経過で移行させない 

メモリーカー ドや外部接続記憶装置 （USB FDD や外付け光ディスクドライブな 
ど）へデータの書き込みを行う場合などは、時間経過による省電力状態への移 
行を無効に設定します。 

時間経過による省電力が態への移行を無劾にするには、すべての項目の時間設 
定を「なし」に設定します。 
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省電力機能を使ラ 


直ちに移行ずる 


次のホをでスタンバイまたは休止状態に移行します。 

■[スタート]-「終了オプション」か6選択、実行する 

休止状態を有効にしている場合は、医^を押しながら実行すると、「スタン 
バイ」ではなく「休止状態 J を選択できます。 
rsi P .1 QQ 「休止状態を有効にする」 


• rpTi+rpn (ピ）を巧す：巧期値は「スタンバイ」 

キーを押したときに休止が態に移行するように設定をを更することもでき 
ます。 

尸 3 P.102 「ほかのホをで直ちに移行する」 

ほかの方法で直ちに移行ずる 

次のホをで、スタンバイや休止状態に直ちに移行することもできます。移行す 
るには、設定が必要です。 

• LCD ユニットを閉じる：初期値は「何ちしない」（バックライト消なのみ） 

• 電源スイッチを巧す：初期値は「シャットダウン」 

し Fn 1十（ F 1 j (ピ)を押したときの動作を変更することもできます。 


設をは、「詳細設を」タブで行います。 



[LCD ユニッ トを閉じ 
る」での動作を設定しま 
す。 


r 電源スイッチを巧ず」 
での動作を設定しまず。 


n Fn 1 + | fQ (ピ） 
を巧ず」での動作を設定 
しまず。 


バッテリー残量ほ下時に移行する 

本機は、バッテリー残量が低下したときに省電力状態に移行するように設定す 
ることもできます。 

ド习 ip .3 i 「バッテリーアラームの設を」 


102 














































第 1 章コンピューターの基本操作 


►省電力が態から 復帰ずる _ 

省電力状態から復帰して通常のが態に戻る方法は、次のとおりです。 


省電力状態 

電源ランプの表示 

復帰ちま 

HDD / デ イスプレーの 電源 
が切れている状態 

点灯 

タッチパッド、キーボードを操 
作する。 

スタンバイ 

お滅 

-電源スイッチを押す。 

. キーボードを操作する。 

休止状態 

消灯 

電源スイッチを押す。 
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I そのほかの機能 


ここでは、そのほかの機能について説明します。 

►セキユ U テイー□ツクス□ツト 


本機左側面には、「セキュリティーロックスロット」が装備されていまず。こ 
こには、盗難抑止ワイヤー（セキュリティーロック）を取り付けます。 



盗難抑止ワイヤーを接続しているときは、 VGA コネクターに外付けディスプレー 
じぉぶがのケ-ブルを接続することができません n 


当社では、オプションで盗難抑止ワイヤーを取りをっています。詳しくは当を 
のホームページを ご覧ください。 

ホームページのアドレスは、 次のとおりです。 

http://shop.epson.ip/ 


104 

































本機の スロッ トやコネクターには、次のような周辺機器を取り付けることがで 
きまず。をコネクターへの接続方法は、本書または接続する周辺機器に添付の 
マニュアルをご覧ください。 



C : d : 


a : VGA コネクター 

-外付けデイ スプレー 
(アナログ接続） 

-プロジェクター 
b : US 巨 コネクター 
-プリンター 
• スキャナー 
-デジタルカメラ 
-外付け光ディスクドライブ 
- USB FDD 
- USB マウス 

- USB 対応機器 


C ： マイク入カコネクター 

• マイク 

かヘッドフオン出カコネクター 

.スピーカー 
•ヘッドフォン 

巨：メモリーカードス□ット 

•メモリースティック 
-マルチメディアカード 
- SD メモリーカード 

f : LAN コネクター 

• ネットワーク 


そのほかの接続可能な周辺機器 

本機では、ケーブルを介さずに次の機器が接続できます。 
-無線 LAN 対応機器 


か付け可能な周辺機器 
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第 2 章 
BIOS の設定 

本機の基本状態を管理しているプ□グラム 「 BIOS 」 の設定を変更する 


方法について説明します。 

r 巨 los の設定を始める前に」 ... 107 

r 团日 S Setup ユーティリティーの操作」 . 108 

「BIOS Setup ユーティリティーの設定項目」 . 119 










I BIOS の設定を始める前に 


(iTfL 当社製 L ソかの BIOS を使用すると、 Windows が正苗に動作しなくなる場合があ 

A Zl ります。 当ネ十剪じ-(かの团 OS へのアップデートは絶対に行わないでください。 
制限 

BIOS は、コンピューターの基本状態を管巧しているプログラムです。このプロ 
グラムは、マザーボード上に ROM として搭載されています。 

BIOS の設をは、 「BIOS Se 扣 P ューティリティー」 でを更できますが、購入時の 
システム 構成にあわせて最適に設定されているため、通常は変更する必要はあ 
りません。 BIOS の設定をを更するのは、次のような場合です。 

• 本書や周辺機器のマニュアルで指示があった場合 
■パスワードを設定する場合 

BIOS の設を値を間違えると、システムが正常に動作しなくなる場合がありま 
す。設定値をよく確認してから変更を行ってください。 

BIOS Setup ューティリティーで変更した内容は、 CMOS RAM と呼ばれる特別な 
メモリー領巧に保存されます。このメモリーはリチウム電池によってバック 
アップされているため、本機の電源を切ったり、再起動しても消ちされること 
はありません。 



リチウム電池の寿命 


BIOS Se 扣 P ユーティリティーの内容は、リチウム電池で保持しています。リチ 
ウム電池は消耗品です。コンピューターの巧用状況によって異なりますが 、 AC 
アダプターやバッテリーからの電源供給がまったくない場合、寿命は約5年で 
す。日付や時間が異常になったり、設定した値が変わってしまうことが頻発す 
るような場合には、リチウム電化の寿命が考えられます。 

そのような場合は、カスタマーサービスセンターまでご連絡ください。 


動作が不安定になった！5 

設定値を変更して本機の動作が不を定になった場合は、次の方法で設定値を戻 
すことができます。 

• 購入時の設定と変更後の設定をあ!5かじめ記録しておさ、手動で戻す 

万一に備え、設定値を記録しておくことをおすすめします。 

ド^ a 124 「BIOS Setup ユーティリティーの 設定 値」 

• 初期値や前回保存した設定値に戻す 

rsi p .113 「設定値を元に戻す」 
















BIOS Setup ユーテイリテイーの操作 


ここでは 、 「BIOS Setup ユーティリティー」の次の操作方法について説明します。 

•基本操作（起動、操作、終了） 

• 設定値を元に戻す 
•パスワードを設定する 
• HDD アクセス制限 

•起動 （ Boot) デバイスの順番を変更する 


^BIOS Setup ユーテイリテイーの起動 


本機の電源を入れる前に、キーボードの 广口1 の位置を確認してください。手 
順2では、すばやく ( F 2 I を押す必要があります。 

1 本機の電源を入れます。 

すでに Windows が起動している場合は再起動します。 

艺 本機の起動直を、黒い画面の中央に 「 EPSON 」 と表示された5、ずぐに 
キーボードのを巧しまず。 

Windows が起動してしまった場合は、再起動して手順2をもう一度実行して 
ください。 

3 「BIOS Setup ユーティリティー」 び起動して 「 Main 」 メニュー 画面び表示 
されまず。 


BIOS SETUP UTILITY 


Use [ENTER], [TAB] 

or [SHIFT-TAB] to 

select a field. 

Use [+] 

or [-] to 

configure system Time. 


Select Screen 

り 

Select Item 

+- 

Change Field 

Tab 

Select Field 

FI 

General Help 

F9 

Load Defaults 

F10 

Save and Exit 

ESC 

Exit 


System Overview 


AMIBIOS 

Version : #800A0-XXXXX-XXX 

Processor 

Type : Genuine Intel (R) CPU XXXXX q 1.66GHz 

Speed こ 1667MHz 


System Memory 
Size : XXXXMB 


System Date 


[:26:40] 

[Wed 07/05/2008] 


V02.59 に ) Copyright 1985-2005,. 


< 日の S Setup ユーテイ U テイー(イメージ） > 
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第 2 章 BIOS の設定 


仕様が前回と異なるとさ 

本機の状態が、前回使用していたときと異なる場合には、本機の電源を入れた 
ときに次のメッセージが表示されます。 


Press F 1 to Run SETUP 

Press F 2 to load default values and continue 


このメッ七ージが表示されたらしご〕を押して BIOS Setup ユーティリティーを 
起動します。通常はそのまま r Save Changes and ExitJ を実行して BIOS Setup 


ユーティリティーを終了します。 

rW p .112 「BIOS Se 吨ユーティリティーの終了」 


►BIOS Set 叩ユーテイリテイーの操作 


画面の構成 


「BIOS Setup ユーティリティー」の操作は、キーボードで行います。 


BIOS 七ットアップユーティリティーを起動すると、 
この画面で設定値を変更することができます。 


次の画面が表示されます。 


処理 メニュ - 


設定項目 ■ 
設定値 一 


— Advanced ■ 


BIOS SETUP UTILITY 


Advanced Settings 


WARNING : Setting wrong values in below sections 
may cause system to malfunction. 


Internal Pointing Device 
Exchange Fn & Ctrl Key 
Exchange R-Alt & Win APP Key 


[Enabled] 

[Disabled] 

[Disabled] 


Configure the IDE 
device (s). 


Select Sere 白 n 

H 

Select Item 

+• 

Change Field 

Tab 

Select Field 

F1 

General Help 

F9 

Load Defaults 

F10 

Save and Exit 

ESC 

Exit 


(C)Copyright 1985-2005, American 


<メ ニュー 画面（イメージ） > 


ここで説明に使用している画面はイメージです。実際の設定項目とは異なりま 
す。実際のをメニュー画面と設定項目の説明は ira P.119 「 BlOSSetup ユー 
ティリティーの設定項目」をご覧ください。 
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BIOS Se 山 p ユーテイ U テイーの操作 


操作方法 


BIOS Se 山 P ユーテイリテイーの操作方■をは、次のとおりです。 

1 処理メニユーで設定を変更したし傾目のあるメニユー画面に移動し、設定項 
目を選択します。 

f —— ► J し ◄ — J でメニュー間を移動します。 
m nn で設定値を変更したい項目まで移動します。 


処理メニュ - 


設定項目を選択 


Boot Device Priority 


► Boot Device Priority 

Wake-Up On LAN 


BIOS SETUP UTILITY 


Enabled to load PXE 
Boot ROM of LAN 


F10 
I ESC 


Select Screen 
Select Item 
General Help 
し 03d Defaults 
Save and Exit 
Exit 


V02.59 に) Copyright 1985-2005, American Magatrends. I 


< メニュー画面（イメージ） > 


< ►のある項目の場合 > 

►のある項目の場合、 に を押すとサブメニュー画面が表示されます。 
m m で設を値を'変更したい項目まで移動します。 



V02.59 (C)Copyright 1985-2005. 


<サブメニュー画面（イメージ）> 

サブメニュー画面から戻るにはを押します。 
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第 2 章 BIOS の設定 


2 設定値を変更しまず。 

を押して選択ウィンドウを表示し 、 nn m で値を選択し rrn で' 
み定します。 


選巧ウィンドウ 


田 OS SETUP UTILITY 



V02.59 (C)Copyright 1985-2005, American Magatrends, 


くイメージ > 


キー操作一覧 


BIOS の画面を操作するときは、次のキーを使用します。 


キ - 


m 山 



r Fn j+r - j 心) 
「トロ j+r + J 心) 


操作できる内容 

設定を変更する項目を選択します。 
処理 メニューを 選択します。 


項目の値を変更します。 


• メニュー画面中の►の付いている項目で押すとサ 
ブメニュー画面を表示します。 


• 選択項目の選択ウィンドウを表示します。 


fEscl 


F 7 



F 10 


•設定値を選択します。 

•変更した内容を破棄し、終了します。 

巧 p .112 「BIOS Se 扣 P ユーティリティーの終了」 
• サブメニュー 画面から メニュー 画面に戻ります。 
変更した設定値を前回保存した設定値に変更します。 

P -113 「設定値を元に戻す」 

全設定項目の値を初期値に変更します。 

P -113 「設定値を元に戻す」 

変更した設定値を保存して終了します。 

口 p .112 「BIOS Setup ユーティリティーの終了」 
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BIOS Se 山 p ユーテイ U テイーの操作 


►BIOS Setup ユーテイリテイーの終了 


「BIOS Setup ユーティリティー」を終了するには、次の2つのホをがあります。 

Save Changes and Exit (変更した内容を保存し終了ずる） 

'変更した設を値を保存して 、 BIOS Setup ユーティリティーを終了します。 

1 [ F10 I を巧ず、または FExitJ メニユー画面 — 「Save Changes and Exit 」 
を選択ずると次のメッセージが表示されまず。 


Save configuration cnanges and exit setup ? 

[ Ok ] [ Cancel ] 

2 [ Ok ] を還択し、にを巧します。 

Discard Changes and Exit (変更した内容を破棄し終了する） 

変更した設定値を保存せずに 、 BIOS Setup ユーティリティーを終了します。 

1 [ Esc 1 を巧ず、または FExitJ メニユー画面 — 「Discard Changes and 
Exit 」 を選択ずると次のメッセージび表示されまず。 

Discard changes and exit setup ? 

[ Ok ] [ Cancel ] 

2 [ Ok ] を還択し、に *71 を巧します。 
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第 2 章 BIOS の設定 


►設定値を元に戻ず 


「BIOS S 幻 up ユーティ リ ティー」 の設定を間違えてしまい、万一本機の動作が不 
を定になってしまった場合などには、 BIOS Setup ユーティ リ ティーの 設定を初 
巧値や前回保存した値に戻すことができます。 

Load Optimal Defaults (初期値に戻す） 

BIOS Setup ユーティリティーの 設定を、 BIOS の 初期値に戻します。 

《 「 Security 」 メニュー 画面にある項目の設定は、初期値に戻りません。 

1 ( F9 J を巧ず、または FExitJ メニユー画面一 「Load Optimal Defaults 」 
を選択ずると;夕のメッセージび表示されまず。 


Load Optimal Defaults ? 
[ Ok ] [ Cancel ] 


2 [ Ok ] を還択して GJH を巧しまず。 

Discard Changes (前回保存した設定値に戻す） 

BIOS Setup ユーティリティーを終了せずに、前回保存した設定値に戻します。 

1〔を〕 を巧ず、または 「 Exit 」 メニユー画面 - 「Discard Changes 」 を還 
択ずると、巧のメッセージび表示されまず。 


Discard Changes ? 

[ Ok ] [ Cancel ] 


2 [ Ok ] を還択してに • xn を巧しまず。 
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BIOS Se 山 p ユーテイ U テイーの操作 


►パスワードを設定ずる 


「 Security 」 メニュー画面で BIOS のパスワードを設をすると、 BIOS や Windows の 
起動時にパスワードを要求されるようになります。 

パスワードの設をは、次のような場合に行います。 

• 本機を使用するユーザーを制限したいとを 
• パスワードを設定しないと使用でをない機能を使いたいとを 


パスワードの種類 


パスワードには次の 3 種類があります。 

• Supervisor Password (管理者パスワード） 

コンピューターの管理者用のパスワードでず。管理者パスワードで BIOS に 
ログオンした場合は、すべての項目の閲覧と変更が可能です。 

管理者 パスワード 設定すると、 ューザーパスワード も設定可能になります。 
管理者 パスワードを 削除す ると、 ユーザー パスワード も削除されます。 

• User Password ( ユーザーパスワード） 

一般ユーザー 用のパスワ ー ドです。 ユーザー パスワ ー ドで BIOS にログホン 
した場合は、項目の閲覧や蛮更が制限されます（権限は、設定変更すること 
ができます)。 

厂 P .115 「ューザー パスワ ー ドの権限設定」 

• Primary Master HDD User Password (HDD パスワード） 

本機内部の HDD へのアクセスを制限するためのパスワードです。 

HDD パスワードを設定すると、 HDD をほかのコンピューターに接続した場 
合、認識されません。 

パスワードの設定ち法 

パスワードの設をちをは、次のとおりです。 


fk 

制限 


設定したパスワードは、絶対に忘れないよラにしてください。パスワードを忘れ 
ると、日 I 日 S の設定変更や、設定によっては Windows の起動がでさなくな 0 ます。 
万一、管理者パスワードや HDD パスワードを忘れた場合は、カスタマーサービ 
スセンターまでご連絡ください。 


1 ["Change Supervisor Password 」 または ["Change User Password 」、 
「Primary Master HDD User Password 」 を選択してを押ずと、 
次のメッセージび表示されまず。 


Enter New Password 
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第 2 章 BIOS の設定 


2 パスワードを入力し、を巧しまず。 

「* j が表示されない文字は、パスワードとして巧用できません。アルファ 
べットの大文字と小文字は区別されません。パスワードは8文字まで入力可 
能です。 

パスワード入力時は、キーボードの入カモードに注意してください。たとえ 
ば、数値キー入カモードでパスワードを設をし、起動時に数値キー入カモー 
ドではない状態でパスワードを入力するとエラーになります。 

3 続いて;夕のメッセージげ表示されまず。お認のためにちラー度同じパスワー 
ドを入力し、を巧しまず。 


Confirm New Password 


同じ パスワードを 入力しないと 、 「Passwords do not match !」というメッセ ー 
ジが表示されます。 [ Ok ] が選択された状態で 厂; を押すと、 BIOS のメ 
ニュー画面に戻ります。この場合、手順1からやりなおしてください。 

4 「Password installed 」 というメッセージび表示された6、 [ Ok ] び還択 
された状態で厂; n を巧します。 

パ スワー ドの設をが完了すると、パ スワー ド項目の値が次のようにをわりま 
す。 


パスワード項目 

変更後の値 

Supervisor Password 

Installed 

User Password 

Installed 

Primary Master HDD Password Status 

Enabled 


続いて、「ユーザーパスワードの権限」や、「どこでパスワードを要求するか」 
をみめて設ちします。 

ユーザーパスワー ドの権限設定 

ユーザー パスワ ー ドを設をした場合は、 ユーザー パスワ ー ドで BIOS にログオン 
したときの権限（項目の閲覧やを更に関する制限）を設をします。 
p . l 22 「Security メニュ ■ —画耐 — 「User Access Level 」 

パスワード入カタイミングの設定 

BIOS Se 扣 P ユーテイリテイー起動時や、 Windows 起動時など、どのタイミング 
でパスワードを要求するかを設定します。 

巧 P .122 「Security メニユ ■ —画面」一 「Password Check 」 
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BIOS Setup ユーテイリテイーの操作 


パスワードの削除方法 

パスワードの削除方法は、次のとおりです。 

管理者パ スワー ドを削除する場合は、管理者パ スワー ドで BIOS にログオンして 
ください。 

管理者パスワードを削除すると、自動的にユーザーパスワードも削除されま 
す。 


1 に han 旨 e Supervisor Password 」 またはに han 呂 e User Password 」、 
「Primary Master HDD User Password 」 を選択して〔立'!を巧ずと、 
次のメッセージび表示されまず。 


Enter New Password 


2 何ち入力せずに GJi を巧ずと、巧のメッセージげ表示されまず。 


Password uninstalled . 

[ Ok ] 

3 [ Ok ] び還択された状態で rw を巧しまず。 

パスワードの削除が完了すると、パスワード項目の値が次のようにをわりま 
す。 


パスワード項目 

削除後の値 

Supervisor Password 

Not Installed 

User Password 

Not Installed 

Primary Master HDD Password Status 

Disabled 


ユーザーパスワードの削除ち法 

ューザーパスワードは、 別の方法で簡単に削除することができます。簡単な削 
除方法は、次のとおりです。 

1 「Clear User Password 」 を選択して、 （ ^ 1 を巧ずと、次のメッセージび 
表。されまず。 

Clear User Password ? 

[ Ok ] [ Cancel ] 

2 [ Ok ] を謡只し、を巧しまず。 

「 UserPasswo 址項目の表示が 「Not Installed 」 に変わります。 

これで、ューザーパスワードが削除されました。 
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第 2 章 BIOS の設定 


►起動 （ Boo ロデバイスの順まを'変更ずる 


本機の電源を入れて起動しようとしたときに、リムーバブルディスク （ USB フ 
ラッシュメモリーや USB HDD など）を接続していたり 、 USB FDD にメディア 
が七ットされていると、 Windows が起動しないことがあります。 

このような場合 、 「BIOS Setup ユーティリティー」で設定されている起動 （ Boot ) 
デバイスの順番を変更すると、起動したいデバイスからシステムを起動するこ 
とができます。 

起動 ( Boot ) デバイスの順番とは 

電源を入れると、コンピューターは起動デバイスの順番に従ってデバイスを確 
語し、最初に見つけたシステム （ Windows などの OS ) から起動します。 

起動デバイスの順番の設をは、 「 Boot 」 メニュー画面一 「Boot Device PriorityJ 
で行います。 



この順番にデ 
バイスを検出 
して起動しま 
ず。 


<イメージ> 


「 Boot Device Priority 」 に表示されるデバイスは次のとおりです。 

• Removable Dev '*] (USB FDD や USB フラッシュメモリー 、 USB H □□など） 

• CD / DVD ’ l (か付けの光ディスクドラィブ） 

• SATA : XXXXXXXX ッ体機に搭載の HDD ) 

• Network:Atheros Bo (ネットワーク） 

• Disabled (検出するデバィスを割り当てないとをに設定します） 

初期値では 、 Removable Dev . が HDD より前に設をされているため、 USB フラッ 
シュ メモリーなどのリムー バブルディスク を接続していると HDD 内の Windows 
から起動できません。 

‘1機器を接続している場合は、 「 USB : (機器の名称など）」と表示されます。 
XXXXXXXX には、本機に搭載された HDD の型番が表示されます。 




















BIOS Se 山 p ユーテイ U テイーの操作 


起動 ( Boot ) デバイスの順番の変更ち法 

起動デバイスの順番の変更ホをは、次のとおりです。ここではリムーバブル 
ディスクを接続したが態で Windows を起動できるように、外付け光ディスクド 
ライブ、 HDD 、 リムーバブルディスクの順番に設定する方法を説明します。 

1 「 Boot 」 メニユー画面で 「Boot Device Priority 」 を還択してに厂)を巧 
しまず。 

Z サブメニユー画面び表示された5、現在の起動の順をを巧認しまず。 

購入時は、リムーバブルディスク、外付け光ディスクドライブ、 HDD の順番 
に起動するように設定されています。 

ゴが付け光ディスクドライブの順番を1番目に設定しまず。 

( 1 ) m m で n St Boot Device 」（1 ま目）を選択し、 fTH を巧します。 

(2) 「選択」ウィンドウが表示された5、 广 千 ~1[ 4 n で rCD / DVDJ を選択し、 
r 心 1 を巧します。 

外付け光デイスクドライブの順番が1番目になります。 



<選が ウィンドウ 画面> 


4 同様のち法で、 HDD の順番を2番目に設定しまず。 

「2 nd Boot Device 」（2 番目）を 「 SATA : XXXXXXXX 」 に設定します。自動的 
に 「3 rd Boot Device 」（3 番目）が「民 emovable Dev .」 に設定されます。 



5 臣互] を巧して BIOS Setup ユーティリティーを終了しまず。 

巧 P .112 「BIOS S 幻 up ユーティリティーの 終了」 

起動デバイスの順番が変更になり、リムーバブルディスクを接続したが態で 
Windows を起動できます。 
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- これで、起動デバイスの変更は完了です。 
























I BIOSSetu 口-テイリテイ-の醜頂目 


ここでは 、 BIOS Setup ユーティリティーで 設定できる項目と、設定方法な どについて 説明します 。 BIOS 
Setup ユーティリティーのメニュー画面には、次の 5 つのメニューが あります。 

• Main メニユー画面 

日付、時間などの設定を行います。 

• Advanced メニユー画面 

IDE 装置の仕様（転送モードやパラメーター）やタッチパッドの設定を行います。 

• 日0011メニユー画面 

システムの 起動 （ Boot ) に関する設定を行います。 

• Security メニユー画面 

パスワードに関する設定や、マザーボード上のデバイスに関する設定を行います。 

• Exit メニユー画面 

BIOS Setup ユーティリティーを終了したり、 BIOS の設定値を初期値に戻します。 

►Main メニユー画面 


「 Main 」 メニュー画面では、日付、時間などの設定を行います。 
設定項目は、次のとおりです。 


* は項目表巧のみ 


BIOS Information 

"Version 

本機に搭載されている BIOS のバージョンを表示します。 

Build Date 

BIOS が開発された日付（月/日/年）を表示します。 

Processor 

*Type 

本機に搭載されている CPU のタイプを自動めに表示します。 

*Speed 

本機に搭載されている CPU の周波数を自動めに表示します。 

System Memory 

*Size 

メモリー容量を起動時に自動的に計算して表示します。 

System Time 

時刻を設ちします。（時：分：秒）の順でま示されています。 

System Date 

日付を設ぞします。（曜日月/日/年）の順で表示されています。 
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BIOS Se 山 p ユーテイ U テイーの 設定項目 


^Advanced メこユー画面 


rAdvancedJ メニュー画面では、 IDE 装置の仕様（転送モードやパラメーター）やタッチパッドの設定 
を行います。 

設定項目は、次のとおりです。 


_は初期値 

半は項目表不のみ 


iDE Coniiffuration 

IDE 装置の設定を表 

Primary IDE Master 

接続している IDE 装置について、な下の項目をサブメ 
ニユーに表示します。 

表示される項目は IDE 装置によって異なります。 

巧します。 

Device 

IDE 装置の機器の名称を表示します。 


*Model Name 

IDE 装置の型番を表示します。 


*Size 

HDD の容量を表示しまず。 


*LBA Mode 

LBA (Logical Block Addressing ) をサポ'—卜しているかど 
うかを表示します。 


*Block Mode 

一度に何七クター転送できるかを表示します。 


*PIO Mode 

IDE 装置の転送モードを表示します。 


*Async DMA 

IDE 装置の DMA 転送モードとチャンネルを表示します。 


*Ultra DMA 

Ultra DMA 対■応装置の転送モードとチャンネルを表示します。 


* S . M . A . 民. T . 

S . M . A . R . i . (Self Monitoring Analysis and Reporting 

Technology ) をサポートしているかどうかを表示します。 

internal Pointing Device 

本機のタッチパッドを使用するかどうかを設定します。 
Enabled :タッチパッドを使用します。 

Disabled : タッチパッドを使用しません。 

Exchange L-Ctrl & Fn kev 

キーボードの左下にある （ Ctrl I と （ Fn I の機能を設定しま 
す。 

Disabled : キー上部に目口字されている （ Ctrl I と （ Fn I になり 
ます。 

Enabled :キー下部に印!字されている （ Fn ) と （ C 扣 I になり 
ます。 

Exchange R-Alt & Win App key 

キーボードの右下にある （Alt ) をアプリケーションキーの 
機能に入れ替えるかどうかを設定します。 

Disabled : ( Alt ) の機能を入れ替えません。 

Enabled : ( Alt ) をアプリケーションキーの機能に入れ替え 
ます。 
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第 2 章 BIOS の設定 


►Boot メニュー画面 


「 Boot 」 メニュー 画面では、 システムの 起動 （ Boot ) に関する設定を行います。 

起動の順番のを更方•をについては、 ド PI P .117 「起動 （ Boot ) デバイスの順番を変更する」をご覧くだ 
さい。 

設を項目は、次のとおりです。 


.は初期値 


Boot Device Pnontv 

Windows を起動する 
ドライブの順番を 
設をします。 

1 st Boot Device 

1 番目に起動するドライブを設定します。初期値は、 

「民 emovable Dev 」 です。リムーノくブルディスク （USB 

FDD や USB フラッシュメモリなど）を接続した場合は、機 
器の名称などが表示されます。 

2 nd Boot Device 

2番目に起動するドラィブを設定します。初期値は、 「 CD / 
DVDJ です。外付け光ディスクドライブを接続した場合 
は、ドライブのぶおなどが表示されます。 

3 rd Boot Device 

3番目に起動するドラィブを設定します。初期値は、本機 
に搭載の HDD 「 SATA : 肚 DD の型番）」です。 

4 th Boot Device 

ネットワークから起動する場合に使用します。 「 Boot 」 メ 
ニュー画面一 「Onboard LAN Boot 民 OM 」 を 「 Enabled 」 に 
設定してから 「 Exit 」 メニュー画面一 r Save Changes and 
Exit 」 を選択して BIOS を終了します。再度 BIOS を起動する 
と表示されます。初期設定は 「 Network:Atheros Bo 」 です。 

Hard Disk Drives 

*lst Drive 

本機に搭載されている HDD の型番を表示します。 

CD/DVD Drives 

^ 外付け光デイス 
クドライブを接 
続すると表示さ 
れます。 

*lst Drive 

外付け光ディスクドラィブのを称などを表示します。 

Full Screen Logo 

起動時の画面に 「 EPSON 」 と表示するかどうかを設定しま 
す。 

Disables :表示しません。 

Enabled :表示します。 

Onboard LAN Boot ROM 

y モートブートを行う場合は 「 Enabled 」 に設定します。 
Disabled : 無劾にします。 

Enabled :有効にします。 

Wake-Up On LAN 
( LAN からの起動設定） 

電源切断時やスタンバイ、休止時において、ネットワーク 
からの信をにより起動するかどうかを設定します。 

この機能を使用するときは、必ず AC アダプターを接続し 
てください。また、電源切断状態からの復帰は 、 Windows 
を正常に終了した状態でのみ使用可能です。 

Disabled ; 設定しません。 

Enabled :設定します。 
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BIOS Se 山 p ユーテイ U テイーの 設定項目 


►Security メニユー画面 


「 Security 」 メニュー画面では、パスワードに関する設定や、マザーボード上のデノくイスに関する設定を 
行います。パスワードの設定方法は、 P . 114レくスワードを設定する」をご覧ください。 

設定項目は、次のとおりです。 

_は初期値 



* は項目表不のみ' 

Supervisor Password/User Password 

r Supervisor Password ] (管理者パスワード）と User Password 
(ユ ■ ー ザ'—パスワ ■ — ド）が設定されているかどうかを表示 
しまず。 

Not Installed ソくスワードが設をされていません。 

Installed ソくスワードが設定されています。 

Change Supervisor Password 

r Supervisor Password ] (管理者パスワード）を設定■しまず。 
BIOS Setup ユーティリティーや Windows 起動時にパスワー 
ド入力を要おします。 

【夺11を押すとパスワード設定ウィンドウが表示されます。 

User Access Level 

「 UserPassword 」 （ユーザーパスワード）を入力したユー 

《 「Supervisor Password 」 （管理者パス 
ヮード）を設定すると表示されます。 

ザーが BIOS Se 扣 P ユーティリティーにアク七スすることを 

4段階で制限します。 

No Access : BIOS Setup ユーティリティーを起動することが 
できません。 

View Only : BIOS Se 扣 p ユーティリティーを閲覧できます 
が、設定項目の'変更はできません。 

Limited : BIOS Se 扣 p ユーティリティーを閲覧できるほか 

に、一部の設定項目を変更できます。 

Full Access :管理者と同一のお利を許可します 。 BIOS Setup 
ユーティリティーのすべての項目を設定した 
り閲覧したりすることができます。 

Change User Password 

rUserPassword ] (ユーザーパスワード）を設をします。 

《 rSupervisor Password ] (管理者パス 
ヮード）を設定すると表示されます。 

BIOS Setup ユーティリティー起動時にパスワード入力を要 
求します。 

( ^1を押すとパスワード設定ウィンドウが表示されます。 

Clear User Password 

ユーザーパスワードを削除しまず。 

《 「 UserPassword 」 （ユーザーパスワー 
ド）を設定すると表示されます。。 

(♦J ) を押すと、ユーザーパスワードの削除ウィンドウが 
表示されます。 

Password Check 

パスワード入力を要求するタイミングを設をします。 

《 rSupervisor Password ] (管理者パス 
ヮード）を設定すると表示されます。 

SetuD : BIOS SetuD ユーティリティーが動時にパスワード 
入力を要求します。 

Always : BIOS Setup ユーティリティーや Windows 起動時、休 
止状態から復帰時にパスワード入力を要求します。 

Boot Sector Virus Protection 

HDD の ブート七クター（システム領域） への 書き込みを 
禁止するかどうかを設定します。 

Disabled :書き1 入みを許可しま中。 

Enabled :書き込みを禁止します。 
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I/O Interface Security 

データの盗難を防ぐ 
ために、インタ 

Audio 

サウンド機能を使用するかどうかを設定します。 

UNLOCKED :サウンド機能の使用を可能にします。 

LOCKED :サウンド機能の使用を不可にします。 

フュースの有効、無 
効を設定します。 

LAN 

ネットワーク（有線 LAN ) 機能を使用するかどうかを設定し 
ます。 

UNLOCKED : LAN 機能の使用を巧能にします。 

LOCKED : LAN 機能の使用を不可にします。 


Wireless LAN 

無線 LAN 機能を使用するかどうかを設定します。 

UNLOCKED :無線 LAN 機能の使用を可能にします。 

LOCKED :無線 LAN 機能の使用を不可にします。 


USB 

USB 機能を使用するかどうかを設定します。 

UNLOCKED : USB 樵能の使用を可能にします。 

LOCKED : USB 機能の使用を不可にします。 

《 「 LOCKED 」 に設定すると 、 rSD Card Reader ] 項目の表示 
がなくなり、メモリーカード機能も使用できなくなります。 


SD Card Reader 

メモリーカード機能を使用するかどうかを設定します。 
UNLOCKED : メモリーカード機能の使用を可能にします。 
LOCKED : メモリーカード機能の使用を不可にします。 

※ここで 「 UNLOCKED 」 を設定していても、 「 USB 」 項目 
を 「 LOCKED 」 に設定するとメモリーカード機能は使 
用できなくなります。 

* Primary Master HDD Password Status 

「Primary Master HDD User Password」（HDD パスワード）が設 
定されているかどうかを表示します。 

Not Installed :パスワードが設定されていません。 

Installed :パスワードが設定されています。 

Primary Master HDD User Password 

HDD パスワードを設定します。 

パスワードを設定した HDD は、ほかのコンピューターに接続 
しても認識されなくなります。 

BIOS Setup ユーティリティー起動時、システム起動時や休止 
が態からの復帰時に HDD パスワードの入力が必要です。 


►Exit メニュー画面 


「 Exit 」 メニュー画面では 、 BIOS Setup ユーティリティーを終了したり、 BIOS の設をを初期値に戻した 
りします。 

設を項目は、次のとおりです。 


Save Changes and Exit 

'変更した設を値を保存して 、 BIOS Se 吨ユーティリティーを終了します。 

Discard Changes and Exit 

'変更した設定値を保存せずに 、 BIOS Se 吨ユーティリティーを終了します。 

Discard Changes 

BIOS Setup ユーティリティーを終了させずに、変更した設定値を前回保存した値 
に戻します。 

Load Optimal Defaults 

BIOS Setup ユーティリティーを終了せずに、 「 Security 」 メニューが外の設定を初 
期値に戻します。 




BIOS Setup ユーテイ U テイーの設定項目 


►BIOS Setup ユーテイリテイーの設定値 


BIOS Setup ューティリティーで設定を変更した場合は、を更内容を下表に記録しておくと便利です。購 
乂時の設定は必ず記録してください。 

Advanced メニュー画面 


項目 

購入時の設定 

変更内容 

Internal Pointing Device 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

Exchange L-Ctrl & F 打 key 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

Exchange 民 - Alt 友 Win App key 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 


Boot メニュー画面 


項目 

購入時の設定 

変更内容 

Boot Device 

Priority 

1st Boot Device 



2nd Boot Device 



3rd Boot Device 



4th Boot Device 



Full Screen Logo 

Disabled Enabled 

Disabled Enabled 

Onboard LAN Boot ROM 

Disabled Enabled 

Disabled Enabled 

Wake-Up On LAN 

Disabled Enabled 

Disabled Enabled 


Security メニュー画面 


項目 

購入時の設定 

変更内容 

Supervisor Password 

Not Installed 

Installed 

Not Installed 

Installed 

User Password 

Not Installed 

Installed 

Not Installed 

Installed 

User Access Level* 

No Access 

Limited 

View Only 

Full Access 

No Access 

Limited 

View Only 

Full Access 

Password Check* 

Setup 

Always 

Setup 

Always 

Boot Sector Virus Protection 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

I/O Interface 

Audio 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 

Security 

LAN 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 


Wireless LAN 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 


USB 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 


SD Card Reader 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 

Primary Master HDD Password Status 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 


*「 SupervisorPassword 」 （管巧者■パスワード）を設定すると表示されます。 


124 




第 3 章 

ソフトウェアの 
再インス I ル 

ソフトウエアを再インスI-ールする手順について説明します。 


「再 インス! -ー ルする前に必ずお読みください」 . 126 

r ソフトウてアの再インス!''ールを行ラ」 . 127 




I が r ノス ト-ルする iffl こ蜘備 3 K ださい 


ここでは、ソフトウエアの再インストールを行う前に知っておいていただきた 
い情報にっいて記載しています。 

HDD をフォーマットして、 Windows や本体ドライバーなどをインストールし 
なおす作業のことを、本書では「再インストール J と記載します。 

再インストールは「リカバリー J とも言います。 

►再インストールが必要な場合 


再インストールは次のような場合に行います。通常は必要ありません。 

• なんらかの原因で Windows が起動しなくなり、修復でをない場合 
• HDD 領域の構成を変更したい場合 


►重要事頃 


再インストールする前に、次の重要事項をおずお読みください。 

当社製 L ソがの BIOS へのアップデート禁止 

当ち;製な外の BIOS へのアップデートは絶対にしないでください。当社;製な外の 
BIOS にアップデートすると、再インストールができなくなります。 

セキュリティーソフトウェアの更新ヴービス 

本機に添付の七キュリティーソフトウェア 「Norton Internet Security 90日版」で、 
90日経過後に更新サービスの延長キーを購入して更新サービスを継続してい 
る場合、再インストールを行うと更新サービスの延長が無劾になります。更新 
サービスの延長が無劾になってしまった場合は、シマンテックストアまでお問 
い合わせください。 

『七キュリティソフトウェアをご使用の前に』 ( PDF ) 

Web フィルタリングソフトウェアの継続利用 

本機に添付の Web フィルタリングソフトウェア 「i_ フィルター30日版 J で継 
続利用手続きを行っている場合、 Windows を再インストールすると利用巧限が 
30日に設定されてしまいます。 

この場合は、デジタルアーツ社のホームページから最巧版を入手し、契約巧み 
のシリアルのを利用してインストールを行ってください。 

詳細は、デジタルアーツ社にお問い合わせください。 

http :// www . daj . jp / cs / support.htm 
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■ソフトウエアの再インストールを巧う 


ここでは、ソフトウエアの 再 インストール方法について記載しています。 

►が要な機器とメディア 


再 インストールには、次の機器とメディアが必要です。 

■外付け光ディスクドラィブ 

本機には光ディスクドライブが搭載されていません。 f ま用するメディアに応 
じた外付け光ディスクドライブを本機に接続してください。 

• Windows XPU カバリ CD 

Windows XP が収録されている CD-ROM です。 

• ドラィバ '-CD 

本体ドライバーやソフトウエアが収録されている CD-ROM です。 

►インストールの順番 


再 インストールは、次の順番で行います。 

★印!が付いたソフトウエアは必ずインストールを行ってください。 

購入時のインストール状態は、 rsp . 16 「添付されているソフトウエア」で確 
認してください。 


Windows ★ 

巧 p.130 「WindowsXP のインストール」 



本体ドライバー ★ 

巧 P .134 「本体ドライノく^一のインスト^ーノレ」 



Adobe Reader ★ 

回 P .135 「 Adobe 民 eader のインストール」 



Internet Explorer 8 ★ 

ド^ P .136 「Internet Explorer 8のインストール」 



セキュリティーソフトウエア ★ 

ド^^ P . U 6 「セキュリティ^ー ソフトウエアのインストール」 



Web フィルタリングソフトウエア 

巧 P .137 「Web フイノレタリングソフトウエアのインストール」 

















ソフトウエアの再インス I ルを行ラ 


JWord Plugin 

巧 P .139 「JWord Plugin のインスト^ —ノレ」 



呂〇〇ステイツク 

口 p .139 「 goo ステイックのインストール」 



マカフイー Site Advisor Plus 3日日版 

ド P .14 Q 「マ カフイー SiteAdvisor Plus 30日版のインストール」 



そのほかのインス!-ール 

C 3 p 14 i 「そのほかのインス トール」 



再インストール後の作業 

厂 P -141 「再インストール後の作業」 


►インストール作業における確認事頃 

再インストールを始める前に、下記の点を確認してください。 


インス!-ール全般 

インストール作業は、 AC アダプターを接続して行ってください。 

コンピユータの管理ち ( Administrator ) 権限で□グオン 

インストール作業は、「コンピュータの管巧を」権限（または同等の権限を持つ 
ユーザー アカウント）でログオンして行つてください。 


システム構成 

本章のインストール手順は、購入時のシステム構成を前提にしています。イン 
ストールは、 BIOS の設定とシステム構成を購入時の状態に戻して行うことをお 
すすめします。 

HDD のファイルシステム 


購入時の HDD は、 NTFS ファイルシステムを巧用して領域を作成し、 Windows を 
イ ンス トールしています。 Windows のイ ンス トールでパーテイシヨンをフオー 
マツトする際は、必ず NTFS ファイルシステムを使用してください。 
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ドライブ名 


本章では、 HDD を C ドライブとして説明します。 

各種設定やデータのバックアップ 

再インストールを行うと、設定した事項が初期値に戻ってしまったり、データ 
が消えてしまったりします。再インストールを行う前に必要に応じて設定を書 
き写したり、データのバックアップを行っておいてください。 
ra p .131 レ《ックアップを取る」 


初期設定ツール 


購入後の Windows 七ットアップ時に巧用した初期設をツールは、 Windows を再 
インストールすると消去されます。 

初期設定ツールでインスト-ルした「セキュリティーソフトウェア」などのソ 
フトウェアは、な降で説明する手順に従ってインストールを行ってください。 
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►Windows XP のインス I ル 


インス!-ールの流れ 

Windows XP インストール作業の主な流れは次のとおりです。 

インスト ■ —ル作業は、 护"？ お P .131 「Windows XP をインストールする」な降の手 
順に従って行ってください。 


パックアップを取る 





インス 1 -- ルの開始 （Windows XP のインス I -- ル手順1〜） 

1 



备 


HDD 領域 （ C ドライブ）の変更 

ド司 i P .174 「 C ドライブを分割•変 
更する J 

r 

冬 

HDD の フォーマツ トとファイルの コピー 

4 


終了 


HDD 領域 （ C ドライブ）を変更するには 

Windows のインストール中に〔ドライブ （ Windows がインスト' —ルされている領 
域）のサイズを変更したり、分割したりすることができます。 

HDD 領域の'塞更や、分割の詳しい説明は、 ^3 口 .174 「 C ドライブを分割•を 
要する」をご覧ください。 
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►Windows XP をインストールずる 


バックアップを取る 

次の設をやデータは、 Windows の再インストールを行うと消まされます。 
必要に応じてバックアップを行ってください。 

■ネットワークの設定 

接続に関する設定を書き写しておいてください。 

■ Internet Explorer の「お気に入り 」、 Outlook Express の「アドレス帳」「メー 
ルデータ」 

r ^ p .170 「データのバックアップ」 

このほかの Web 閲覧ソフトやメールソフトをお使いの場合は、ソフトウェア 
に添付のマニュアルをご覧ください。 

• 重要な データ 

ほかのメディアなどにコピーしておいてください。 


コンピューターを購入時の状態にする 

マウスなどの周辺機器が接続されていたり、 BIOS の設を値が変更されていたり 
すると、正常にインストールが行われない可能性があります。本機を購入時の 
が態に戻してから再インストールを行ってください。 

が付け光ディスクドライブを接続する 

インストールに使用するメディアに応じた外付け光ディスクドライブを、本機 
に接続してください。 

BIOS の表示を確認する 

外付け光ディスクドライブを接続したら 、 BIOS Se 扣 P ューティリティーの表示 
を確認します。 

1 「BIOS Setup ユーティリティー」を起動しまず。 

r ^^ p .108 「BIOS Setup ューティリティーの起動」 

2 「 Boot 」 メニュー画面で 「Boot Device Priority 」 を還択してに厂 | を巧 
しまず。 

3 「Boot Device Priority 」 の 口 nd Boot Device 」 の表示げ [USB :(が 
付け光ディスクドライブの名称など)]になっていることを確認します。 

[ CD / DVD ] と表示されている場合は、本機が外付け光ディスクドライブを 
認識していません。臣互]を押して BIOS を終了し、外付け光ディスクドライ 
ブを本機と接続しなおしてから、再度、 BIOS の表示を確認してください。 

4 。瓦 1 を巧して BIOS を終了しまず。 
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Windows XP のインストール 

Windows XP のインストール方法は、次のとおりです。 

1 Windows び起動した状態で 「Windows XP リカバリ CD 」 をが付け光ディ 
スクドライブにセットしまず。 

「実行する操作の選択」画面が表示されたら、画面左下の 0 [終了]をクリッ 
クし、画面を閉じてください。ここからはインストールを行いません。 

Z [スタート]-[終了オプション]-[再起動]をクリックし、コンピユー 
ターを再起動しまず。 

3 「 EPSON 」 と表示後、黒い画面に l"Press any key to boot from CD 」 
と表示された S 、 どれかキーを巧しまず。 

一定時間内にキーを押さないと、 HDD 内の Windows が起動してしまいます。 
Windows が起動してしまった場合は、手順2へ戻ります。 

手順4の画面が表示されるまでしばらく時間がかかります。 

4 「巧の一覽には、このコンピユータ上の既巧のパーティションと未使用の領 
域げ表示されていまず。 •• •」と表示された5、夕のとおり作業を続けまず。 

<領域変更を行わない場合（通當）> 

C ドライブが選択されていることを確認し、 rrn を押します。 

<領域変更を行ラ場合> 

rap .174 「 c ドライブを分割-変更する」の手順に従ってください。 

5 「…に Windows XP をインス!'―ルしまず。」と表示された5、 「 NTFS ファ 
イルシステムを使用してパーティションをフォーマット」を還巧し、〔3 
を巧しまず。 

「現在のファイルシステムをそのまま{ま用（変更なし）」を選択すると、 C ド 
ライブに Windows が追加登録されてしまいます （ Windows が複数になります） 
ので注意してください。 

〇 「警告：このドライブをフォーマットずると •• •」と表示された 5、 CZD を 
巧しまず。 

フォーマットと、ファイルのコピーが行われます。終了すると、自動的にコ 
ンピューターが再起動します。 

7 「ライセンス契約」が表示された5、契約内容に同意ずるかしないかを還択 
し、[次へ]をクリックします。 

「同意しません」を選択すると 、 Windows XP のインストールが中止されまず。 

8 「ソフトウェアの個人用設定」と表示された5、 r 名前」と「組織名」を入力 
し、[巧へ]をクリックしまず。 

「を前」は必ず入力してください。 
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9 「コンピユータ名は何でずか？」と表示された5、必要な項目を入力し、[次 
へ]をクリックしまず。 

「このコンピュータの名前」には、すでに任意のコンピュータータが入力さ 
れています。 

<ネットワークに接続する場合> 

ネットワーク上にあるほかのコンピューターをと重複しないように、コン 
ピューター名を入力します。 

<ネットワークに接続しない場合> 

セットアップ時にコンピューター名を変更する必要はありません。 

10 「日付と時刻の設定」と表示された5、表示内容を確認し、[巧へ]をクリッ 
クしまず。 

本機設置場所の日付と時刻の設定を行います。 

11 再起動後に「ディスプレイの設定」画面び表示された S 、[0 K ] をクリック 
しまず。 

12 「モニタの設定」画面が表示された5、 [ OK ] をクリックしまず。 

13 「Microsoft Windows へようこそ」と表示された5、画面ち下の 国 （:夕へ） 
をクリックしまず。 

14 「コンピユータを保護してください」と表示された5、自動更新を有効にず 
るかどうかを選択し、画面ち下の@(次へ）をクリックします。 

インターネットに接続している環境の場合は、自動更新を有効にすることを 
おすすめします。 

15 「このコンピユータを使うユーザーを指定してください」と表示された5、 
ユーザー名を入力し、画面ち下の国(夕へ）をクリックしまず。 

ューザーをを少なくとも1つ入力してください。 

16 「設定び完了しました」と表示された5、画面ち下の呂(完了）をクリック 
します。 

17 Windows XP のデスクトップ画面び表示された5 、 「Windows XP リカバ 
リ CD 」 を取り出します。 

これで Windows XP のインストールは完了です。 

18 手順4で HDD 領域 （ C ドライブ）を変更した場合は、「未使用の領域」に領 
域（パーティシヨン）の作成を行います。 

領域レくーテイシヨン）の作成は、ドライバーやソフトウェアのインストー 

ルが完了してから行っても構いません。 

r ^ p .179 「 HDD 領域レくーテイシヨン）の作成手順」 
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►本体ドライバーのインストール 

本機のドライバー類を、一括してインストールします。 


インストール 


インストー ルの手順は次のとおりです。 


1 「ドライバ ー CD 」 を外付け光ディスクドライブにセットしまず。 

正しくセットされると、自動的に「ドライバ.ソフトウェアのインストー 
ノレ」 画面が表示されます。 

表示されない場合は、[スタート]-「マイコンピュータ」一 「 EPSON _ CD 」 
をダブルクリックします。 

2 表示された項目か5 [インス!ル]をクリックします。 

3 「インス!ル確認」画面び表示されまず。内容をよくお読みになり [0 K ] 
をクリックしまず。 

名■ドライノく一が自動的にインストールされます。インストールには、十數分 
かかります。 

4 「インス!ルび完了しました。」と表示された S 、[0 K ] をクリックします。 

5 「インス!ル処理」画面び表示された5、インス!ルび正常に終了した 
かを確認して [ PC 再起動]をクリックしまず。 

Windows が再起動したら、本体ドライノく一のインストールは完了です。 
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^ Adobe Reader のインストール 


「Adobe Reader 」 は、 PDF 形式のファイルを表示したり、巧刷したりするための 
ソフトウエアです。 


インストール 

Adobe Reader のインストール手順は、次のとおりです。 

1 「ドライバ ー CD 」 を外付け光ディスクドライブにセットしまず。 

正しく七ットされると、自動的に「ドライバ.ソフトウェアのインストー 
ル」画面が表示されます。 

表示されない場合は、[スタート]-「マイコンピュータ」一 「 EPSON _ CD 」 
をダブルクリックします。 

2 表示された項目か S「Adobe Reader 」 をクリックします。 

3 「インス!ル巧のフォルダ」と表示された5、[次へ]をクリックします。 

4 「プ□グラムをインストールする準備びできました」と表示された5、[イ 
ンス I ル]をクリックします。 

インストールにはしばらく時間がかかります。 

5 「セットアップ完了」と表示された5、[完了]をクリックしまず。 

続いて Adobe 民 eader のセットアップを行います。 

セットアップ 

インストールが完了したら、続いてセットアップを行います。 Adobe 民 eader の 
セットアップ手順は次のとおりです。 

I デスクトップ上の 「Adobe Reader 」 アイコンをダブルクリックします。 

ム 「Adobe Reader 使用許諾契約書」画面び表示された5、「使用許諾契約書」 
に同意ずるかしないかを還択しまず。 

同意する場合は、[同意する]をクリックします。[同意しない]を運択する 
と、 Adobe 民 eader は使用できません。 

これで、 Adobe 民 eader の七ットアップは完了です。 
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^Internet Explorer 8のインストール 

「Internet Explorer 8」は、インタ'ーネットのホ'ー ムベ ‘ージを閲覧ずるためのソフ 
トウエアです。 

Internet Explorer 8のインストール手順は、次のとおりです。 

1 

「ドライバ ー CD 」 をが付け光ディスクドライブにセットします。 

正しくセットされると、自動的に「ドライバ.ソフトウェアのインストー 

ル」 画面が表示されます。 

表示されない場合は、[スタート]-「マイコンピュータ」一 「 EPSON_CDj 
をダブルクリックします。 

2 

表示された項目か5 「Internet Explorer 8」をクリックしまず。 

3 

「Windows Internet Explorer 8の開始」と表示された5 、 「Internet 
Explorer の品質向上の •• •」または「今は何もしない」のどち5かに 
チェックを付けて、[巧へ]をクリックしまず。 

4 

「ライセンスを項をお読みください」と表示された5、内容をご®認の上、 

[同意ずる]をクリックします。 

5 

「最新の更新を取得」と表示された5、 r 更新プ□グラムのインストール」に 

チェックを付けて、[次へ]をクリックします。 

6 

「Internet Explorer のインストールは完了しました」と表示された5、[今 

ずぐ再起動ずる]をクリックしまず。 

Windows が再起動したら、インストールは完了です。 

►セキュリティ 

ーソフ トウエアのインストール 


本機に添付の七キュリティーソフトウ； n ア 「Norton Internet Security 90日版」を 
インストールします。デスクトップに添付の『七キュリティソフトウェアをご 
使用の前に』 （ PDF ) をご覧ください。 
rs 13.172 「電子マニュアルのダウンロード」 

巿販の七キュリティーソフトウェアなどをインストールする場合は、ソフト 
ウェアに添付のマニュアルをご覧になり、インストールを行ってください。 
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► Web フイルタリングソフトウェアのインストール 


「 i — フィルター30日版」は、有害サイトをブロックするための Web フィルタリ 
ングソフトウェアです。 

ホ版の Web フィルタリングソフトウェアなどをインストールする場合は、ソフ 
トウェアに添付のマニュアルをご覧になり、インストールを行ってください。 

i — フィルター30曰版のインストール 

i _ フイルター30日版のインストール方法は、次のとおりです。 

1 「ドライバ ー CD 」 を外付け光ディスクドライブにセットしまず。 

正しく七ットされると、自動的に「ドライバ-ソフトウェアのインストー 
ル」画面が表示されます。 

表示されない場合は、[スタート]-「マイコンピュータ」一 「 EPSON _ CD 」 
をダブルクリックします。 

2 表示された項目か5 n - フィルター 30曰版」をクリックします。 

3 n - フィルタ——インス!ル」と表示された5、[次へ]をクリックしま 
ず。 

4 r 使用許諾契約」と表示された5、 r 使用許諾契約の全を項に同意しまず」を 
還択して、[次へ]をクリックします。 

5 「セットアップタイプ」と表示された5、[巧へ]をクリックしまず。 

〇 「インス!ル準備の完了」と表示された5、[インス!ル]をクリックし 
まず。 

デスク ト ップ上に 「 i _ フィルター J アイコンが表示されたら、 i _ フイルター 
30日版のインストールは完了です。 

続いて、 i _ フィルター 30日版の ユーザー 登録を行いまず。 

i - フィルター 30曰版のユーザー登録 

i ー フィルター 30日版を使用するには、 ユーザー 登録が必要です。 

ユーザー登録はインターネット接続後に行います。 

ユーザー登録の方法は、次のとおりです。 

1 デスクトップ上の n - フィルター」アイコンをダブルクリックしまず。 

Windows を再起動した攝合は 、 「i ー フィルター • • •」画面が自動的に表示 
されます。 

ム n -フィルタ—— J 画面び表示された5、使用 許諾契約書の 内容をよくお 
読みになり、 [ n - フィルター」を使ってみる]をクリックしまず。 

づ m - フイルター」の開始」と表示された5、次の作業を行いまず。 
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く初回ユーザー登録時> 

(1) [次へ]をクリックします。 

(2) 「無料お試し版お申し込み」と表示されたら、次の項目を入力します。 

•E-Mail アドレス .お名前 

•管理パスワード[確認入力] 

(パスワードは設定画面を開くときに必要です。忘れないでください。） 
■情報メールの配信 （希望の有無を選択します。） 

(3) 「■お預かりする個人情報の取り扱いについて」をご確認の上、[同意する] 
を選択して、[同意して確認画面へ]をクリックします。 

(4) 「お申し込み内容の確認」と表示された5、内容を確認し、[登録する]をク 
リックします。 

(5) 「お客様情報登録完了」と表示された5、 r 登録内容」に記載されている「シ 
リアルの」と r 利用期限」を確認しておきます。 

同時に、登録した E - Mail アドレスにも「シリアルの」と「利用期限」が 
記載された登録完了メールが配信されます。 

一度登録を行うと、同じ E - Mail アドレスでの再登録はできません。 i 一 
フィルター30日版の再インストール後など、2回目が降のユーザー登録 
では、登録完了メールに記載されている「シリアルの」を使用します。 
「シリアルの」は必ず書き写すなどして控えておいてください。 

(6) [完了]をクリックします。 

<2回目降のユーザー登録時> 

(1) [シリアル ID を持っているお客さま]をクリックします。 

(2) r シリアルののご確認」で、初回セットアップ時に配信された「シリアルの」 
を入力します。 

(3) 「管理パスワードの設定」で「管理パスワード」と「管理パスワード[確認 
入力]」を入力します。 

「管理 パスワード」 は設定画面を開くときに必要になりますので、忘れ 
ないようにしてください。 

(4) [次へ]をクリックします。 

(5) 「シリアル ID を確認しました」と表示された5、院了]をクリックします。 

これで、 i _ フィルター30日版のユーザー登録は完了です。 
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^JWord Plugin のインストール 


rjWord Plugin J は 、 Internet Explorer のアドレスノく ■ —から、日本言吾でインタ ' —ネッ 
卜を検索できるソフトウエアです。 

JWord Phigin のインストール手順は次のとおりです。 


1 「ドライバ ー CD 」 をが付け光ディスクドライブにセットしまず。 

正しく七ットされると、自動的に「ドライバ-ソフトウェアのインストー 
ル」画面が表示されます。 

表示されない®合は、[スタート]-「マイコンピュータ」一 「 EPSON _ CD 」 
をダブルクリックします。 

と 表示された項目か5 「 JWord 円 U 巨 in 」 をクリックしまず。 

3 MWord プラグイン…へようこそ」画面び表示された S 、 1•ソ降は画面の指示 
に従ってインス I ルを巧ってください。 

► goo スティックのインストール 


「 goo スティック」は 、 Internet Explorer のツールノく ■ —に、検索サ'—ビス 「 goo 」 の 

検索ボックスを追加するソフトウェアです。 

goo ステイックのインストール手順は次のとおりです。 

1 「ドライバ ー CD 」 をが付け光ディスクドライブにセットしまず。 

正しく七ットされると、自動的に「ドライバ.ソフトウェアのインストー 
ル」画面が表示されます。 

表示されない®合は、[スタート]-「マイコンピュータ」一 「 EPSON _ CD 」 
をダブルクリックします。 

2 表示された項目か5「巨00スティック」をクリックしまず。 

3 「インス I ルび完了しました。」と表示された5、 [0 K ] をクリックしまず。 

これで、 goo ステイックのインストールは完了です。 
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►マカフイー SiteAdvisor Plus 30曰版のインストール 


「マカフイー SiteAdvisorPhis 30日版」は、 Web サイトの安全性を表示し、危険 
なサイトへのアクセスを防ぐ Web 七ーフテイツールです。 


インストール 

マカフイー SiteAdvisor Plus 30 B 版のインストール手順は次のとおりです。 

1 「ドライバ ー CD 」 をが付け光ディスクドライブにセットします。 

正しくセットされると、自動的に「ドライバ.ソフトウェアのインストー 
ル」 画面が表示されます。 

表示されない場合は、[スタート]-「マイコンピュータ」一 「 EPSON_CDj 
をダブルクリックします。 

2 表示された項目か5「マカフィー SiteAdvisor 円 us 30日版」をクリック 
します。 

ゴ 「McAfee SecurityCenterJ 画面び表示された5、 lil 降は画面の指示に 
従ってインス I ルを巧ってください。 

インストールが完了したら、続いてューザー登録を行います。 

ユーザー 登録 

マカフィー SiteAdvisor Plus 30日版を使用するには、ューザー登録が必要です。 
ユーザー登録の方法は、次のとおりです。 


1 Internet Explorer を起動しまず。 

2 Internet Explorer のツールバー に表示される [McAfee SiteAdvisor ] の 
▼をクリックして、表示された一覧か S r 今ずぐ登録」をクリックしまず。 


M McAfee 

バル-''ルブを表示 
サ仆の詳を ffl を表示 

画をを' 

管まの除こ‘;，スト 


ち\に站介 
つイードバクうを^言 
最おパ-ジョ:•を聯导 


ヘルブ 


今すぐ登録 


ン 3 ゾ旧 # (S 
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3 表示された画面に従ってユーザー登録を行いまず。 

ューザー登録が完了すると、マカフイー SiteAdvisor Plus 30日版が使用可能 
になります。 
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►そのほかのインストール 


必要に応じて次のインストールを行ってください。 

各種ドライバーのインス!ル 

お使いになる機器によっては、ドライバーやユーティリティー、ソフトウェア 
などのインストールが必要な場合があります。インストールは、機器類に添付 
のメディアを巧用します。詳しくは、お使いになる機器類に添付のマニュアル 
をご覧ください。 



インストールが必要なドライバーの例 

お使いになる機器によって、次のようなドライバーやユーテイリテイーが必要 
になります。 

- USB 対■応機器を使用する場合： USB 機器に添付のドライバー 
-プリンターを使用する場合：プリンターに添付のドライバー 


そのほかのソフトウエアのインス I ル 


「 Office 」 など、そのほかに巧用するソフトウェアがある場合は、インストール 
します。インストール方をはソフトウエアに添付のマニュアルをご覧くださ 
い。 

►再インストールをの作業 


再インストールが完了したら、必要に応じて次の作業を行ってください。 


領域の作成 

Windows のインストール中に HDD 領域を変更した場合、「未使用の領域」はその 
ままでは巧用できません。 Windows の「ディスクの管巧」で、領域の作成を行 
います。 

PFl p .179 「 HDD 領域レく ー テ ィシ ヨン）の作成手順 J 

ネツトワークの設定 

ネットワーク（有線 LAN ) や無線 LAN を使用する場合は、ネットワークへの接 
続を行います。 

巧 p .68 「ネットワーク（有線 LAN ) を巧う」 

[7^ P '73 「無線 LAN を使う」 
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バックアップしたデータの復元 

再インストールを行う前にバックアップしたデータを復元します。 
回が 70 「データのバックアップ」 


• Internet Explorer、Outlook Express の設定の復元 
•重要な データ 

バックアップ先のメディアなどから元に戻しまず。 


Windows Update 


再インストールを行うと、今までに行った 「 Windows Update 」 のプログラムが 
インストールされていない状態に戻ります。 

再インストール後にはじめてインターネットに接続する際は、必ず手動で 


Windows Update を行つてください。 
ド^ P -91 「Windows Update ] 
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こんなとをは 

困ったとさの確認事項や対処方法などについて説明します。 


r トラブルが発生したら」 . 144 

r 困ったとさに」 . 145 

r システム診断ツールを使ラ」 . 163 

r トラブル時に役立つ機能」 . 165 

r 警告メッセージ/警告音」 . 167 










トラブルび発生した 5 


本機をご使用時にトラブルが発生した場合は、次の場所から対処方法を確認し 
てください。 

• 困ったと去に 

トラブルが発生した場合の確語事項と対処方法を記載しています。 
r ^ p .145 「困ったときに」 


•とらぶる辭ミ夹ナビ 

当社ユーザーサポートページの「サポート情報検索」から、技術的なトラブ 
ルの解か方法をピックアップして収録していまず。 




ューヴーヴポートぺージ 

(uveh) 

ヴボート情巧ち果 

(web) 処 

トラブルびしなかった5 
<!) 

ユーザーボートベーソをを示しま 
す，庙 UT- ピス ■PF ライバタウン 
□ - H’ など1こついてもこち巧してい 
$す。 

民かのヴボート话巧モ盾おしていミ 
す. r と 6 んる«»了打でトラブ 
んがおみできない:！*合 fct ど1こ：: K< 

巧か， 

トラブルかお巧しなかったとさ1こご 
民< た3い.拉なのを涅 H い合 oe 
な□モこ果巧してい S す， 


PC お役立ち情ま 

缔 

と6ぶる括巧ナビ 

山 


則クているご该？リな，コンビュ ー9 

1こ肺る情巧モ纖してい去す。 

や卜5プ IKD お式方ぶモビックァッ 
プして) se し T います， 


r インフオメーシヨンメニュー」を 
開き、「と5ぶる解ミ夫ナビ」をク 
リックしまず。 




トラブルが起きた場合の対処の流れ 
を確認します。 


起こったトラブルに関する項目をク 
リックします。 

トラブルの詳細が表示された5、詳細 
項目をクリックし、対処ち法を確認し 
まず。 



サポート-サービスのご案内 

『サポート.サービスのご案内』（別冊）には、当社のサポートやサービスの内 
容が詳しく記載されています。 

困ったときや万一の場合に備えてご覧ください。 

















































困つたとをに 


困ったときの確認事項と対処方法を説明します。不具合が発生した攝合に参 
考にしてください。対処ち法が見つからない攝合は、「インフォメーション 
メニュー」の「とらぶる解決ナビ」や「サポート情報検索」もあわせてご覧く 
ださい。 



不具合が解消しない場合は 

対処を行っても不具合が解消しない場合は、『サポート.サービスのご案内』 
(別冊）をご覧になり、「カスタマーサービスセンター」までご連絡ください。 


不具合一覧 


コンピューター本体（起動時) . P .146 

•起動 . P .146 

•そのほか . P .1 己2 

コンピューター本体 . P .1 曰 3 

•省電力機能 . P -153 

•バッテ U - パック . P .1 己3 

• そのほか . P . 154 

記憶装置 . P .1 百曰 

• HDD . P .1 已已 

• メモ U - 力ード . P .1 己己 

入力装置 . P .1 曰 6 

•キーボード . P .156 

•タッチパッド . P .157 

表示装置 . P .158 

• LCD ユこツト . P .1 己8 

サウンド . P .159 

• 内蔵 スピーカー ..... P . 1己目 

ソフトウェア . P .1 己日 

•ソフトウェア . P .1 己目 

•インストール . P .1 目2 


ネットワーク、インターネット 


P .162 
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►コンピューター本な:の不具合（起動時） 

コンピューターが起動できないときのが処方法を説明します。 


起動時の不具合 

コンピューターが起動できない場合は、次の彰断を行い、を彰断結果に応じた 
作業を行ってみてください。 


診断結果 A 


スタート 


コンピュータの電源 
を入れる 


1：|> yes 

ク 



♦ NO 

画面に EPSON □ゴ 
が表示される 

♦ 

起動でさない 

皆 

診断おま A 

ク 




画面に Windows □ゴ 
が表示される 

♦ 

画面に エラー メッセ 
ージが表示される 

♦ 

起動でさない 

ク 

ク 


ク 

起動でをない 


起動でさない 


診断結果 B 


ク ク 


診が結ま D 診断結果 C 


かの作業を順番に行ってみてください。 

(1) 外付けディスプレーの電源を入れる 

外付けディスプレーを接続している場合は、外付けディスプレーの電源を 
入れ、画面が表示されるか確認してください。 


(2) コンピューターへの電源供給を確認する 

コンピューターへ■の電源供給に問題がある可能性があります。本機の電源 
を切ってから、コンピューターと AC アダプター、電源コードを接続しなお 
し、再度電源を入れ、問題が解みされるかどうか確認してください。 
バッテリーパックのみで使用している場合は、完全放電している可能性が 
あります。 AC アダプターを接続して使用してください。 
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(3) 周辺機器や増設した装置を取0外す 

プリンターやスキャナー、メモリーなど、ご購入後にお客様ご自身で増設 
された装置がある場合は、装置を取り外した状態で電源を入れ、問題が解 
決されるかどうか確認してください。 

(4) 電源保護回路を解除する 

過電流によってコンピューターが不安定になっている可能性があります。 
周辺機器/増設機器類（マウス、ディスプレーを含む）を外して電源コード 
を抜いたあと、1分程度放置し、問題が解かされるかどうか確認してくだ 
さい。 


診断結果 B 


次の作業を順番に行ってみてください。 


( 1 ) 周辺機器や増設した装置を取0外す 

プリンターやスキャナー、メモリーなど、ご購入後にお客様ご自身で増設 
された装置がある場合は、装置を取り外した状態で電源を入れ、問題が解 
決されるかどうか確認してください。 

(2) セーフモードで起動し、システムの復元を行ラ 

必要最低限の状態であるセーフモードで起動してみてください。 

巧 p .165 「セーフモードでの起動」 


セーフモードで起動できた場合は、「システムの復元」機能を使用してな前 
のコンピューターの状態に戻すことで、問題が解みできる可能性がありま 
す。システムの復元を行ってみてください。 

卜 3 d P .165 「システムの復元」 

(3) 前回正常起動時の構成で起動する 

セーフモードで起動できない場合は、前回正常起動時の構成で起動できる 
かどうかを確認します。 

1 . コンピューターの電源を入れます。 

2. 「EPSON」 と表示された6、 すぐに r ち1 を巧し、そのまま離さずにしば 
らく巧し続けます。 

3. 「Windows 拡張オプションメニュー」と表示された5、 m または m を 
巧して r 前回正當起動時の構成」を選択し、を巧します。 

4. 「オペレーティングシステムの選択」と表示されたら、起動する 0S を選択し 
て d 三厂|を巧します。 
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(4) 团 OS の設定を初期値に戻す 

BIOS の不整合が原因で問題が発生している可能性があります。 BIOS の設定 
を初期値に戻し、問題が解かされるか確認してください。初期値に戻す前に 
BIOS の設ををメモしておいてください。 

回 P .113 「LoadOptimal Defaults (初期値に戻す）」 


(5) Windows を再インス I ルする 

HDD 内に記録されている、起動部分のプロダラムが破損している可能性が 
あります。 Windows の再インストールを行って、問題が解かされるかどう 
か確認してください。 

FS P .125 「ソフトウェアの再インストール」 

診断結果 C 

まず、 Pap .167 「警告メッセージ/警告音」をご覧になり、メッセージに応じ 
て巧化してください。あてはまるメッセージがない場合は、下記をご覧になり、 
作業を行ってください。 


• rs . M . A . R.T Failure Predicted on HDD / WARNING : Immediately 
back-up your data and replace your HDD 」 とし、うメッセージび表术 
された場合 


(1) カスタマーサービスセンターへ連絡する 

HDD に問題がある可能性が考えられます。『サポート.サービスのご案内』 
ほり 冊）をご覧になり、カスタマーサービス七ンターへ■ご連絡ください。 


• roiSK BOOT FAILURE」 、 「Invalid system 出 sk」 、 「Missing 
Operating System 」、「 Opera 甘 n 巨 System Not Found」、「Reboot and 
Select proper Boot device …」などのメッセージび表示された場合 

かの作業を順番に行ってみてください。 

(1) USB 機器を取0がす 

USB FDD や外付け光ディスクドライブなどの USB 機器にメディアがセット 
されていたり、 USB 接続のフラッシュメモリーなどが接続されていたりす 
ると、 FD や光ディスクメディア、 USB 機器から OS を読み込もうとして、 
現をが発生する場合があります。 FDD や光ディスクドライブなどの USB 機 
器を取り外してから、コンピューターを起動して、問題が解みされるかど 
うか確認してください。また、 BIOS の 「BootJ メニュー画面で HDD の優先 
順位を FDD や光ディスクドライブなどの USB 機器よりも前に設定しておく 
ことで、 USB 機器を接続した状態でも、コンピューターを起動できるよう 
になります。 

ra P .117 「起動 （ Boot ) デバイスの順番をを更する」 
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(2) しば S く放置する 

急激な温度変化があった場合は、 HDD の表面が結露してしまっている可能 
性があります。乾くまで、しばらく放置しておいてから、再度電源を入れて 
みてください。 

(3) HDD の認識と接続を確認する 

BIOS で HDD を認識できていない可能性があります。次の手順で BIOS を確 
認してください。 

1 . BIOS Setup ユーティリティーを起動します。 

\ f ^ W \ p . l 08 「BIOS Se 叫) ユー ティリ ティーの起動」 

2. 「Advanced」 メニユー画面- riDE ConfigurationJ - fPrimary IDE Master」 
の表示を確認します。 

表示が [ HardDisk ] の場合、 HDD は正常な状態でず。続いて、下記 （4) 
(5) の作業を行ってみてください。 

「Not Detected 」、「 None 」 などと表示される場合は、 HDD が正常に認識さ 
れていません。『サポート•サービスのご案内』をご覧になり、「カスタ 
マーサー ビス七ンター」へご連絡ください。 

(4) 日 lOS の設定を初期値に戻す 

BIOS の不整合が原因で問題が発生している可能性があります。 BIOS の設定 
を初期値に戻し、問題が解決されるか確認してください。初期値に戻す前に 
BIOS の設定をメモしておいてください。 

ド弓^ P .113 r Load Optimal Defaults (初期値に戻す）」 


(5) Windows を再インスIルする 

HDD 内に記録されている、起動部分のプロダラムが破損している可能性が 
あります。 Windows の再インストールを行って、問題が解決されるかどう 
か確認してください。 

回 P .125 「ソフトウェアの再インストール」 

• そのほかのメッセージが表示された場合 


次の作業を順番に行ってみてください。 


(1) USB 機器を取0かす 

USB FDD や外付け光ディスクドライブなどの USB 機器にメディアがセット 
されていたり、 USB 接続のフラッシュメモリーなどが接続されていたりす 
ると、 FD や光ディスクメディア、 USB 機器から OS を読み込もうとして、 
現象が発生する場合があります。 FDD や光ディスクドライブなどの USB 機 
器を取り外してから、コンピューターを起動して、問題が解巧されるかど 
うか確認してください。また、 BIOS の 「BootJ メニュー画面で HDD の優先 
順位を FDD や光ディスクドライブなどの USB 機器よりも前に設をしておく 
ことで、 USB 機器を接続した状態でも、コンピューターを起動できるよう 
になります。 

ra P .117 「起動 （ Boot ) デバイスの順番を変更する」 
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(2) 周辺機器や増設した装置を取0かす 

プリンターやスキャナー、メモリーなど、ご購入後におを様ご自身で増設 
された装置がある場合は、装置を取り外した状態で電源を入れ、問題が解 
みされるかどうか確認してください。 

(3) BIOS の設定を初期値に戻す 

BIOS の不整合が原因で問題が発生している可能性があります。 BIOS の設定 
を初期値に戻し、問題が解巧されるか確認してください。初期値に戻す前に 
BIOS の設定をメモしておいてください。 

P .113 r Load Optimal Defaults (初期値に戻す)」 


(4) Windows を再インス I '―ルする 

HDD 内に記録されている、起動部分のプログラムが破損している可能性が 
あります。 Windows の再インストールを行って、問題が解巧されるかどう 
か確認してください。 

p .125 「ソフトウェアの 再 インストール J 

診断結果 D 

次の作業を順番に行ってみてください。 

( 1 ) 周辺機器や増設した装置を取0外す 

プリンターやスキャナー、メモリーなど、ご購入後にお客様ご自身で増設 
された装置がある場合は、装置を取り外したが態で電源を入れ、問題が解 
決されるかどうか確認してください。 

(2) セーフモードで起動し、常駐ソフトを停止したり、システムの復元を行ラ 

必要最低限の状態であるセーフモードで起動してみてください。 
p .165 「セーフモードでの起動」 

セーフモードで起動できた場合は、常駐ソフト（システム稼動中、常に稼 
動しているソフト）を一時的に停止させることで問題が解かするかを確認 
してください。 

常駐ソフトを停止する手順は次のとおりです。 

1. [スタート]-「ファイル名を指定して実行」を選択します。 

2. r ファイル名を指定して実行」画面が表示されたら、 r 名前」に rmsconfigj 
と入力して、 [ OK ] をクリックします。 

3. 「スタートアップ」タブをクリックし、一覧か 5 問題の原因となっている巧 
能性のある項目（常駐ソフト）のチェックを外し、に。をクリックします。 

4. r 再起動する必要があります」といラメッセージが表示されたら、[再起動] 
をクリックします。 

日. Windows 起動時に、「開始ち法を変更しました」というメッセージが表示さ 
れた5、「このメッセージを表示しない」にチェックを入れて、 [ OK ] をク 
リックします。 

常駐ソフトが原因ではなかった場合は、外したチェックを元に房してく 
ださい。 
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常駐 ソフトの 停止で問題が解消しない場合、 「システムの 復元」を行って み 
てください。 な 前のコンピューターの状態に戻すことで、問題が解みでき 
る可能性があります。 
cap .165 「システムの復元」 


( 3 ) 前回正常起動時の構成で起動する 

セーフモードで起動できない場合は、前回正常起動時の構成で起動できる 
かどうかを確認します。 

1 . コンピューターの電源を入れます。 

2. 「 EPSON 」 と表示された5、 すぐに を押し、そのまま離さずにしば 
6 く押し続けます。 

3. 「 Windows 拡張オプションメニュー」と表示された5、 m または m を 
押して、「前回正常起動時の構成」を選択し、を押します。 

4. 「オペレーティングシステムの選択」と表示された S 、 起動する日 S を選択し 
て、 fTH を押します。 


( 4 ) Windows を再インストールする 

HDD 内に記録されている、起動部分のプロダラムが壊れている可能性があ 
ります。 Windows の再インストールを行って、問題が解かされるかどうか 
確認してください。 

rs P .125 「ソフトウエアの再インストール」 
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起動時の不具合（そのほか） 

現象 

起動時に次のよラにパスワードの入力が要ボされる。また、パスワードを入 
力してち起動しない。 

Enter Password: 


Hard Drive locked, enter password: 


5 奮認と対処 

•「BIOS Setup ユーテイリテイー」の 「 Security 」 メニユー画面でパスワード 
を設をしてあります。正しいパスワードを入力してください。 

FS P.108 「BIOS Setup ユーテイリテイーの操作」 
r'lM p . l 22「 Security メニュ ■ —画耐 


•パスワードを正しく入力しているか確認してください。し NumLk ) の状態により 


一部のキー 

ra P.40 


が数値キーとして働きます。 
「キーボードを使う」 


•パスワードをちれてしまった場合には、『サポート.サービスのご案内』を 
ご覧になり、カスタマーサービスセンターまでご連絡ください。 


現ま 


起動時に、 Windows を選択する画面が表おされる （Windows が2つになつ 
てしまつている）。 


5奮認と対処 

• Windows の再インストールの隙に手順を間違ったと考えられます。 

再度、手順どおりに Windows の再インストールを行ってください。 

ポイントとなる手順は、次のとおりです。 

• P.132「 WindowsXP のインストール」の手順5では必ず 「 NTFS ファイルシ 
ステムを使用してパーテイシヨンをフォーマット」を選択する。 
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►コンピユーター本巧の不具合 

コンピューター本体の不具合と巧処方法を説明します。 

省電力機能に関する不具合 

現ま 


正し<省電力状態に移行でさない。または省電力状態か5復帰でさない。 


5產認と対処 

■使用しているソフトウエアや常胜ソフト、増設している周辺機器の影響によ 
り省電力機能が正常に働かない可能性があります。ソフトウエアの削除や常 
駐ソフトの解除、周辺機器の一時的な取り外しを行い、省電力機能が正常に 
働くか確認してください。 

•バッテリ ー 残量が少なくなり、本機が省電力状態に移行した場合は、 AC ア 
ダプターを接続してから復帰させてみてください。 


•省電力か態から復帰できない場合は 、 rcw | + 。け 1 + 阮 ete~l を押して本機を 
再起動してください。ただし、省電力状態に移行する前に作成した未保存の 
データは、すべて消失します。 

■ぞ電力状態でメモリーカードや USB 機器などを抜き差しすると、正しく 
復帰できません。 [ 畑 ] + [ Alt ] + [Deletel を押して、本機を再起動してくださ 
い。ただし、省電力状態に移行する前に作成したホ保存のデータは、すべて 
消失します。 

バッテリーパック使用時の不具合 

現象 


充電されない。 


確認と対処 

•バッテリー パックが正しく装着されているか確認してください。 

• 充電時にバッテリー巧電ランプが点灯しているか確認してください。点なし 
ていない場合は、電源コンセントに電源が供給されているか確認してくださ 
い。ほかの電気製品を電源コンセントに接続してください。 
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現象 


充電中に充電ランプが点灯してち、正しく充電されていない、または、充電 
樹こバッテ U -充電ランプが消口しても、バッテ U -が充電されていない。 


5產認と対処 

■ 10でな下のイ臣溫環境で巧電した場合、正しく巧電されていない可能性があり 
ます。この場合は、10でな上の暖かい環境でバッテリーと AC アダプターを 
接続しなおし、再度、巧電してみてください。 

不具合が解消しない場合は、『サポート•サービスのご案内』側刪をご覧 
になり、カスタマーサービスセンターまでご連絡ください。 


現ま 


すぐにバッテ U —が終わつてしまラ。バッテ U -での使用可能時間が短い。 


5產認と対処 

•バッテリーが寿命に達したと考えられます。巧しいバッテリーと交換してく 
ださい。なお、使用巧みのバッテリーは、巧をのちをでリサイクルしてくだ 
さい。 

广 W 。'32「バッテリーの交換」 

P 3 I P .35 「ィま用済みバッテリーの取りない」 


そのほかの不具合 
現ま 


八ングアップしてしまい、何ち反応しない。 


お認と対処 

•応答のないソフトウェアを「タスクマネージャ」で強制終了させます。 
それでもソフトウェアを終了させることができない場合には、5ゆな上電源 
スイッチを押して本機の電源を切ってください。 

尸司 | p .21 レ、ングアップしたときは」 


現象 


「BIOS Setup ユーティ U ティー」の情報、日付、時間などの設定が変わつ 
てしまラ。 


5奮認と対処 

■本機内部のリチウム電池の残量が少なくなり、 BIOS のデータを保持できな 
くなっている可能性があります。『サポート.サービスのご案内』をご覧に 
なり、カスタマーサービス七ンターまでご連絡ください。 
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►記憶装置の不具合 

記憶装置の不具合と対処ち？去を説明します。 


HDD の不具合 
現ま 


HDD 容量が Windows 上で、少なく表示される。 


5產認と対処 

•本機に搭載されている HDD 容量を Windows 上で確認すると、少なく表示され 
ます。 

これは、 Windows 上では容量を計算や表示する場合に「2進法」 （0 と1の2つ 
の数字を用いる表記を）を使用しているのに対して、 マニュアルでは HDD な 
どの仕様を表記する際に用いられている「10進'法」 （0 〜9の数字を用いる表 
記を）を使用していることによる違いです。 

2進法で表記した 1 KB (キロバイト）は 「1024 ByteJ になるのに支ホし、10進 
法で表記した場合には「1000 Byte 」 となります。そのため、 Windows などの 
OS 上で表示される HDD 容量は、マニュアルに記載されているを量よりも少 
なく表示されます。 


現ま 


HDD か SWindows が起動しなし、 


確認と対処 

■ BIOS の 「BootJ メニュー画面で起動時の HDD の順番が正しく設をされてい 
るか確認してください。 

rS p .108 「BIOS Setup ユーティリティーの 操作」 

P.121 「 Boot メ ニュー画面」 


メモリーカードの不具合 
現象 


メモ U - 力ードを装着してち使用でさない。 


確認と対処 

■本機で使用可能なメモリーカードかどうか、メモリーカードが スロッ トの仕 
様に対応しているか確認してください。 
ra P '48 「本機で{ま用できるメモリーカード」 

■ メモリーカードスロットにカードが正しく装着され、認識されているか確認 
してください。 

r ^ p .49 「メモリーカードのセットと取り外し」 
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►入力装置の不具合 

入力装置の不具合と対処方法を説明します。 

キーボー ドの不具合 
現象 


どのキーを巧してち応答がない。 


5奮認と対処 

•タッチパッドを操作してください。タッチパッドで操作できる場合もありま 
す。 


• ソフトウェアが時間のかかる処 a を実行している可能性もあります。しばら 
く待ってみてください。 

•ソフトウェアがハングアップしている可能性もあります。しばらく待っても 
反応がない場合は、「タスクマネージャ」でソフトウェアを終了してください。 
P .21 レ、ングアップしたときは」 


現ま 


キートップにある文字や記号が入力でさない。 


5奮認と対処 

•直接入カモードで日本語を入力することはできません。日本語入カモードに 
切り替えてください。 

FS P.41 「文字を入力するには」 

現象 

向口 と。。、ち側の臣 iD が動作しない。 


お認と対処 

• キーの機能を変更している可能性があります。 


< fctrl I と (Fn ] が機能しない場合> 

BIOS の設をで、 「 Advanced 」 メニュー画面の 「Exchange L-Ctrl & Fn keyj が 
rEnabled ] になっていないか確 f をしてください。 
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<右側のが機能しない場合> 


BIOS の設定で 、 「AdvancedJ ブニュ, —画面の 「Exchange R-Alt & Win App keyJ 
が rEnabled ] になっていないか確認してください。 


rS P.44 「入カキーの機能変更」 

-'| p '108 「BIOS Setup ユーティリティ- 
[ p . l 20 「Advanced メニュー画面」 


-の操作」 
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タッチパッドの不具合 

現ま 


ポインターの動さが悪い。 


確認と対処 

■手がぬれていたり、湿気を帯びていたりしていると、動きが悪くなります。 

■ LCD ユニットを長時間閉じたままにしていた場合や、 f ま用環境により湿をや 
温度の急激なを化があった場合に正常に動作しなくなることがあります。一 
度電源を切って入れなおしてください。 

• タスクトレイのタッチパッドアイコンをダブルクリックして表示される「マ 
ウスのプロパティ」画面で、ポインターの動作の設定を変更してみてくださ 
い。 

\ rT \ P .38 「タツチパッドの設定を更」 


現象 


ポインターが動かない。 


5奮認と対処 

•タツチパツドが〇印になってレ、なレ、か確認してください 。 [Fn 1 +[ F 9 1 ( g/x ) 
を押してみてください。 
rS P .37 「タッチパッド機能を OFF にする」 


• ソフトウエアが時間のかかる処 a を実行している可能性もあります。しばら 
く待ってみてください。 


■ソフトウエアがハングアップしている可能性もあります。しばらく待っても 
がない場合は、「タスクマネージャ」でソフトウエアを終了してください。 
[ p .21 レ、ングアップしたときは」 


反応が 

巧] 


現象 


スク□-ルがでさない。 


確認と対処 


I スクロールの ホをは、 コンピューター によって異なる場合があります。 

本機では、タッチパッド右端の上ちまたは下巧を指で触れるだけでスクロ- 
ルが可能です。 指を上下に動かす必要はありません。 

).37 「スクロール」 

.クロールをイま用するには、設定が必要です。 

I P .38 「タツチパッドの設を変更」 


rap.3 ： 

左右の ス: 
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困ったとさに 


►表示装置の不具合 

表示装置の不具合と対処方法を説明します。 

LCD ュニットの不具合 
現象 


LCD 画面に何ちまおされない。 


5產認と対処 

•外付けディスプレーを接続している場合は、外付けディスプレーの電源を入 
れ、画面が表示されるか確認してください。 


•画面の巧るさを調節してください。こご ( 来 ）/I Fn 1+1 F 6 U 打) 
で調節できます。 

ra が4 「LCD ユニットの 調整」 

•バックライトが消灯していないか確認してください。 r ^+ r ^ (画/ X ) 
を押してみてください。 

P.54 「バックライトの消灯」 

•省電力が態になっている可能性があります。キーボードまたはタッチパッド 
を操作してください。 

Fa P .1 Q 3 「省電力状態から復帰する」 

•バッテリー使用時に、バッテリー残量が低下してそのまま放置すると、スタ 
ンバイに移行します（購入時の設を)。 AC アダプターを接続してから復帰し 
てください。 

• コンピューターの 電源を切ってから20ゆな内に電源を入れると、 システム 管 
理機能が電源を異常と判断する場合があります。一度電源を切って、20秒な 
上待ってから電源を入れてみてください。 

•警告ま（ビープ音）が鳴った場合は、起動時の自己診断テストにて異常が発 
見された可能性があります。警告を（ビープま）の回数をメモして、『サポー 
卜.サービスのご案内』（別冊）をご覧になり、テクニカルセンターまでご 
連絡ください。 

ra p .167 「警告メッセージ/警告音」 
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現ま 


画面がち5つ<。 


確認と対処 


I LCD 画面が明るくなったり、暗くなったりしてちらつく場合には 、 BIOS Setup 
-ティリティー 画面でも同様の現象が発生するか確認して、『サポート- 
-の ご案内』 を ご覧に なり、 テクニカルセンターまで ご連絡ください。 
.108 「BIOS Setup ユーティリティーの 操作」 


サービス ( 

r^p.K 


►サウンドの不具合 


サウンドの不具合と巧処方をを説明します。 

内蔵ステレオ スピーカーの 不具合 
現ま 


システムは正常に動作しているのに音が鳴5ない。 


確認と対処 

• 内蔵ステレオスピーカーの音声出力音量が小さくなっている、またはミュー 
卜になっている可能性があります。ボリュームを調節してください。 

わ W p '63 「音量の調節」 

►ソフトウェアの不具を 

ソフ トウ ェアの 不具合と対処ちをを説明します。 

ソフトウエアの不具合 
現ま 


ソフトウェアの使用中に突然停止（八ングアップ）した。 


確認と対処 

• 過度の電源ノイズ、瞬時電圧化下などが発生した可能性があります。電源ノ 
イズによる現象には、 ディスプレーの ノイズ、 システムの 再起動、停止レ、 
ングアップ）などが含まれます。ソフトウェアを再度実行してみてください。 

■ケーブルの接続不良や、キーボード内のゴミやホコリ、電源の出力不安定、 
またはそのほかの部品の不良によって不具合が発生する場合があります。点 
検を行ってみてください。 








困ったとさに 


• HDD に対するデータの読み書きの最中に振動が加わると、システムが停止レ、 
ングアップ）する場合があります。 

•応答のないプログラムを強制終了してから、コンピューターを再起動してく 
ださい。 

P .21 レ、ングアップしたときは」 


現ま 


ソフトウェアやプ□グラムが停止し、「データ実行防止」画面がまおされた。 


5奮認と対処 

•七キュリティーソフトウエアで、ウイルスの検索.駆除を行ってください。 
それでも問題が解みしない場合は、『サポート.サービスのご案内』をご覧 
になりテクニカルセンターまでお問い合わせください。 


現象 


ソフトウエアが起動しない。 


5奮認と対処 

• ソフトウエアの起動に必要とされるシステムリソース（メモリー容量や HDD 
の使用可能なを量など）が整っているか確認してください。エラーメッセー 
ジなどが表示される場合は、ソフトウエアのマニュアルを参照して必要な巧 
処を行ってから、再を起動してみてください。 

•ソフトウエアを正しいホをでインストールした力\ソフトウエアの起動手順 
を正しく実行しているか確認してください。 

•実行しようとしているディレクトリーが正しいか確認してください。外付け 
光ディスクドライブなどの USB 機器から起動しようとしている場合は、ドラ 
イブやディレクトリーの指をが正しく行われているか確認してください。 

•ソフトウエアの巧用許諾を受けていない場合（違法コピーなど）、ソフトウエ 
アが動作しないことがあります。ソフトウエアの正式版を使用してくださ 
い。 

•ソフトウエアの使用方法をもう一を確認してください。それでもソフトウエ 
アの不具合が解みできないときは、ソフトウエアの販売元にお問い合わせく 
ださい。 
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現ま 


Internet Explorer の使用時に「警告」（情報パ'-)画面が表示される。 


確認と対処 

•購入時の Internet Explorer は、セキュリティー強化のために、意図しないプロ 
グラムや実行ファイルのダウンロードについて警告するよう設定されてい 
ます 。 Internet Explorer 使用時、情報バーに警告が表示されたら、情報バーを 
クリックして表示された項目から、適切な対処を選択してください。 


現象 


Outlook Express で HTML メールの画像が表示されない、または添付ファ 
イルが開けない。 


確認と対処 

■ メール添付のフアイルや送信元の不明なメールによるウイルスの侵入から、 
コンピューターを保護するための設定が購入時にされています。 

HTML メールの画像を見る場合は、送信元を確認して、件《の下にある情報 
バーをクリックします。 

添付ファイルについての設定は、次の場所で確認できます。 

Outlook Express の[ツール]-「オプション」一「セキュリティ」タブー「ウ 
イルスの可能性がある添付ファイルを保存したり開いたりしない」 


現ま 


インストールしたネットワークアプ U ケーシヨンが動作しない。 


巧認と対処 

• ファイアウォールが有効に設定されていると、ネットワークアプリケーシヨ 
ンが正常に動作しない場合があります。 

詳細に ついてはソフ トウエアの販売元にお問い合わせください。 
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インス! — ル時の不具合 

現象 


Windows の再インス I ルがマニュアルどおりにでさない。 


5產認と対処 

■本書のインストール手順は購入時のシステム構成を前提にしています。イン 
ストールは、 BIOS の設定とシステム構成を購入時の状態に戻して行うこと 
をおすすめします。 

•本書のインストール手順は、 HDD のフォーマツト後に行うことを前提に記載 
しています。それな外の場合は、手順が異なることがあります。不明な点は 
『サポート.サービスのご案内』（別冊）をご覧になり、テクニカルセンター 
までお問レ、合わせください。 

•インストール方をに関する最新情報を記載した紙類が添付されている場合 
があります。捆包品を確認してみてください。 


現ま 


Windows XPU カバ UCD をが付け光ディスクドライブにセツトして再起 
動しても 、 「Press any key to boot from CD 」 とまおされない。 


5 產認と対処 

■外付け光ディスクドライブの起動の順番を HDD よりも後ろに設定している 
可能性があります 。 「BIOS Se 扣 P ユーティリティー」を実行し、起動デバイ 
スの順番をを更してください。 

回 P.131 「 BIOS のま示を確認する」 

►ネットワーク、インターネットの不具を 


ネットワーク（有線 LAN 、 無線 LAN )、 インターネットの不具合と巧処方をは、 
「インフォメーションメニュー」一「とらぶる解みナビ」をご覧ください。 
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I システム診断ツ^ルを使ラ 


システム 診断■ツールを巧うと、本機の調子が悪いときに、どのハードウェアが 
不具合の原因かを診断することができます。 

►システム診断 ツールの 種類 


システム診断ツールには、次の2つの種類があります。 

• Windows 上で起動するシステム診断ツール 

Windows 上でシステム診断を行うことができます。 Windows を起動できる場 
合に使用します。 

購入時は、本機にあらかじめインストールされています。 

• CD か6起動するシステム診断ツール 

Windows が起動できない場合に、外付け光ディスクドライブを接続し、「ド 
ライバー CDJ からツールを起動してシステム診断を行います。 

本機の廃棄時に HDD 内のデータを消去することもできます。 
rs P .183 「コンピューターを廃棄するときは」 

►システム診断を実行ずる 


本機の調子が悪いときに、システム診断をして原因を確認します。 Windows を 
起動できる場合とできない場合で、システム該断の実行ホをは異なります。 

Windows を起動できる場合 

Windows 上で システム 診断を行います。 

実行ホ法は、次のとおりです。 

1 デスクトップ上の r システム診断ツール」アイコンをダブルクリックします。 


シス潍化 

<システム診断ツールアイコン> 

艺 「システム診断ツール」画面が表示された6、診断したい項目名をクリック 
しまず。 

該当項目の彰断が開始します。 

[診が項目を選択する]を選択した場合は、診断項目を選ぶことができます。 
実行ホを の 詳細は、システム彰断 ツールのヘルプを ご覧ください。 

3 診断が終了した5、診断結果を確認します。 

「異常が検出されました」の画面が表示された場合は、該当項目に不具合が 
ある可能性があります。画面の内容を確認してください。 

問題が解みされない場合は、ヘルプまたは『サポート .サービスの ご案内』 
ほり 冊）をご覧になり、テクニカルセンターまでご連絡ください。 
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システム診断ツールを使ラ 


Windows を起動できない場合 

「ドライバ ー CD 」 からシステム診断ツールを起動します。 

実行ホをは、次のとおりです。 

1 本機の電源を入れ、ドライバ ー CD をが付け光ディスクドライブにセットし 
ます。 

2 ( Ctrl 1 + ( Alt ] + [Delete] を巧します。 

コンピューターが再起動します。 

3 黒い画面の中央に 「 EPSON 」 と表示され、消えた後 、 「Kernel Loading . 

Press any key to run PC TEST 」 と表示された6、どれかキーを押しま 
ず。 

システム診断ツールが起動し、自動的に診断を開始しまず。 

4 診断び終了した6、診断結果を確認しまず。 

け」が表示された場合は、表示された項目に不具合がある可能性がありま 
す。『サポート.サービスのご案内』をご覧になり、テクニカルセンターま 
でご連絡ください。 

5 光ディスクドライブか5ドライバ ー CD を取り出し、電源を切りまず。 

これでシステム診断■は完了です。 
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I トラブル時に役立つ機能 


ここでは、トラブルが発生した場合に役立つ Windows の機能について説明しま 
す。 

►セーフモードでの起動 


コンピューターが 起動できな レ 、場合や、 デイ スプ レーで 表示できな レ 、解像をを 
選択して表示ができなくなってしまった場合などには、 セーフモー ドで起動し 
てみてください。 

セーフモードで起動するホをは、次のとおりです。 

1 本機の電源を切り、20砂程放置してか5、電源を入れまず。 

2 EPSON と表示された5、 ずぐに を巧し、そのまま離さずにしば5く 
巧し続けまず。 

3 「 Windows 拡張オプションメニユー」が表示された5、「セーフモード」を 
還択し、厂; n を巧しまず。 

4 「オペレーテイングシステムの還択」と表示された6、起動ずる 0 S を還巧し 
て〇三を巧しまず。 

セーフモードで起動できた場合は、不具合に巧する巧化を行ってください。 

►システムの復元 


本機の動作が不まをになった場合、「システムの復元」を行って Windows をな前 
の状態（復元ポイントを作成した時点の状態）に戻すことで、問題が解みでき 
ることがあります。 

復元ポイントは通常、ソフトウェアのインストールなどを行った際に、自動的 
に作成されますが、手動で作成しておくこともできます。 


システムを復元する 

システムを復元ポイントのが態に戻す方法は次のとおりです。システムの復元 
を行う前に、 HDD のデータをほかのメディアにバックアップしておくことをお 
すすめします。 

1 [スター ト]- 「ずべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「システムツー 
ル」一 「システムの復元」を還択しまず。 

2 「システムの復元」び表示された5、「コンピュータを!•ソ前の状態に復元ず 
る」を選択し、[次へ]をクリックしまず。 
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トラブル時に役立つ機能 


3 「復元ポイントの還択」と表示された5、復元ポイントを還択しまず。 

復元ポイントのある日が、カレンダーに太字で表示されます。まず日付を選 
択し、次に画面右側の復元ポイントの一覧から復元ポイントを選択して、[次 
へ]をクリックします。 

4 「復元ポイントの還択の確認」と表示された5、[次へ]をクリックします。 

Windows が再起動します。 

5 再起動後、 r 復元は完了しました」と表示された5、 [0 K ] をクリックします。 

これでシステムの復元は完了です。 

復元ポイントを手動で作成する 

復元ポイントを手動で作成するホをは次のとおりです。 

1 [スタート]-「すべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「システムツー 
ル」一 「システムの復元」を還択しまず。 

I 「システムの復元」画面び表示された5、「復元ポイントの作成」を還択し、 
じ夕へ]をクリックしまず。 

ゴ「復元ポイントの作成」と表示された5、 r 復元ポイントの説明」に説明を入 
力し、[作成]をクリックしまず。 

4 「新しい復元ポイント」と表示された5、[閉じる]をクリックしまず。 

これで復元ポイントの作成は完了です。 
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I I 警告メッセージ/警告音_ 

本機は、起動時に自己診断テストを行い、内部ハードウェアの状態を彭断します。起動時にな下の警告 
メッセージが表示されたり、警告音（ビープ音）が鳴ったりした場合は、な下のを対処を行ってくださ 
い。処置を行ってもなおらない場合は、『サポート.サービスのご案内』（別冊）をご覧になりテクニカ 
ル七ンターまで ご連給ください。 

警告メッセージ 


メッセージ 

説明と対処ち法 

Reboot and Select proper Boot device or 
Insert Boot Media in selected Boot device 
and press a key 

• ブートデバイスにシステムがない場合は 、 「BIOS Setup ユーティ 
リティー」一 「 Boot 」 メニュー画面一 「Boot Device Priority 」 で、 
システムの入ったデバイスを割り付けてください。 

• ブートデバイスにメディアが挿入されていない場合は、シス 
テムの入ったメディアをブートデバイスに挿入してくださ 
い。 

CMOS Battery Low 

バックアップ用電池の容量が不足して 、 CMOS RAM の内容を 
保持できません。テクニカルセンターまでご連絡ください。 

CMOS Checksum Bad 

CMOS の設定が正しく行われていません 。 BIOS Setup ユー 
ティリティーを起動して、 「 Exit 」 メニュー画面一 「Load 
Optimal Defaults 」 を選択してください。 

CMOS Date/Time Not Set 

日付と時間の設定が正しく行われていません 。 BIOS Setup 
ユーティリティーを起動し、日付と時刻の設定をなおしてか 
ら 「 Exit 」 メニュー画面一 r Save Changes and ExitJ を選択し 
てください。 


警告音（ビープ音) 


警告音の回数 

警告の内容 

説明と対処ち法 

1 

Memory reiresh 

rimer error 

メモリーリフレッシュが正しく行われていません。メモリー 
交換を行った攝合は、もう一度取り付けなおしてください。 

3 

Mam memory read / 
write test error 

メモリーの読み込み、書き込みが正しく行われていません。 
メモリー交換を行った攝合は、取り付けなおしてください。 

6 

Keyboard controller 
BAT test error 

キーボードが正しく機能していません。テクニカルセンター 
までご連絡ください。 

7 

General exception 

error 

メモリー、キーボードが外のシステムが正しく動作していま 
せん。テクニカルセンターまでご連絡ください。 

8 

Display memory 
error 

ビデオメモリーが正しく動作していません。テクニカルセン 
ターまでご連絡ください。 
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付録 

お手入れ方まや HDD 領域の作成方法、仕様などについて説明します。 


r お手入れ」 . 169 

r データのバックアップ」 . 170 

r 電子マニュアルのダウン□ー ド」 . 172 

「 HDD 領域（ドライブ）の分割•変更•作成」 . 173 

r リチウム電池の交換」 . 182 

r コンピューターを廃棄するときは」… ... 183 

r 機能仕様一覧」 . 185 









I ぉ手入れ 


本機は精密な機械です。取り扳いに注意して、定期的にお手入れを行ってくだ 
さい。 


制限 


お手入れは、本機の電源を切った状態で行ってください。 


►本機のお手入れ 

本機のお手入れ方をについて説明します。 


外装 

コンピューター 本体の外装の汚れは、柔らかいホに中性洗剤を適度に染み込ま 
せて、軽く巧き取ってください。 


ft 

制限 


LCD 画面 


■本機をたたいたり、硬いちのでこすったりしないでください。変形やキズ、破 
損の原因とな0ます。 

■ベンジン、シンナーなどの溶剤を使わないでください。変色や変形の可能性 
があ0ます。 


LCD 画面は乾いたホやテイッシュペーパーなどで巧いてください。水や洗剤な 
どは使わないでください。 
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I データの バックアップ 


Windows を再インスト ■ —ルすると、 Windows がインスト ' —ルされるドライブ （C 
ドライブ）に保存しているデータはすべて消去されます。 Windows を再インス 
トールする前に、必要なデータのバックアップを取っておいてください。 

►バックアップ方法 


C ドライブ内の「マイドキュメント」や Internet Explorer の「お気に入り」など、 
HDD 内のデータをバックアップする方法やバックアップしたデータを復元す 
る方法は、本機の「インフォメーションメニュー」にある 「 PC お役立ち情報」 
と「とらぶる解かナビ」で詳しく紹介しています。 

「 PC お役立ち情報」か5見る 

バックアップホをや復元方法は、次をご覧ください。 

「インフォメーシヨンメニユー」 一「 PC お役立ち情報」一巧全にまむして 
使おラ！」項目の「バックアップ」 



見たい情報を 
ク U ック 


<画面の内容は予告なく変更される場合びあ D まず> 
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r と！5ぶる解巧ナビ」か！5見る 

バックアップ方法や復元ホをは、次をご覧ください。 


r インフオメーシヨンメニユー」 一 「と5ぶる解巧ナビ」一「よくある質問」 
項目の「こち5」をクリックしまず。 



ソ- - 〇 • 留 々/ け* ホ 細: A 0 巧 ：> ィ回 〇 ' 进 

P トレスの） [C が loeram File 巧む功 n Dree 巧 EDlnfoMenrf じ _nav ぶ ndexhtn <ここ巧ら JWaid なま v 百 巧占） 


goo • V | - B 国里 H 英柏因- ' 

Norton > 田: |〇卜]， g □ヴ ■ o ' 



エ;?Vンブイ卜で S. わ吉3^当化お占をお化いただ< 牛■でをな;トラ式りこ H し腺の手の）と y が鲁田巾居 □sms ご用化て約去す•トラブル 
がちちした阁 } •«£ のキ川巧を巧こ巧をさ巧ってひ;み1。 


"画"…1 

’さけ出に SMS れている 
FA03 ンサンツ S* ■す6 


「7ニュアルび甘一れ 
触風®-て 
し々マニ i アルり，トラ > 

力の。処方法などを 

1巧したりーコレット S 
こか'口3巧す. 

「ヴポート1店宙抬宝か 

ら技卸膊 ttM やトラ 
力式ち法化ツ 
巧V九て’ 

S す。 

こ！* Al に。たお5 の〜な$行•つてホ 

1：■する最 Wrt«>p 巧な!•拥奇主当社 

• BDS’ ドラ-!■バなどを • 至□去で幻 au を〇サ 

ユーザーヴ#ートべ 化ろ、 

—ジで g なしてち >JS 
す. 


よ < ある育田 


ち客場か6偽せ t むだく档会の引ピ'百 f = S 巧めました。 

ご白,の阳ぺかことゥ»た LA トラカ KW 化;ちなどのコンテンツが: 


4 _ バイ X /ビバ 



r こち5」をク 
リックします。 


<画面の内容は予告なく変更される場合びあります> 


2 「よくある質問」び表示されまず。 



見たい情報を 
ク U ツク 


<画面の内容は予告なく変更される場合があります> 






































I 電子マニュアルのダウン n—jf 


当社の ユーザー サポートページからは、お使いのコンピューターの電子マニュ 
アル （ PDF など）をダウンロードすることができます。 

電子マニュアルのダウンロー ドは、次の場所から行います。 

「インフオメーシヨンメニユー」 一 「ユーザーサポートぺージ （ web ) 」 一 
「ダウン□—ド」一「マニュアル」 



製造番号を 
入力して検索 


<画面の内容は予告なく変更される場合があります> 

►ダウン□ー ドでをるそのほかのデータ 


「ューザー サポート ページ （ web ) 」_「ダウンロード」からは、次の データ も 
ダウンロードすることができます。必要に応じてご利用ください。ダウンロー 
ドできる データは お使いの機種により異なります。 

• 最新の日 lOS 
• ドライバー 
• ユー テイリテ イー 
• お問い合わせ情報 
•壁紙 
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HDD 巧巧（ドライブ)の分割•変更•作成 


ここでは、 HDD 領域（ドライブ）を分割•を更して使用する方法について説明 
します。 


► HDD 領域を分割して使用ずる（概動 


HDD 領域（ドライブ）の分割 

HDD 領域は、いくつかに分割して、それぞれ別々のドライブとして使用するこ 
とができます。 

HDD を分割したひとつひとつを 「 HDD 領域」またはレくーテイシ ヨン」 とも言 
いまず。 

また、 Windows で使える HDD 領域が、「ドライブ」になります。 

く1台の HDD を分割する> 

例：1つの HDD 領域 （ C ドライブ）を、2つの HDD 領域 （ C ドライブと D ドライ 
ブ）に分割します。 


C ドライブ 



C ドライブ 

□ドライブ 



HDD 領域（ドライブ）のサイズの変更 

すでに分割されている HDD 領域のサイズ俊量）を変更することもできます。 

<ドライブのサイズを変更する> 

例： C ドライブのサイズを大きくします。 


C ドライブ 

D ドライブ 



巳ドライブ 

D ドライブ 



この場合は、 C ドライブと D ドライブを削除して、分割しなおす必要があります。 
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HDD 領域 （ ドライブ）の分割- 変更 .作成 


► C ドライブを分割-'変更ずる 


C ドライブ分割のメリットとデメリット 

C ドライブを分割すると、次のようなメリット•デメリットがあります。 

C ドライブを分割する場合は、これらをよく理解した上で行ってください。 


• メリット 

HDD 領域を分割してデータの保を先を分けておくことで、リカバリー時に最 
小限の作業で元の環境に復帰することができまず。 


< HDD 領域が1つの場合> 


Windows 



\\ I // 



フオーマットを 



リカバリーを 


リカバリー ( Windows の再インストール）を行うと、 C ドライブのデータは 
すべて消ちされます。 


< HDD 領域を分割した場合> 
Windows 





たとえば、 Windows やソフトウェアは C ドライブに、作成したデータなどは 
D ドライブに保存しておきます。 

この状態でリカバリー ( Windows の再インストール）を行うと、消ちされる 
のは C ドライブのみとなるため、 D ドライブのデータは、リカバリー後、す 
ぐにそのまま巧用することができます。 


(HTL HDD が分割されている状態でリカバリーを行うときは、万一に備えて C ドライ 
じぉぶプな外のドライブの襲なデ-夕をバックアップしてくださし、 
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• デメリット 

• 〔ドライブ （ Windows の入っているドライブ）の分割を行うには、リカバ 
リー （ Windows の再インストール）が必要です。 

• HDD 領域を変更すると、変更したドライブ内のデータはすべて消まされ 
ます。 

- HDD 領域を分割して使用すると、それぞれ分けられた領域の最大を量ま 
でしか{ま用できないため、それぞれの領域により、容量が制限されます。 

C ドライブの分割-変更の流れ 

C ドライブの分割•変更は、リカバリー ( Windows の再インストール）中に行い 
ます。サイズ（容量）を変更するには、まず変更するドライブを削除してから 
サイズを指定して再作成します。 

C ドライブが外のドライブの変更方法は、 ra に177 「 C ドライブな外のドライ 
ブを作成.変更する」をご覧ください。 


fk 

制限 


ドライブを分割-変更すると、分割-変更したドライブ内のデータはすべて消去 
されます。必要に応じてバックアップを取っておいてください。 

I と勇 = P .170 「データのバックアップ」 


C ドライブの分割-を更の流れは次のとおりです。 

作業は P 3 p .176 「 C ドライブを分割-変更する」に従ってください。 


Windows インス I ル中に、 C ドライブを削除ずる 

削除したドライブは「ホ使用の領域」になります。 




C ドライブじ(外のドライブを削除ずる 

HDD が分割されている場合に、ほかのドライブを削除 
して「未使用の領域」を増やすことができます。 



未使用の領域に新しい容量を指定して、 C ドライブを作成ずる 

ス 

1 

r 

Windows のインストールを完了させる 

ス 

1 

r 


ドライブを作成する 

C ドライブ作成後に残っている「ホ割り当て」をドライブにします。 
rw P.177 「 C ドライブな外のドライブを作成-変更する」 
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HDD 領域 （ ドライブ）の分割-変更-作成 


C ドライブを分割•変更ずる 

C ドライブの分割-変更をする場合は、 Windows のインストールが必要です。 
r^ p.132 「Windows XP のインストール J の手順4〜6を、次の手順に読み替え 
て Windows のインストールを行つてください。 
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< p . l 32 「Windows XP のインス!ル」の手順4〜日の読み替え> 

1 「巧の一 覧 には、このコンピユータ上の…」と表示された5、 C ドライブを 
選択し、(削除）を巧します。 

2 「削除しようとしたパーティシヨンは…」と表示された s 、〔 s を巧しま 
ず。 

3 「 OOMB ディスク XX か 6; 夕のパーティシヨンを削除しまず。…」と表示さ 
れた5、 rin をがしまず。 

ドライブが未使用の領域になります。 

4 「巧の一 覽 には、このコンピユータ上の…」と表示された5、次のとおり作 
業を続けまず。 

< c ドライブを分割する場合> 

(1) 「未使用の領域」を選択して、 CZD を巧します。 

手順5に進みます。 

< C ドライブの容量を増やす場合> 

すでに HDD が分割されている場合は、 C ドライブな外のドライブを削除して 
未使用の領域を増やします。ただし、削除したドライブのデータは消えてし 
まいます。 

(1) C ドライブなかのパーティシヨン（ドライブ）を選択して、(削除)を 
巧します。 

( 2 ) 手順2、3を実行します。 

選択したパーティションが「未使用の領域」になります。 

(3) 「未使用の領域」を選択して、を巧します。 

手順5に進みます。 

5 C ドライブの容量を巧めまず。 rOOMB ディスク XX に新しいパーティシヨ 
ンを作成しまず。」と表示された5、 r 作成ずるパーティシヨンのサイズ 
( MB ) J に表示されている数字をで削除し、任意の数値を入力して 
〇三を巧しまず。 

C ドライブには、 20GB (20000MB) 程度を割り当てることをおすすめします。 

6 「なの一 覧 には、このコンピユータ上の…」と表示された5、 「 C : パーティ 
シヨン！（モフォーマット)」を選択して、 fTH を巧しまず。 

未使用の領城は ここではフォーマットで きません。 インストール 後、「ディ 
スクの 管巧」 で 行います。 
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i r 選択されたパーテイシヨンはフォーマツトされていません。」と表示された 
5、 「NTFS ファイルシステムを使用してパーテイシヨンをフォーマツりを 
還択し、 GJI を巧します。 

rS P .132 「Windows XP の インストール」 の 手順7に進みます。 

► C ドライブなかのドライブを作ぶ-•変更ずる 


ここでは、 C ドライブが外のドライブを作成•変更する方法について説明します。 
次のような場合にご覧ください。 

• C ドライブ L ソ外のドライブのサイズを変更する場合 

• Windows の再インス I -ール中に C ドライブを分割して作成-変更された「未割 
り当て」をドライブにして使用する場合 

C ドライブ （ Windows の入っているドライブ）の分割.変更を行う場合は、 
ド尹 | p . l 74 「 C ドライブを分割.変更する」をご覧ください。 


ドライブ作成*変更の流れ 

ドライブの作成の流れは次のとおりです。 

作業は ra p . 179 「 HDD 領： t がパーティション）の作成手順」に従ってください。 



《 HDD 内の「未割り当て」にパーティションを作成すると、パーティションは、 
Windows 上でドライブ （ D や E など）として利用できるようになります。 


177 


















HDD 領域 （ ドライブ）の分割-変更-作成 



パーティションとは 

• ドライブの作成.'変更を行う画面（ディスクの管理）では、 HDD 領域のこと 
を 「パーティション」 と言います。 パーティション には、「プライマリ ーパー 
ティション」 と「あ張 パーティション」 があります。 

. 1つの HDD に作成できるパーティションは最大で4つです。 

そのうちあ張パーティションは、最大で1つです。 

• あ張パーティションには、論巧ドライブをいくつも作成できます。 

プライマリーパーティション、あ張パーティションを組み合わせて作成する 
と、1つの HDD に新しいドライブを5つな上作成することもできます。 

<パーティションの組み合わせの例> 


C 

D 

E 

拡張パーティション 

ドライブ 

ドライブ 

ドライブ 

F 

G 

H 


プライマ U- パーティション 論理ドライブ 
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HDD 領域（パーティシヨン）の作成手順 

HDD 領域を作成する手順は、次のとおりです。 

1 [スタート]-「コント□-ルパネル」一「パフォーマンスとメンテナンス」 
-「管理ツール」一「コンピュータの管理」をダブルクリックします。 

2 「コンピュータの管理」画面び表示された5、画面左下の「ディスクの管理」 
をクリックしまず。 

画面右下のウィンドウに HDD 領域の状態が表示されます。 


- HD □領域 
の状態 


3 パーティシヨンを設定したい「未割り当て」をちクリックして、表示された 
メニユーか5 r 新しいパーティシヨン」をクリックしまず。 

4 r 新しいパーティシヨンウィザード」画面び表示された5、[次へ]をクリッ 
クしまず。 

5 r パーティシヨンの種類を還択」と表示された5、「プライマリパーティシヨ 
ン」または「拡張パーティシヨン」を選択して[次へ]をクリックしまず。 

通常はプライマリーパーティションを選択します。 

6 r パーティシヨンサイズの指定」と表示された5、サイズを指定して[次へ] 
をクリックしまず。 

手順5でプライマリーパーティションを選択した場合は、手順12へ進みます。 

7 「新しいパーティシヨンウィザードの完了」と表示されまず。[完了]をク 
リックします。 

あ張パーティションを作成した領巧は、「空き領域」として表示されます。 
続いて「空き領域 J に論 a ドライブを作成します。 

8 r 空き領域」をちクリックして、表示されたメニユーか5 r 新しい論理ドラ 
イブ」をクリックしまず。 



<イメージ> 
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HDD 領域 （ ドライブ）の分割-変更-作成 


9 「新しいパーティションウィザード」画面び表示された5、[次へ]をクリッ 
クします。 

10 りくーティションの種類を還択」と表示された5、「論理ドライスび還択さ 
れた状態で、[次へ]をクリックします。 

11 「パーティションサイズの指定」と表示された5、「パーティションサイズ」 
に任意の値を入力して[巧へ]をクリックしまず。 

複数の論理ドライブを作成する場合は、画面に表示されている「最大デ ィス 
ク領规な下の値を入力します。 

12 「ドライブで字またはパスの割り当て」と表示された5、「次のドライブで字 
を割り当てる」で任意のドライブレターを還択して、[次へ]をクリックし 
ます。 

「ドライブレター」は、ドライブの識別記号になります。 

13 「パーティションのフォーマット」と表示された5、「このパーティションを 
liTF の設定でフォーマットする」び還択された状態で[巧へ]をクリック 
しまず。 

表示されている設定値を変更する必要はありません。 

14 「新しいパーティションウィザードの完了」と表示された S、 [完了]をク 
リックしまず。 

自動的にフォーマットが行われます。 

フォーマットが終了したら、 HDD 領巧の作成は完了です。 

複数の論理ドライブを作成する場合は、手順8〜14の作業を繰り返します。 
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第已章付録 


► C ドライブなかのドライブを削除ずる 


C ドライブな外のドライブ （ D ドライブなど）のサイズをを更するには、変更す 
るドライブを削除して、巧しいサイズでドライブを作成しなおします。 
ドライブを削除すると、ドライブ内のすべてのデータは削除されます。ドライ 
ブ内の重要なデータは、〔ドライブや CD - R メディアなどにあらかじめバック 
アップを行ってください。 

ドライブを削除する手順は、次のとおりです。 

1 [スタート]-「コント□-ルパネル」一「パフォーマンスとメンテナンス」 
-「管理ツール」一「コンピユータの管理」をダブルクリックします。 

2 「コンピュータの管理」画面げ表示された6、画面左下の「ディスクの管理」 
をクリックしまず。 



<イメージ> 

3 削除したいドライブ（パーティシヨン）をちクリックして、表示されたメ 
ニユーか5 r 論理ドライブの削除」または「パーティシヨンの削除」をク 
リックしまず。 

4 「•- •続巧しますか？」と表示された5 [はい]をクリックしまず。 

プライマリーパーティションを削除すると、「未割り当て」、論理ドライブを 
削除すると、「空き領域」になります。「ホ割り当て」や「空き領域」をパー 
ティションとして使用したい場合は、パーティションの作成を行います。 
r ^ p .179 「 HDD 領域（パーティション）の作成手順」 
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u チウム電池の交換 


BIOS Setup ユーティリティーで設をした情報は、本機内部のリチウム電池に 
よって保持されています。 

リチウム電池は消耗品です。コンピューターの使用状況によって異なります 
が、 AC アダプターやバッテリーからの電源供給がまったくない場合、本機のリ 
チウム電化の寿命は約5年です。 

日付や時間が異常になったり設をした値が変わってしまうことが頻発するよ 
うな場合には、リチウム電池の寿命が考えられます。『サポート•サービスの 
ご案内』（別冊）をご覧になり、カスタマーサービス七ンターまでご連絡くだ 
さい。 


I コンピユーターを廃棄ずるとをは 


本機を廃棄するときには『サポート.サービスのご案内』（別冊）の「コン 
ピューターの廃ま.譲渡に ついて」 をご覧ください。 


► HDD のデータを 消去ずる 


本機を廃棄する前に HDD のデータを消ちしてください。 

「ドライバー CD 」 から起動するシステム診断ツールには、 HDD 内のデータを主 
ベて 消去する機能が備わっています。 

消ちを開始する卜， HDD のデータは元には房りません。が要になじてデータを 

バックア义プしてく _ださい立 


(tTTL データ消去の結果について、当社および開発元の Ultra-X 社は責任を負いません。 

じぉぶ HDD のデ-夕消去.顧は' 礎様の責任に臥、て行つてくださし、。 


データの消去 

HDD 内のデータを消去する手順は、次のとおりです。 

1 本機の電源を入れ、ドライバ ー CD をが付け光ディスクドライブにセットし 
まず。 

「ドライバ.ソフトウェアのインストール」画面が表示されたら、 0 をクリッ 
クして画面を閉じてください。 

ム [スタート]-[終了オプション]-[再起動]をクリックして、本機を再 
起動しまず。 

3 黒し個面の中知こ 「 EPSON 」 と表示され、消えたあと 、 「Kernel Loa 出 n 有 . 

Press any key to run PC TEST 」 と表示された6、どれかキーを押しまず。 

システム診断ツールが起動し、自動的に診断を開始します。 

4区^+(^を巧して診断を中止したあと、どれかキーを巧します。 

5 還択項目画面び表示された5、 CZD で 「HD Erase 」 を還巧してにのを巧 
します。 

6 選択項目画面び表示された5、 m で 「Full Erase 」 を還択してを 
巧しまず。 

i 選択項目画面が表示された5 、 「No Verify 」 を選択してを巧します。 

ri ! WARNING !!] 画面が表示されます。 

消去が開始されると、途中で止めることはできません。 

消ちを中止する場合は、を押すと、「システム診肋ツール」画面に戻り 
ます。 
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コンピューターを廃棄するとをは 


8 キーボードで rvesj と入力しまず。 

消ちが始まります。 

消ちには、 160 GB の場合で約60分かかります。 

9 に rase of HDO : Passed Press any key to continue 」 と表示された 
5、ドライバ ー CD を光ディスクドライブか 5 取り出して、本機の電源を切 
りまず。 

これで、データの消去は完了です。 
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I 機能仕様-毒 


型番 

NaO 2111 ini 

CPU 

プロセッサー 

インテル Atom プロセッサ 

チップセット 

インテル 945GSE Express + ICH7M 

BIOS 

AM1 BIOS 

メイン 

メモリー 

メモリー 

容量： 1GB PC2-5300 (DD 民 2-800 SDRAM) 

スロット 

SOD1MM スロット （200 ピン）XI 

ビデオ 

機能 

コントローラー 

インテル 945G 犯 Express チップセット内蔵 GMA950 Embeded 

メモリ'一（メイン 
メモリーと共用） 

メインメモリーより最大 128MB を使用 

液晶タイプ、液晶 
表示解像度（最大） 

10.1型 WSVGA カラー液晶： 1024X60 日 True Color 32ビット（約1，677万色）*^ 

外部デイスプレー 
ま示解像度 
(最大）* 2 

1600 XI200 

1920X1200 (ワイドデイスプレー接続時のみ） 

True Color 32ビット（約1，677万色） 

HDD 

シリアル ATA150MB/S 対•応 2.5 型 HDD 

サウンド機能 

インテルハイ•デフィニション•オーデイホ対■応民 ealtek 製 ALC663 コントローラー、 
ステレオスピーカー（出力 2WX2)、 モノラルマイク 

ネットワーク機能 

100Base-TX/lOBase-T 対応 ATHE 民 OS 製 A 民 8113-AL1E コントローラー 

キーボード 

日本語対応86キー 

ポインティングデバイス 

タッチパッド 

インタ 
フェース 

USB 

3 (右側面 X2、 左側面XI): USB2.0 

LAN 

1: RJ-45 

サウンド 

マイク入力Xしヘッドフォン出力XI 

デイスプレー 

VGA ミニ D-SUB 15ピン XI 

メモリーカードスロット中3 

1:SD メモリーカード （SDHC 対■応）、マルチメディアカード （phis 対応）、メ 
モリースティックけ民0巧応）に対■応 

外形寸法（幅X奧行X高さ） 

265X 180X24.5 〜 28.0mm (突起部を除く） 

質量 

狗1 .02kg レスッテリー含む/を本構成時） 

電源 

AC アダプター *4 

(ADP-40PH) 

入力： AC100V 〜 240V±10% (50/60HZ)、1.2 A 
出力： DC19V、2.1A、40W 
質量：約 200g (電源コード含む） 

標準バッテリー 

(BT3102-BW) 

容量： 2800 mAh リチウムイオン11.25V 
動作時間* 5 :約 3.0 時間 

消費電力 （AC 側） 

酌 48W (最大） /0.9W (スタンバイ時） /0.6W (電源 OFF 時） 

動作環境 

動作温を：10~35で、動作湿度： 20〜80% (ただし、結露しないこと） 


*' ビデオ コント ローラーの ディザリ ング 機能により実現。 

*2 本機搭載のビデオコントローラー出力解像度（実瞭のま示は接続するディスプレーの仕様による）。 

*3 SD メモリーカード、メモリースティックの著作権保護機能、またメモリースティックおよびメモリースティッ 
ク PRO の高速串云送、セキュリティー機能には非対応。 

*■* 標準添付の電源コードは AC100V 用（日本仕様)。本製品は国内専用のため、海外での使用は保証対象外。 

が動作時間は JEITA 測定方法 Verl.O の測定値（システム構成や使用環境により異なる）。 
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機能仕様一覧 


無線 LAN >1 

• IEEE 802.1 lb / 邑 


準拠規格 

圧 EE 802.11 b/g : ARIB STD - T 66 (小電カデータ通信 システム 規格） 

2 .4 GHz 無線 LAN 標準プロ トコル 

データ転送速度 

802.1 lb : 11 Mbps 

(規格値）* 2 

802.1 Ig : 54 Mbps 

伝送方式 

DS-SS 方式 ( IEEE 802.11 b ) 

OFDM 方式 （圧 EE 802.11 g ) 

伝送距離 
(理論値） 

11 Mbps :40 m ( IEEE 802.11 b ) 

54 Mbps :25 m (圧 EE 802.11 g ) 

屋内におけるアクセスポイントとの通信時* 3 

セキュリテイ ー 

128/64 bit WEP 、 WPA 、 WPA 2 対応 

認証 

802'1 x *4 

使用無線 

IEEE 802.1 lb :1〜 13 ch 

チヤンネル 

圧 EE 802.11 g :1〜 13 ch 


• IEEE 802.11がラフト 2.0 


準拠規格 

IEEE 802.1 In ドラフト 2.0 

データ転送速度 
(規格値）* 2 

150 Mbps 

伝送方式 

MIMO 方式 

セキュリテイー 

WPA 、 WPA 2 対応 （ AES のみ） 

認証 

802'1 x *4 


W 本製品には、電波をの規をにより、工事設計認証を取得した無線設備を内蔵しています。 

認証製品名！： AW - NE 785 H ( AR 5 B 95) 

認証番号： 003 WWA 0 81036、 003 GZA 0 81037 

が無線 LAN 規格の理論上の最大値であり、実際のデータ転送速をを示すものではありません。 

が実際の通信距離は、電波環境、障害物、設置環境などの周囲条件や、アプリケーション、 Windows な 
どの使用条件によって短くなります。 

*4 当社では 、 Windows Server 2003との 正 EE 802.1 X Rad 山 S Server ( EAP-TLS 対■応認証サーバー ） +WPA 
( TKIP ) の組み合わせによる認証において動作を確認しています。すべての環境下での動作を保証す 
るものではありません。 
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索引 


A 

AC アダプター 

使う . 26 

AC アダプターコネクター . 13 

Adobe Reader . 16 

インストール . 135 

セットアップ . 135 

AES . 80 

Alt キー . 44 

己 

BIOS . 106 

BIOS SeUip ユーティリティー . 108 

12動 . 108 

起動 ( Boot ) デバイスの順番をを更する ...... 117 

終了 . 1 口 

設を項目 . 119 

設を値 . 124 

設定値を元に戻す . 113 

操作 . 109 

パスワードの設を . 114 

C 

CPU . 185 

C じ1キー . 44 

C ドライブ 

分割•変更する . 174 

C ドライブな外のドライブ 

削除する . 181 

作成•'麥更する . 177 

F 

Fn キー . 40,43 

G 

goo ステイツク . 17,90 


インス I 'ール . 139 

H 

HDD パスワード . 114 

HDD レ、ードディスクドライブ） 

使5 . 45 

データを消まする . 183 

福合 . 155 

領域の分割 • 変更 • 作成 . 173 

I 

IEEE 802.11 b/g . 73 

Internet txolorer .88 

情幸良バー . 90 

追加機能 . 90 

i ーフイルター30日版 . 17,95 

インストール . 137 

管理パスワード . 96 

ユ' ~ザ'~登録 . 137 

J 

Java 2 Runtime tinvironment . lo 

JWord Plugin . 17,90 

インストール .139 

L 

LAN ケーブル . 68,78 

LAN コネクター . 13,68, 105 

LCD 画面 .13 

お手入れ .1 故 

LCD 表示 . 58 

LCD ュニット . 13,53 

福合 . 158 

M 

MAC アドレスフイルタリング . 82 
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索引 


Microsoft .Nti framework . lo 

MS-IME .41 

N 

Norton Internet Security 90 日片お . 17, 93 

インストール .136 

ファイァウォール機能 . 94 

NTFS ファイルシステム . 128 

0 

Outlook Express . 88 

初期設定 . 89 

P 

PC お役立ち情報 . 22,24 

S 

SSID . 80 

SSID 非通知 . 84 

Supervisor Password (管理をパ スワ ■ — ド） . 114 

T 

TKIP . 80 

U 

USB . 46 

USB 機器 . 46 

接続と取り外し . 46 

使5 . 46 

USB コネクター . 13,15,105 

USB マウス . 39 

User Password (ユ ■ —ザ'—パ スワ ■ —ド） . 114 

V 

VGA コネクター . 15，105 


W 

Wakeup On LAN . 69 

Web フイルタリング . 95 

Web フイルタリンダソフトウェ■ア . 95 

インストール . 137 

WEP . 80 

Windows Media Plaver . 16, 66 

Windows Update .91 

Windows XP .16 

インストール . 130, 132 

強制終了 . 21 

終了 . 20 

使用方法 . 22 

ヘルプ . 22 

Windows XP リカバリ CD . 16,127 

WPA . 80 

ぉ 

アイコン . 12 

アウトルックェクスプレス （Outlook Express ). 88 

アクセスランプ . 14 

アルファベットの入力 . 42 

暗号化 . 80 

い 

インスタントキードライバー . 16 

インストール 

Adobe Reader . 135 

goo ステイック . 139 

i _ フイルター30日版 . 137 

JWord Plugin . 139 

Norton Internet Security 9 日日版 .136 

Web フイルタリンダソフトウェア . 137 

Windows XP . 130,132 

セキュリティーソフトウエア . 136 


不具合 . 162 
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索引 


本体ドライバー . 134 

マカフイー SiteAdvisorPlus 30日版 ....... 140 

インターネット 

接続 . 86 

インターネットエクスプローラ ( InternetExplorer ). 88 

インフオメーシヨンメニュー . 16,23 

ラ 

ウイルス対策機能 . 93 

え 

液晶ディスプレー . 53 

ぉ 

オーディオ機器の接続 . 65 

お手入れ . 1故 

オペレーティングシステム （ OS ). 11 

音量の調節 . 63 

か 

解像度のを更 . 56 

拡張デスクトップ表示 . 58 

お張パーテイシヨン . 178 

各部のぶ称と働き . U 

カテゴリーの表示 . 25 

かな入力 . 41 

画面表示 . 53 

管巧者•パスワード . 114 

管巧パスワード 

i ーフイルター30日版 . 96 

を 

キーボード . 14,40 

す具合 . 156 

記憶装置 

不具合 . 155 


起動時の不具合 . 146 

起動順位の変更 . 117 

機能キー . 40 

機能仕様一覧 . 185 

休止状態 . 99 

有効にする . 100 

強制終了 . 21 

記録メディア . 7 

< 

クラシック表示 . 25 

クリックボタン . 14 

ク U —ン表示 . 58 

け 

警告 . 90 

警告音 . 167 

譬告メッセージ . 167 

検索 

goo スティック . 90 

JWord . 90 

コントロールパネルの表示 . 25 

コンピューターウイルス . 88 

コンピューターの廃棄 . 183 

コンピューター本体の不具合 . 146,153 

コンピュータの管理者 . 128 

さ 

再インストール . 126 

必要なメディア . 127 

再起動 . 21 

再生 

音声 . 66 

サウンド機能 . 63 
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索引 


サウンドドライバー . 16 

サウンドユーテイリテイー . 67 

サポート情報検索 . 24 

し 

システム診:断 

実行する . 163 

システム診断ツール . 17,163 

システムの復元 . 165 

做 . 185 

省電力機能 . 25,98 

移行方法 . 100 

不具合 . 153 

復帰方法 . 103 

情報バー . 90 

終了 . 20 

使用•保管時の注意 . 6 

初期設定ッール . 17,129 

シリアル ATA . 45 

す 

数値キー . 40 

黨:値の入力 . 42 

スクロール . 37 

スタンバイ . 99 

ステレホスピーカー . 15 

せ 

制御キ'~ . 40 

セーフモード . 165 

セキュリティーソフトウエア . 93 

インストール . 136 

セキュリティーロックスロット . 15,104 

接続と取り外し 

USB 機器 . 46 

設定値を元に戻す . 113 


セットアップ 

Adobe Reader . 135 

セットと取り外し 

メモリーカード . 49 

そ 

外付けディスプレー . 57 

解像度と表示色 . 62 

キーボードで画面表示を切り替える ...... 59 

表示の終了 . 57 

ユーティリティーで画面表示を切り替える ...... 59 

ソフトウェア 

強制終了 . 21 

不具合 . 159 

た 

タスクバー . 12 

タッチパッド . 14,36 

不具合 . 157 

タツチノくツドドライ バー . 16 

バ . 12 

ダブルクリック . 37 

ち 

チップセットドライバー . 16 

直接入カモード . 41 

ご 

通知領域 . 12 

通風孔 . 15 

て 

ディスクの管理 . 141,179 

ディスプレー （ LCD ) . 53 

不具合 . 158 

デスクトップ . 12 
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デスクドップ画面 . 12 

電源スイッチ . 13 

電源の入れ方 . 19 

電源の切り方 . 19 

電源ランプ . 14 

添付されているソフトウエア . 16 

と 

ドライバー CD . 127 

ドラッグアンドドロップ . 37 

トラブルが解みしなかったら . 24 

「取り外し」アイコン . 47 

な 

内蔵ステレオスピーカー . 15, 63 

不具合 . 159 

内蔵マイク . 13,64 

に 

日本語入カシステム . 41 

日本語入カモード . 41 

入力装置 

不具合 . 156 

ね 

ネットワーク切替えツール . 16,71 

ネットワークドライバー . 16 

ネットワーク（有線 LAN ) . 68 

は 

パーティション . 178 

ハードディスクドライブ ( HDD ) 

使5 . 45 

データを消去する . 183 

不具合 . 155 

廃棄（コンピューター） . 183 


パスワード . 114 

パスワードの設を . 114 

バックアップ . 131，170 

ノくツクライト . 54 

バッテリー残量ほ下 

アラームの設を . 31 

省電力状態に移行 . 102 

通か . 30 

バッテリー充電ランプ . 14 

ノくツテリ —べック . 15 

交換 . 32 

巧う . 26 

福合 . 153 

ハングアップ . 21 

ひ 

ビデホドライバー . 16 

表示色の変更 . 56 

表示装置 

福合 . 158 

ふ 

フアイアウオール . 94 

フィッシング詐欺検出機能 . 93 

不具合 

HDD . 155 

LCD ュニット . 158 

インストール . 162 

キーボード . 156 

起動時 . 152 

コンピューター本体 . 153 

省電力 . 153 

ソフトウェア . 159 

タッチパッド . 157 

内蔵ステレオスピーカー . 159 

バッテリーパック使用時 . 153 
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使用限定について 

本製品は、 OA 機器として巧用されることを目的に開発•製造されたものです。 

本製品を航空機-列を-船舶-自動車などの運行に直接関わる装置-防災防犯装置-を種を全装置など 
機能-精度などにおいて高い信頼性-安全性が必要とされる用途に使用される場合は、これらのシステ 
ム全体の信頼性およびを全性維持のためにフェールセーフ設計や冗長設計の措置を請じるなど、システ 
ム全体の安全設計にご配慮頂いた上で本製品をご使用ください。 

本製品は、航空宇宙機器、幹線通信機器、原子力制御機器、生命維持に関わる医療機器、24時間稼動 
システムなどの極めて高い信頼性-安全性が必要とされる用途への{ま用を意図しておりませんので、こ 
れらの用途にはご使用にならないでください。 

本製品を曰本国がへ持ち出す場合のごを 意 

本製品は日本国内でご使用いただくことを前提に製造•販売しております。したがって、本製品の修 
理•保守サービスおよび不具合などの対応は、日本国外ではお受けできませんのでご了承ください。ま 
た、日本国外ではその国の法律または規制により、本製品を使用できないこともあります。このような 
国では、本製品を運用した結果罰せられることがありますが、当社といたしましては一切責任を負いか 
ねますのでご了承ください。 


電波障害について 

この装置は、情報処 a 装置等電波障害自主規制協議会 （ VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術装置 
です。この装置は、家庭環境で巧用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン 
受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。取扱説明書に従って正しい取 
りないをしてください。 

瞬時電圧低下について 

本製品は、落雷等による電源の瞬時電圧ほ下に巧し不都合を生じることがあります。 

電源の瞬時電圧化下対策としては、交流無停電電源装置等を使用されることをおすすめします。（社団 
法人電子情報技術産業協会のパーソナルコンピューターの瞬時電圧低下対策規格に基づく表示） 

有寿命部品について 

当化のコンピューターには、有寿命部品（液晶ディスプレー、ハードディスク、冷却用ファンなど）が 
含まれています。 

有寿命部品の交換時«の目安は、使用頻度や条件により異なりますが、本製品を通常使用した場合、1 
日約8時間、1ヶ月で25日間のご{ま用で約5年です。 

上記目をはあくまで目安であって、故障しないことや無料修理をお約束するものではありません。な 
お、長時間連続巧用など、ご使用状態によっては早期にあるいは製品の保証期間内であっても、部品交 
換（有料）が必要となります。 

* LCD ユニットを最大輝度で常時使用した場合の寿命は、10000時間です。 


JIS C 日1000 -3-2 適合品 

本装置は、高調波電流規格 JIS C 61000 -3-2 に適合しております。 
電源の入力波形は、正弦波のみをサポートしています。 



パソコン回収について 

当社では、不要となったパソコンの回収.再資源化を行っています。 

PC リサイクルマーク付きの当を製パソコンおよびデイスプレーは、ご家庭から廃棄 
する場合、無償で回収•再資源化いたします。 

パソコン 回収の詳細は下記ホームページをご覧ください。 

http :// shop . epson . jp / pcrecycle / 

著作権保護法 

あなたがビデオなどで録画•録音したものは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利者に 
無断で巧用することはできません。 

テレビ. ラジオ.インターネット放送や巿販の CD . DVD . ビデオなどで取得できる映像や音声は、著 
作物として著作権法により保護されています。個人で楽しむ場合に限り、これらに含まれる映像や音声 
を録画または録音することができますが、他人の著作物を収録した複製物を譲渡したり、化人の著作物 
をインターネットのホームページなどに掲載（改編して掲載する場合も含む）するなど、私的範囲を超 
えて配ホ•配信する場合は、事前に著作権を（放送事業者や実お家などの隣接権をを含む）の許諾を得 
る必要があります。著作権をに無断でこれらの行為を行うと著作権法に違反します。 

また、実演や興行、展示物などのうちには、個人として楽しむなどの目的であっても、撮影を制限して 
いる場合がありますのでご注意ください。 


ぶ 

リサイクル 


ごを 意 

1 . 本書の内容の一部、または全部を無断で転載することは固くお断りいたします。 

2. 本書の内容および製品の仕様について、将来予告なしに変更することがあります。 

3. 本書の内容は万全を巧して作成いたしましたが、万一誤り•お気付きの点がございましたら、ご連 
絡くださいますようお願いいたします。 

4. 運用した結果の影響につきましては、3項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。 

商標について 

• Microsoft 、 Windows、Internet Explorer、Windows Media は米国 Microsoft Corporation の米国およびその 

化の国における登録商標または商標です。 

• Inte し インテル、 Intel ロゴ、インテル Atom は、アメリカ合ホ国およびその化の国における Intel Corporation 
の商標です。 

• Symantec、Symantec ロゴ、 Norton Internet Security は Svmantec Corporation の登録商標です。 

• McAfee およびマカフィーは、米国を人 McAfee , Inc . またはその関連会社の米国またはその他の国にお 
ける登録商標です。 

• Adobe ^ Adobe ロゴ、 Reader は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズを）のホ国ならびに化 
の国における商標または登録商標です。 

• Memory Stick 、 マジックゲート 、 Memory Stick のロゴは、ソニー株式会社の商標です。 

• MultiMedia Card ™ は、ドイツ Infineon Technologies AG 社の商標です。 

• SD ロゴは商標です。 

そのほかの社を、製品あは一般にそれぞれの会をの商標または登録商標です。 


◎ エプソンダイレクト株式会社2009 
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